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専門家委員会委員 

桑原幹典 北海道大学 名誉教授  ○委員長 
河内清光 公益財団法人 原子力安全技術センター 特別フェロー 
近藤 隆 富山大学大学院医学薬学研究部 教授 
片桐裕実 独立行政法人 日本原子力研究開発機構 原子力緊急時支援・研修センター長 
明石真言 独立行政法人 放射線医学総合研究所 理事 
太田勝正 名古屋大学医学部保健学科 教授 

 
 

The 4th ISREM at Hirosaki University
Theme: The future of the development of human resources for radiation emergency medicine

Date: September 30, 2012 
Program

Symposium 1:.                Chair: Guest Prof. Mikinori Kuwabara 
 Developing human health resources for radiation emergency medicine at Hirosaki University: 

panoptic report on the 5-year project effort 
Hitoshi Tsushima (Dean of Hirosaki University Graduate School of Health Sciences)  

 Practice and evaluation on education program of radiation emergency medicine in Hirosaki 
University 

Toshiko Tomisawa, (Hirosaki University Graduate School of Health Sciences) 
 Results of staff education and training in radiation emergency medicine: Summary from the 

planning department 
Ruriko Kidachi (Hirosaki University Graduate School of Health Sciences) 

 Activities of the social coordination group in radiation emergency medicine, 2009-2011 
Takao Osanai (Hirosaki University Graduate School of Health Sciences) 

 Research activities of co-medical education program in radiation emergency medicine 
Koichi Ito (Hirosaki University Graduate School of Health Sciences) 

Special Lecture:     Chair: Prof. Ikuo Kashiwakura 
 WHO global framework for strengthening national capacity for preparedness and response to 

radiation emergencies 
Zhanat A Carr, M.D., Ph.D. (World Health Organization (WHO)) 

 Radiological nursing of Japan: Values and responsibilities 
Emiko Konishi, R.N., Ph.D. (Kagoshima University Graduate School of Medical and Dental 
Sciences) 

Symposium 2: Poster Presentation
 Acute radiation syndrome and Quality of Life in head and neck cancer patients undergoing 

radiation therapy 
Yuka Noto, Harumi Shikanai, Yoshiko Nishizawa, Noriko Ogura, Eriko Kudo,  
Hideaki Yamabe , Yoichiro Hosokawa and Masahiko Aoki 

 Analysis of Japanese newspaper articles with keywords “radiation,” “nuclear energy,” and 
“disaster” 

Reiko Narita and Ruriko Kidachi 
 Development of the Attitude Scale on Radiation Emergency Medicine for Japanese nurses and 

evaluation of its reliability and validity 
Yuka Noto, Noriko Ogura2, Mayumi Urushizaka, Maiko Kitajima, Yoshiko Nishizawa, 
Tomoko Ichinohe and Hideaki Yamabe 

 Responses to the consultations provided to residents by public health nurses following a nuclear 
disaster 

Chiaki Kitamiya, and Ruriko Kidachi 
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 Effects of rehabilitation for skin and muscle damage caused by high-dose radiation -developing an 
animal model of local radiation damage to the hind limbs- 

Hirokazu Narita, Shuhei Koeda, Koichi Ito, Kyoko Ito and Hitoshi Tsushima 
 Effects on risk perception on radiation of nurses after the Fukushima Dai-ichi nuclear power 

plants accident 
Toshiko Tomisawa, Keiko Aizu, Chieko Itaki , Ayako Ohgino and Hideaki Yamabe 

 Evaluation and effectiveness of radiation emergency medicine education at the School of Health 
Sciences, Hirosaki University －Focus on undergraduate education－ 

Saichi Wakayama 
 Recipient-transferred allogeneic umbilical cord blood cells reconstitute the hematopoietic system 

and immunological functions in a murine model 
Hideaki Sato, Ayumi Wakayama, Kyoko Ito and Koichi Ito 

 Double unit umbilical cord blood transplantation induces MHC-matched single unit dominance 
with development of immunocompetent lymphocytes in recipients 

Akira Nakano, Hideaki Sato, Kyoko Ito and Koichi Ito 
 Mitochondrial involvement in response of human hematopoietic stem cells to radiation 

Masaru Yamaguchi and Ikuo Kashiwakura 
 Combined pharmaceutical drugs approved in Japan protect mice against lethal ionizing radiation 

Tokuhisa Hirouchi, Koichi Ito, Manabu Nakano, Satoru Monzen, Hironori Yoshino, 
Mitsuru Chiba, Masaharu Hazawa, Akira Nakano, Junya Ishikawa, 
Masaru Yamaguchi, Kimio Tanakaand Ikuo Kashiwakura 

 Morphological study of the digestive, nervous and sensory organs, bone marrow, and lymph node 
in X-irradiation mice 

Shoji Chiba, Yuhei Higuchi, Tomoya Nakai, Ibuki Higashidate, Hitomi Sato, 
Syuji Fukushima, Yuhei Nakamura, Koichi Ito7, Kyoko Ito7, Manabu Nakano7 and 
Haruhiko Yoshioka 

 Alteration of extracellular matrix components by X-ray irradiation in rat bone 
Komei Tanaka, Yurie Kudo, Takashi Ishikawa, Kyoko Nakano, Mitsuru Chiba, 
Naoki Nanashima, Manabu Nakano, Koichi Ito, and Toshiya Nakamura 

 Effect of ascorbic acid and X-irradiation on human leukemia HL-60 cells and the role played by 
reactive oxygen species in this effect 

Shingo Terashima, Yoichiro Hosokawa, Satoru Monzen, Ikuo Kashiwakura and 
Toshiya Nakamura 

 Examination of the environmental radiation measurement technique in nuclear disaster 
Masahiro Hosoda, Shinji Tokonami, Atsuyuki Sorimachi, Hirofumi Tazoe, 
Masatoshi Yamada, Satoru Monzen, Minoru Osanai, Hironori Yoshino and 
Ikuo Kashiwakura 

 A novel parameter, cell-cycle progression index, for biological dose estimation in premature 
chromosome condensation assay 

Tomisato Miura, Kanako Kikuchi, Ami Makino, Akifumi Nakata, Kosuke Kasai, 
Eiki Tsushima, Natalia I. Ossetorova4, Mitsuaki A. Yoshida and William F. Blakely 

 Development of rescue support system for complex disaster with radiation medicine 
Hiroyuki Nozaka 

Symposium 3:    Chair: Prof. Mitsuaki Yoshida and Prof. Yuka Noto 
 The French Defense Radiation Protection Service (SPRA) and the mission of education in the 

framework of the management of radiocontaminated or irradiated patients by nurses or 
paramedics. 

Christophe Dody, et al. (Service de Protection Radiologique des Armées (SPRA), France) 
 The human resource development and training courses on radiation emergency medicine at NIRS 

Takako Tominaga, et al. (Department of Radiation Emergency Medicine, Research Center for 
Radiation Emergency Medicine, National Institution of Radiological Sciences) 

 Plan of educational program for Certified Nurse Specialist in radiological nursing at Hirosaki 
University 

Yoshiko Nishizawa, Ph.D., R.N. (Hirosaki University Graduate School of Health Sciences) 
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１） 専門家委員会各委員の評価 

 

Symposium Ⅰ：弘前大学における緊急被ばく医療人材育成プロジェクト総括 

＜全体的コメント＞ 

●桑原委員長 
シンポジウム 1は教育，企画，社会連携，研究の各部門において 5 年間で実施された内容

について報告されたものであり，それぞれの部門で達成された実績が報告された。注目され

ることは本プロジェクト実施期間中に起きた東京電力福島第一原子力発電所事故により全部

門で計画の変更を迫られたが，それを速やかに行い被災地ならびに被災者に対し甚大な支援

を行ったことは大いに評価したい。また，研究面においても大きな成果が得られ，それも被

災地域対策に大いに貢献したことを考えると本プロジェクトの目的は概ね達成されたものと

結論できる。ただ，各部門のいずれにおいても，本プロジェクト終了後の将来像が明瞭でな

いこと，さらに本プロジェクト目的の一つに大学院保健学研究科修士課程における教育を通

した人材育成が含まれていたが，それについての具体的な成果が報告されなかったことは残

念である。 

●河内委員 

弘前大学が，2008 年度から緊急被ばく医療の人材育成に取り組んできたプロジェクトを振

り返るシンポジウムであったが，教職員の研修から，学部，大学院の教育カリキュラムの決

定，研究等について報告された。国際シンポジウムでこのようなセッションの内容が取り上

げられたことに多少違和感はあったが，この 5年間の弘前大学の取り組みを国際的に理解し

て頂くために必要だったのかもしれない。その割に国外からの参加者が少なかったのは心残

りである。このシンポジウムの内容は，プロジェクトの総括として，大学内でなく，むしろ

青森市とか他の適切な場所で，公開で行うのも良いのではないか。 

●明石委員 

医療は医師ばかりでなく，様々な職種のスタッフの参加により成り立つ。被ばく医療は，

今回の福島事故をみてわかるように，医師以外の職種が果たす役割は大きい。特に住民への

対応への役割は大きい。事例と症例が少ないこの領域では，研究や教育活動を通じて知識や

経験を積むことは重要である。5 年間のこのプログラムは，今回の事故に十分な人材を送っ

ており，大きな成果である。看護や診療放射線はもとより理学療法等の参加，さらに社会連

携としてとらえるなど，成果は大きい。 

スタッフ自身の研修から，外部の方へ教育・研修に対しても道が見えてきている。 
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＜各セッションへのコメント＞ 

1) 對馬均氏の発表（弘前大学における緊急被ばく医療専門職人材育成の取り組み－５年間

の活動総括と今後の展望－）について 

●桑原委員長 
本年度が本プロジェクトの最終年に当たることから，本報告はグループリーダーである

弘前大学大学院保健学研究科長によりなされたものであり，教育部門，企画部門，社会連

携部門，研究部門のそれぞれについて総括的に述べられたものである。本プロジェクトは

東京電力福島第一原子力発電所事故の一年前に開始されていたことから，その成果とくに

現有スタッフの教育・訓練の成果が被災地支援の形であらわれたことは評価の対象になる

ことは明らかである。さらに，被災地避難住民の支援に関し，看護学とりわけ放射線看護

学の重要性が認識され，日本放射線看護学会設立に寄与したことは本プロジェクトの最も

大きい成果と考えられる。 

本プロジェクト終了後の新たなプロジェクトとして放射線看護学に特化したものを考慮

しているとのことであるが，放射線看護学を基盤に新たな競争的資金獲得を目指して欲し

い。ただ，本プロジェクトの主目的は緊急被ばく医療に関する教育とそれによる人材育成

であったはずであり，被災地支援に赴いた具体的な人数は定量的な評価として認められる

が，もう一方で本プロジェクトは大学院保健学研究科修士課程でのカリキュラムに組み込

んで緊急被ばく医療の人材育成を行うことも目的としていたはずである。これについて何

人の人材が輩出されたか等具体的な報告が為されるべきであったと思われる。 

●河内委員 

弘前大学が，2008 年度から緊急被ばく医療の人材育成に取り組んできたプロジェクトを

振り返る講演であった。目標は，緊急被ばく医療に関連する専門的人材育成のための大学

院課程の設立と，関連分野の研究を啓発することであった。その目標達成のために，多く

の関係者がそれぞれの分野で多大の努力を払ってきた。2011 年の福島第一原子力発電所事

故は極めて不幸な出来事であったが，弘前大学は即座に対応し，多くの成果を上げると同

時に，緊急被ばく医療だけでなく保健科学の発展にも見通しの得られたことが，このプロ

ジェクトの成果であり，今後への期待を抱かせるものでもある。 

2) 冨澤登志子氏の発表（弘前大学における緊急被ばく医療人材育成の実践と評価）につい

て 

●桑原委員長 
本報告は教育部門から教育的成果を学部学生，大学院生，現職員に対して実施されたこ

とを個別になされたものである。現職員に対する教育・訓練の成果は東京電力福島第一原

子力発電所事故後の現地における多大な支援を行ったことで大いに評価することができる

が，本プロジェクトの教育における主たる目標が大学院保健学研究科修士課程でのカリキ

ュラムを通し緊急被ばく医療支援人材育成にあったことから，具体的な育成人数が示され
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なかったこと，さらに今後人材育成のためどの様に大学院教育を充実させていくかの将来

展望が為されなかったことなど報告内容に欠けるものがあった。本プロジェクト終了後の

弘前大学における人材育成の在り方等の対策を早急に打ち立てていく必要があるように思

われる。 
●河内委員 

緊急被ばく医療に関連する，学部教育と大学院教育のカリキュラム実施とその評価に基

づいて改善を加えている様子が報告された。学部教育に対しては，放射線のリスクに関す

る理解を深め，放射線医学に関する知識と被ばく医療の必要性に理解を深めることに役立

っていると評価している。また，大学院では放射線緊急被ばく医療に関する知識を深め，

問題解決に当たる指導者としての訓練があるが，福島第一原子力発電所事故の後，学生は

医療グループのメンバーとして貴重な経験を積むことができた。社会人に対する緊急被ば

く医療に関する知識と技術を習得する研修は，59 名の看護師や放射線技師が同事故に対処

するのに有効であったとしている。 

これ等の教育プログラムは，福島第一原子力発電所の事故対応で必要性は確認されたが，

今後の改善点も見えたことは，プロジェクトの推進に重要な点である 

3) 木立るり子氏の発表（緊急被ばく医療のための職員研修の企画とその実績：企画部門総

括）について 

●桑原委員長 
本報告は計画部門により為されたものであり現職者教育・訓練がどのように計画され，

実施されていったかをまとめたものである。現職者教育の成果が東京電力福島第一原子力

発電所事故支援という形で具体化されたことは良く理解でき，高く評価されるべきである。

しかしながら，福島県避難地域ならびに避難住民の支援を契機に得られた様々な成果ある

いは問題点を含め今後このプロジェクトの内容をどの様に改訂し，進めていくかの将来計

画をもっと明瞭に示唆すべきであったと思われる。 
●河内委員 

職員に対する緊急被ばく医療研修の企画，実施について報告された。このプロジェクト

が始まって，それぞれの部門の職員が，国内外の施設で開催される研修に参加し，研修報

告会でそれらの情報を共有することにより教育実習に反映させてきた。プログラム構築に

は重要な役割を果たしたと思われる。 
●明石委員 

国内外の視察等を経て，どこを弘前大学が取り入れるかなど自覚が出てきている。 

4) 小山内隆生氏の発表（緊急被ばく医療における社会連携部門の活動）について 

●桑原委員長 
本報告は社会連携部門により 5 年間に渡る成果を述べられたものである。日本全国に渡

り放射線被ばく患者に対する医療の情報収集を行い，データベース化したのち website で

緊急被ばく医療人材育成プロジェクト  平成 24 年度活動成果報告書 

―１２０― 
 

公表することを目標にしていたが，本プロジェクトに関する website の作成はこれからと

いうことであり，立ち後れの感がする。ただし，東京電力福島第一原子力発電所事故の各

機関での意識の変化を見極める必要性があることから，やむを得ない面もあると考えられ

る。全ての情報を収集し，分析，公表を確実に行って，今後の緊急被ばく医療支援人材育

成の社会的必要性等に生かすべく努力していって頂きたい。 

●河内委員 

緊急被ばく医療における社会連携部門の活動が報告された。恐らく，緊急被ばく医療の

知識を持つ人が，社会とどのような関りを持っていくのかを調査し，探ってきたのだと思

う。原子力関連施設や原子力発電所設置県等訪問しているが，必要性は認識しても緊急被

ばく医療の専門家がそこで必要としている様子は無い。しかし，各種学会等で緊急被ばく

医療の人材育成の講演をしたということは，そのような知識を必要としていることが感じ

られる。看護師や放射線技師，さらに他の関連学会に所属する人がそのような知識を必要

としていること，そこに人材供給の仕方に何らかの切っ掛けをつかめるのではないかと感

じた。 

5) 伊藤巧一氏の発表（緊急被ばく医療コメディカル教育プログラムにおける研究活動報

告）について 

●桑原委員長 
本報告は研究部門により 5 年間の研究成果に関するものである。被ばく医療に関する研

究成果に関しては専門学会誌への公表，国際学会での発表，また国内外での招待講演等々

この 5 年間で目覚ましいものがあると判断される。被ばく医療の研究に関しては，保健学

と生命医科学とのそれぞれの研究分野が融合した形で行われたことが量的・質的に満足の

行く成果をもたらしたものと推定される。今後もこのアクティビティを維持していくこと

が望まれるが，さらに質的にさらに進展した研究をどの様にして生み出すか，新たな試み

が必要となろう。 

●河内委員 

緊急被ばく医療に係る保健科学と医療生命科学の部門における研究活動が報告された。

両部門において，40 余りの論文が出版され，国内外の学会等で多数報告された実績は高く

評価される。この五年間で質量とも充実してきていることが伺えた。 

 

Special Lecture：テーマに関わる基調講演

 
＜全体的コメント＞

●桑原委員長 
本セッションは WHO 本部健康保全環境局(HSE)公衆衛生環境部門(PHE)放射線チームに所

属する Z. A. Car 博士による講演と鹿児島大学大学院医歯学研究科に所属する小西恵美子
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なかったこと，さらに今後人材育成のためどの様に大学院教育を充実させていくかの将来

展望が為されなかったことなど報告内容に欠けるものがあった。本プロジェクト終了後の

弘前大学における人材育成の在り方等の対策を早急に打ち立てていく必要があるように思

われる。 
●河内委員 
緊急被ばく医療に関連する，学部教育と大学院教育のカリキュラム実施とその評価に基

づいて改善を加えている様子が報告された。学部教育に対しては，放射線のリスクに関す

る理解を深め，放射線医学に関する知識と被ばく医療の必要性に理解を深めることに役立

っていると評価している。また，大学院では放射線緊急被ばく医療に関する知識を深め，

問題解決に当たる指導者としての訓練があるが，福島第一原子力発電所事故の後，学生は

医療グループのメンバーとして貴重な経験を積むことができた。社会人に対する緊急被ば

く医療に関する知識と技術を習得する研修は，59 名の看護師や放射線技師が同事故に対処

するのに有効であったとしている。 

これ等の教育プログラムは，福島第一原子力発電所の事故対応で必要性は確認されたが，

今後の改善点も見えたことは，プロジェクトの推進に重要な点である 

3) 木立るり子氏の発表（緊急被ばく医療のための職員研修の企画とその実績：企画部門総

括）について 

●桑原委員長 
本報告は計画部門により為されたものであり現職者教育・訓練がどのように計画され，

実施されていったかをまとめたものである。現職者教育の成果が東京電力福島第一原子力

発電所事故支援という形で具体化されたことは良く理解でき，高く評価されるべきである。

しかしながら，福島県避難地域ならびに避難住民の支援を契機に得られた様々な成果ある

いは問題点を含め今後このプロジェクトの内容をどの様に改訂し，進めていくかの将来計

画をもっと明瞭に示唆すべきであったと思われる。 
●河内委員 
職員に対する緊急被ばく医療研修の企画，実施について報告された。このプロジェクト

が始まって，それぞれの部門の職員が，国内外の施設で開催される研修に参加し，研修報

告会でそれらの情報を共有することにより教育実習に反映させてきた。プログラム構築に

は重要な役割を果たしたと思われる。 
●明石委員 

国内外の視察等を経て，どこを弘前大学が取り入れるかなど自覚が出てきている。 

4) 小山内隆生氏の発表（緊急被ばく医療における社会連携部門の活動）について 

●桑原委員長 
本報告は社会連携部門により 5 年間に渡る成果を述べられたものである。日本全国に渡

り放射線被ばく患者に対する医療の情報収集を行い，データベース化したのち website で
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公表することを目標にしていたが，本プロジェクトに関する website の作成はこれからと

いうことであり，立ち後れの感がする。ただし，東京電力福島第一原子力発電所事故の各

機関での意識の変化を見極める必要性があることから，やむを得ない面もあると考えられ

る。全ての情報を収集し，分析，公表を確実に行って，今後の緊急被ばく医療支援人材育

成の社会的必要性等に生かすべく努力していって頂きたい。 

●河内委員 

緊急被ばく医療における社会連携部門の活動が報告された。恐らく，緊急被ばく医療の

知識を持つ人が，社会とどのような関りを持っていくのかを調査し，探ってきたのだと思

う。原子力関連施設や原子力発電所設置県等訪問しているが，必要性は認識しても緊急被

ばく医療の専門家がそこで必要としている様子は無い。しかし，各種学会等で緊急被ばく

医療の人材育成の講演をしたということは，そのような知識を必要としていることが感じ

られる。看護師や放射線技師，さらに他の関連学会に所属する人がそのような知識を必要

としていること，そこに人材供給の仕方に何らかの切っ掛けをつかめるのではないかと感

じた。 

5) 伊藤巧一氏の発表（緊急被ばく医療コメディカル教育プログラムにおける研究活動報

告）について 

●桑原委員長 
本報告は研究部門により 5 年間の研究成果に関するものである。被ばく医療に関する研

究成果に関しては専門学会誌への公表，国際学会での発表，また国内外での招待講演等々

この 5 年間で目覚ましいものがあると判断される。被ばく医療の研究に関しては，保健学

と生命医科学とのそれぞれの研究分野が融合した形で行われたことが量的・質的に満足の

行く成果をもたらしたものと推定される。今後もこのアクティビティを維持していくこと

が望まれるが，さらに質的にさらに進展した研究をどの様にして生み出すか，新たな試み

が必要となろう。 

●河内委員 

緊急被ばく医療に係る保健科学と医療生命科学の部門における研究活動が報告された。

両部門において，40 余りの論文が出版され，国内外の学会等で多数報告された実績は高く

評価される。この五年間で質量とも充実してきていることが伺えた。 

 

Special Lecture：テーマに関わる基調講演

 
＜全体的コメント＞

●桑原委員長 
本セッションは WHO 本部健康保全環境局(HSE)公衆衛生環境部門(PHE)放射線チームに所

属する Z. A. Car 博士による講演と鹿児島大学大学院医歯学研究科に所属する小西恵美子
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教授により招待講演が為されたものである。東京電力福島第一原子力発電所事故後の環境

影響評価に当たった WHOと本シンポジウム前日に弘前にて日本放射線看護学会が設立され，

その初代学会長に就任された小西教授による講演は誠に時宜を得た企画であったと云える。 

●河内委員 

国際的な緊急被ばく事故に対応する WHO の活動と，緊急被ばく医療に関わる看護師のあ

るべき姿に関する 2 つのテーマが講演された。いずれも，聴衆に対し有益な情報を提供す

る内容であった。 

●明石委員 

今まであまり声が聞こえて来なかった放射線看護の必要性が表面に出てきた。米国では，

被ばく医療等の領域に看護師が積極的に発言している。看護の領域から放射線を取り上げ

た意味は大きい。 

＜各セッションへのコメント＞ 

1) Zhanat A. Carr氏の発表（緊急被ばく事故への国際的な準備及び対応能力強化のための

WHO の取り組み）について 

●桑原委員長 
放射線被ばく防災などに関する国際的な枠組みの中で WHO がどの様な役割を果たすべき

かといった講演内容は WHO のホームページに記載されているものであり，格別新しいもの

は何も無かった。ただ，国際的な協力のもとに東京電力福島第一原子力発電所事故に係わ

ったことを踏まえ，これを契機に改めて緊急被ばくに対応する国際的な枠組みの強化を進

めている内容は傾聴に値するものであった。 

●河内委員 

緊急被ばく事故への国際的な備えと対応能力強化に対する WHO の取り組みについて講演

された。WHO全体の中では小さな活動ではあるが，実際には，被ばくした個人のリスクを評

価し伝え，心理的な支援等を行っている。今回の東日本大地震による福島第一原子力発電

所の事故では，事故に伴う線量評価について WHO より出版したが，間もなく，健康へのリ

スク評価に関する報告も出版される予定になっている。また，WHO は IAEA と協力して，緊

急被ばく医療への対応をマニュアル化しており，直ちに事故に対応する場合もあるが，被

災国から要請があれば，必要な対応を加盟国に依頼する役割等がある。 

●明石委員 

Zhanat A. Carr (WHO)「緊急被ばく事故への国際的な準備及び対応能力強化のための WHO

の取り組み」の講演からは，WHO が看護という側面で被ばく医療をとらえていないことがわ

かる。WHOに看護の重要性を知らせた意味は大きい。 

 

 

− 122 −

緊急被ばく医療人材育成プロジェクト　　平成 24 年度活動成果報告書



Ⅲ 専門家委員会による外部評価 １．中間評価 ―第４回国際シンポジウムを中心に― 

 
―１２１― 

 

教授により招待講演が為されたものである。東京電力福島第一原子力発電所事故後の環境
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国際的な緊急被ばく事故に対応する WHO の活動と，緊急被ばく医療に関わる看護師のあ

るべき姿に関する 2 つのテーマが講演された。いずれも，聴衆に対し有益な情報を提供す

る内容であった。 

●明石委員 

今まであまり声が聞こえて来なかった放射線看護の必要性が表面に出てきた。米国では，

被ばく医療等の領域に看護師が積極的に発言している。看護の領域から放射線を取り上げ
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1) Zhanat A. Carr氏の発表（緊急被ばく事故への国際的な準備及び対応能力強化のための

WHOの取り組み）について 

●桑原委員長 
放射線被ばく防災などに関する国際的な枠組みの中で WHO がどの様な役割を果たすべき

かといった講演内容は WHO のホームページに記載されているものであり，格別新しいもの

は何も無かった。ただ，国際的な協力のもとに東京電力福島第一原子力発電所事故に係わ

ったことを踏まえ，これを契機に改めて緊急被ばくに対応する国際的な枠組みの強化を進

めている内容は傾聴に値するものであった。 

●河内委員 

緊急被ばく事故への国際的な備えと対応能力強化に対する WHO の取り組みについて講演

された。WHO全体の中では小さな活動ではあるが，実際には，被ばくした個人のリスクを評

価し伝え，心理的な支援等を行っている。今回の東日本大地震による福島第一原子力発電

所の事故では，事故に伴う線量評価について WHO より出版したが，間もなく，健康へのリ

スク評価に関する報告も出版される予定になっている。また，WHO は IAEA と協力して，緊

急被ばく医療への対応をマニュアル化しており，直ちに事故に対応する場合もあるが，被

災国から要請があれば，必要な対応を加盟国に依頼する役割等がある。 

●明石委員 

Zhanat A. Carr (WHO)「緊急被ばく事故への国際的な準備及び対応能力強化のための WHO

の取り組み」の講演からは，WHOが看護という側面で被ばく医療をとらえていないことがわ

かる。WHOに看護の重要性を知らせた意味は大きい。 

 

 

緊急被ばく医療人材育成プロジェクト  平成 24 年度活動成果報告書 

―１２２― 
 

2) 小西恵美子氏の発表（日本の放射線看護:価値と責任）について 

●桑原委員長 
放射線看護学というこれまでに余り一般的に受け入れられていなかった学問領域が本シ

ンポジウム前日に日本で始めての学会設立という形で出発したことは同慶の至りであり，

今後の発展が大いに望まれるものである。本公演の中で，放射線看護学は一般的な人々へ

の対応とは異なり，特別な人々，すなわち放射線治療に伴い被ばくした患者，事故の可能

性がゼロでない地域に住んでいる人々，放射線被ばく障害患者，放射線関連施設従業員等

の人々に対応する必要性があり，さらにより深く放射線や放射線医療に関する知識の必要

性を強調されたことは非常に意義深く感じられた。 
●河内委員 

日本における放射線被ばくの経験，すなわち広島，長崎における原爆による被ばく，核

燃料施設における臨界事故，そして福島原子力発電所における事故から学び取った放射線

医学における看護の価値と責任について講演された。新たな日本放射線看護学会の設立に

あたっての，緊急被ばく医療分野における看護のあり方，今後のさまざまな活動を示唆す

る内容であった。 
 

Symposium Ⅱ：ポスターセッションについて 

＜全体的コメント＞

●桑原委員長 
ポスターセッションに関しては，時間的な制約により全部回ることはできなかったため

各セッションへの意見は無い。全てのポスターで活発な意見の交換がなされており，質問

される側，質問する側いずれも緊急被ばく医療に関する関心と意識の高さが感じられた。

私自身も質問に回った 2 つのポスターもいずれも精密な実験に基づいたものであり，質の

高い議論を交わすことができた。 

●河内委員 

この 1年間の研究成果が報告されていたと思われるが，その課題に対する着眼点や内容，

ともに充実してきた感を受けた。 

●明石委員 

幅広い領域で発表があった。実験的な研究は，論文として成果が出やすいが，看護，住

民，地域，教育などは論文になりにくいが，積極的に発表の場をつくることは重要であり，

今後とも続ける必要がある。 

＜各セッションへのコメント＞ 

●河内委員 
ポスター１：頭頚部がんの放射線治療を受けた患者の急性放射線障害と QOL に関する調査
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研究である。治療部位ごとに出現する患者の症状を，症状の現れる部位，治療開始から

の日数，症状の程度などを詳細に調べている。これ等の結果は，看護師にとって放射線

治療患者の看護とサポートに極めて大切な情報になると思われる。もし，治療を受けた

患者が前以てどんな症状が何時頃どの程度現れ，どのように回復するのか，QOLはどうか

など，看護師から知らされるとすれば，どんなに心強いか素晴らしい研究になると思わ

れる。昨年は，乳がん治療の障害に関する研究であったが，今年度は頭頚部について調

査され，その内容も進歩している。今後，放射線看護学会等で広く纏めれば，貴重な資

料となるのではないか。 

ポスター９：ダブルユニットの混合臍帯血移植は，不足する臍帯血を補うためには不可欠

であり，その時何が起こるかを調べておくことは極めて重要なことである。ダブルユニ

ットの混合臍帯血移植では，MHC適合したユニット側で優先的に免疫系を再構築できるこ

とを突き止めた。このことは，今後の緊急時の臍帯血移植に貴重な情報を与えるもので

ある。臍帯血移植の研究については，当初から注目していたが，毎年興味深い成果が積

み重ねられている。 

ポスター１５：福島第一原子力発電所の事故に伴う環境放射線測定で，空気中の放射能濃

度，土壌や植物の放射能を測定している。採取試料は放医研のシステムでも同じように

測定し，評価しているので，信頼できるものと思われる。広範囲のデータは互いの測定

結果で補完し合い，同時に検出器と検出方法を相互比較することにより，データの信頼

性と統一性を図るシステムの構築は極めて重要であると思われた。 

ポスター１６：染色体の PCC 分析法は，東海村の JCO 事故における大線量被曝の被ばく線

量評価にも利用されたが，この報告は，PCC分析法による線量評価の精度向上に関する貴

重な示唆を含んでいる。PCC 分析法では，細胞周期により線量依存性が変化するというも

ので，そのステージの評価が極めて重要であると報告している。今後の大線量被ばく線

量評価の貴重な情報である。 

 

Symposium Ⅲ：これからの被ばく医療人材育成のあり方 
 
＜全体的コメント＞

●桑原委員長 
このセッションでは緊急被ばく医療支援人材育成に関し，フランスでの現状，日本国内

で中心的な役割をはたしている独立行政法人放射線医学総合研究所(千葉)における現状，

さらに弘前大学おいて実施されている放射線専門看護師養成に特化した教育内容について

それぞれの立場代表する 3 人により報告がなされたものである。フランスでは緊急被ばく

の危機管理に軍が軍内部のみならず市民，大学等に至るまで教育・訓練の範囲を広げ国全

体の中で大きな役割を果たしている。翻って日本では独立行政法人がその役割を果たして

いる。国それぞれの事情があると思われるが，被ばくの危機感対する基本的な考え方に違
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研究である。治療部位ごとに出現する患者の症状を，症状の現れる部位，治療開始から

の日数，症状の程度などを詳細に調べている。これ等の結果は，看護師にとって放射線

治療患者の看護とサポートに極めて大切な情報になると思われる。もし，治療を受けた

患者が前以てどんな症状が何時頃どの程度現れ，どのように回復するのか，QOL はどうか

など，看護師から知らされるとすれば，どんなに心強いか素晴らしい研究になると思わ

れる。昨年は，乳がん治療の障害に関する研究であったが，今年度は頭頚部について調

査され，その内容も進歩している。今後，放射線看護学会等で広く纏めれば，貴重な資

料となるのではないか。 

ポスター９：ダブルユニットの混合臍帯血移植は，不足する臍帯血を補うためには不可欠

であり，その時何が起こるかを調べておくことは極めて重要なことである。ダブルユニ

ットの混合臍帯血移植では，MHC適合したユニット側で優先的に免疫系を再構築できるこ

とを突き止めた。このことは，今後の緊急時の臍帯血移植に貴重な情報を与えるもので

ある。臍帯血移植の研究については，当初から注目していたが，毎年興味深い成果が積

み重ねられている。 

ポスター１５：福島第一原子力発電所の事故に伴う環境放射線測定で，空気中の放射能濃

度，土壌や植物の放射能を測定している。採取試料は放医研のシステムでも同じように

測定し，評価しているので，信頼できるものと思われる。広範囲のデータは互いの測定

結果で補完し合い，同時に検出器と検出方法を相互比較することにより，データの信頼

性と統一性を図るシステムの構築は極めて重要であると思われた。 

ポスター１６：染色体の PCC 分析法は，東海村の JCO 事故における大線量被曝の被ばく線

量評価にも利用されたが，この報告は，PCC分析法による線量評価の精度向上に関する貴

重な示唆を含んでいる。PCC分析法では，細胞周期により線量依存性が変化するというも

ので，そのステージの評価が極めて重要であると報告している。今後の大線量被ばく線

量評価の貴重な情報である。 

 

Symposium Ⅲ：これからの被ばく医療人材育成のあり方 
 
＜全体的コメント＞

●桑原委員長 
このセッションでは緊急被ばく医療支援人材育成に関し，フランスでの現状，日本国内

で中心的な役割をはたしている独立行政法人放射線医学総合研究所(千葉)における現状，

さらに弘前大学おいて実施されている放射線専門看護師養成に特化した教育内容について

それぞれの立場代表する 3 人により報告がなされたものである。フランスでは緊急被ばく

の危機管理に軍が軍内部のみならず市民，大学等に至るまで教育・訓練の範囲を広げ国全

体の中で大きな役割を果たしている。翻って日本では独立行政法人がその役割を果たして

いる。国それぞれの事情があると思われるが，被ばくの危機感対する基本的な考え方に違
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いがあるように思われる。一方，弘前大学では緊急被ばく医療のスペシャリストとしての

看護師養成の教育が始まっており，全国に先駆けた企画であり，今後社会的な認識の向上

とともに内容の更なる進展が期待される。 
●河内委員 

フランスの SPRA，日本の放医研における緊急被ばく医療に関連する教育訓練の内容につ

いて講演があった。それぞれの目的に応じてプログラムが組まれており，何れも国内，国

際的な対応も考慮されている。弘前大学としてもプロジェクトの 5 年が経過しようとして

いる中，今後，国内外を含めた環境に対応してどのように緊急被ばく医療の人材育成を組

み立てていくべきかを考える上で参考になったのではないか。 

放射線被ばく医療と癌の放射線医療に関わる看護師の専門的人材を弘前大学で大学院レ

ベルの教育をし，資格を与えることは，社会のニーズに応えると同時に時代を先取りする

計画と評価できる。 

●明石委員 

人材の育成は，今回のフランスの発表をみても日本は劣っていないことがわかる。看護

の発表から感じたのは，看護師という視点と同時に専門家という自覚を持って続けること

に意味がある，ということである。病院の中では放射線は日常であり，特別なものではな

い。これを原点に，「正しく怖がる。」姿勢を教育することが重要である。 

＜各セッションへのコメント＞ 

1) Christophe Dody氏の発表（仏国の放射線防護及び人材育成について）について 

●桑原委員長 
本講演はフランス国防軍放射線防護部(SPRA)の教育担当部門に所属し，放射線被ばく患

者，放射性物質汚染患者の健康管理の枠組みをコーディネートしている C. Dody 博士によ

り行われたものであり，フランス軍病院(Percy)が中心となり医師，看護師，救急医療士に

対する被ばく医療に関する教育・訓練が行われている現状を報告した。SPRA は定期的に看

護師や技師などへの放射線に関する基本的な知識の教育・訓練を行い，医療スタッフに関

しては放射線障害者の治療をモデルにしたより実践的な教育・訓練を行っている。さらに，

放射線被ばく事故を想定した訓練を軍全体，市民を対象としてフランス国軍衛生局よって

一元化され行われている。この様に，フランスでは緊急被ばく医療に国軍が中心になって

おり，日本と根本的に異なる組織が構成されている。これは，核戦争を始め，ダーティボ

ム，原子力発電所事故等々に対する国の捉え方の違いが非常に大きいこと示している。 

●河内委員 

フランス防衛省の放射線防護部門（SPRA）における看護師や医療関係者の放射性汚染や

被ばく患者の管理業務に関わる教育業務について講演された。SPRA の訓練コースは，フラ

ンス軍の放射線医学教育訓練プログラムとも関連しており，放射線被ばく事故への看護師

を含む医療関係者の効率的対応能力向上に向けた訓練である。しかし，SPRAは軍（陸，海，
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空軍）だけでなく，民間の大学や国外の学生に対しても開放し，資格を与えているとのこ

とであった。国外からの参加を受け入れるとしても語学能力の必要性が気になるところで

ある。 

2) 富永隆子氏の発表（放医研における被ばく医療の人材育成と研修）について 

●桑原委員長 
独立行政法人放射線医学総合研究所は緊急被ばく医療の日本の中心的存在であり，全国

の原子力関連企業を始め放射線医療施設，放射線利用企業等における放射線作業従事者の

教育・訓練を実施し，またその病院は第 3 次施設緊急被ばく機関としての役割も果たして

いる。また，日本の中心として国内外の関連施設とのネットワークも構築しており，様々

な情報収集を行うともに積極的に諸外国からの研修員を受け入れ，国際的な緊急被ばく医

療に関するレベルアップのための教育・訓練も行っている。弘前大学は現在当研究所と相

互に補完しながら緊急被ばく医療支援人材育を行っているが，本プロジェクト終了後の関

連をどの様に維持していくかが重要な問題となろう。 

●河内委員 

放医研における緊急被ばく医療の人材育成と研修コースについて講演された。過去 50年

余りにわたって，放射線防護，計測，緊急被ばく医療の，国内の研修コースを実施してき

たが，2001 年からはアジア諸国を対象に，緊急被ばく医療の訓練研修や，ワークショップ

を WHOや IAEAと協力して実施している。国内の放射線緊急被ばく医療の教育訓練は，原子

力発電所設置県が主であったが，福島第一原子力発電所事故以来，緊急時対象地域が拡大

したことから，核施設のない地方自治体にも関心が増加している。このような背景を基に，

最近の訓練コースの詳細について説明された。放医研としても，常に時代のニーズに応じ

て対応している姿勢が伺えた。 

3) 西沢義子氏の発表(弘前大学における放射線看護専門看護師養成に向けた取り組み)に

ついて 

●桑原委員長 
弘前大学での緊急被ばく医療支援人材育成は文部科学省の助成を得て大学院保健学研究

科を中心に過去 5 年間に渡り行われてきた。それによる緊急被ばく医療教育の成果は医療

関係職員を始め学生に至るまで広く得られ，東京電力福島第一原子力発電所事故後の現地

に人材を派遣することができ，避難住民に支援に大きな役割を果たした。その中で，放射

線被ばく医療への専門性の高い看護師の養成が緊急の課題となり，そのため大学院修士課

程での教育を充実させる方向で教育効果を計って来たように思われる。 

●河内委員 

弘前大学における放射線医療看護における専門看護師の教育プログラムの計画について

講演された。緊急被ばく医療に関しては，福島第一原子力発電所事故で避難した人々への

対応で，被ばく患者に対する医師との対応や住民への精神的ケアに対しては，看護師の放
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空軍）だけでなく，民間の大学や国外の学生に対しても開放し，資格を与えているとのこ

とであった。国外からの参加を受け入れるとしても語学能力の必要性が気になるところで

ある。 

2) 富永隆子氏の発表（放医研における被ばく医療の人材育成と研修）について 

●桑原委員長 
独立行政法人放射線医学総合研究所は緊急被ばく医療の日本の中心的存在であり，全国

の原子力関連企業を始め放射線医療施設，放射線利用企業等における放射線作業従事者の

教育・訓練を実施し，またその病院は第 3 次施設緊急被ばく機関としての役割も果たして

いる。また，日本の中心として国内外の関連施設とのネットワークも構築しており，様々

な情報収集を行うともに積極的に諸外国からの研修員を受け入れ，国際的な緊急被ばく医

療に関するレベルアップのための教育・訓練も行っている。弘前大学は現在当研究所と相

互に補完しながら緊急被ばく医療支援人材育を行っているが，本プロジェクト終了後の関

連をどの様に維持していくかが重要な問題となろう。 

●河内委員 

放医研における緊急被ばく医療の人材育成と研修コースについて講演された。過去 50年

余りにわたって，放射線防護，計測，緊急被ばく医療の，国内の研修コースを実施してき

たが，2001 年からはアジア諸国を対象に，緊急被ばく医療の訓練研修や，ワークショップ

を WHOや IAEAと協力して実施している。国内の放射線緊急被ばく医療の教育訓練は，原子

力発電所設置県が主であったが，福島第一原子力発電所事故以来，緊急時対象地域が拡大

したことから，核施設のない地方自治体にも関心が増加している。このような背景を基に，

最近の訓練コースの詳細について説明された。放医研としても，常に時代のニーズに応じ

て対応している姿勢が伺えた。 

3) 西沢義子氏の発表(弘前大学における放射線看護専門看護師養成に向けた取り組み)に

ついて 

●桑原委員長 
弘前大学での緊急被ばく医療支援人材育成は文部科学省の助成を得て大学院保健学研究

科を中心に過去 5 年間に渡り行われてきた。それによる緊急被ばく医療教育の成果は医療

関係職員を始め学生に至るまで広く得られ，東京電力福島第一原子力発電所事故後の現地

に人材を派遣することができ，避難住民に支援に大きな役割を果たした。その中で，放射

線被ばく医療への専門性の高い看護師の養成が緊急の課題となり，そのため大学院修士課

程での教育を充実させる方向で教育効果を計って来たように思われる。 

●河内委員 

弘前大学における放射線医療看護における専門看護師の教育プログラムの計画について

講演された。緊急被ばく医療に関しては，福島第一原子力発電所事故で避難した人々への

対応で，被ばく患者に対する医師との対応や住民への精神的ケアに対しては，看護師の放
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射線医学に関連する高度の知識と教育の重要性を認識した。また，放射線医学における診

断やがん治療では，専門的放射線医療看護の重要性から修士課程の設立が重要なことを述

べた。今迄になかった放射線医療看護の専門課程の構築と人材育成に意気込みが伺えた。 
 

２）総評 

●桑原委員長 
「シンポジウム 1 全体への意見」で述べたように，本プロジェクト実施期間中に起きた

東京電力福島第一原子力発電所事故により全部門で計画内容の変更を余儀なくされたにも

係わらず，この事故被災に対し甚大な支援を行ったことは，このプロジェクトの目的達成

の面から考えて大いに評価したい。また，研究面において大きな成果が得られことから考

えても本プロジェクトの目的は概ね達成されたものと結論できる。ただ，各部門のいずれ

においても，本プロジェクト終了後の将来像が明瞭でないこと，さらに本プロジェクト目

的の一つである大学院保健学研究科修士課程での教育を通した人材育成について具体的な

成果の報告が無かったのは残念である。福島県被災地支援に派遣した具体的な人数，専門

学会誌，国際学会での発表数等は本プロジェクトを定量的評価という面で重要なファクタ

ーになると思われるが，大学院修士課程でのカリキュラムを通して育成されたスペシャリ

ストの数的な成果も重要なファクターと思われる。今後，是非とも修士課程での緊急被ば

く医療人材育成に力を入れて頂きたい。 

●河内委員 

緊急被ばく医療に関連する内容で，この 4 年間，弘前大学だけで国際シンポジウムが継

続されたことは極めて高く評価できる。しかし，もう少し国際的に広く認知されるにはど

うすべきかを考えたい。いままで，国外の招待者も研修訓練機関の研修システムの講演が

多かった。このプロジェクトとしては当然の選択であったと思われる。しかし，今後の弘

前大学の緊急被ばく医療が発展していくためには，このシンポジウムの特徴を出し，真に，

国際的に展開する必要がある。弘前大学における研究成果を発表することはもちろん，緊

急被ばく医療に関連するテーマを国内外から公募し，招待講演も，過去における被ばく事

故のレビュー，特に事故の概要，環境や患者に対する線量評価，医療などの内容を含め，

関係した人に頼んでみてはどうかと思う。 

今回のシンポジウムでも，ポスターセッションの中に優れた研究成果も含まれていたと

思う。口頭発表は難しいと思うかもしれないが，国際的な場に慣れることも大切な教育だ

と思う。毎年実施されれば，このシンポジウムの国際的評価も高まり，参加者も増えると

思う。 

●明石委員 

今回シンポジウムから，実験および治療研究以外のキーワードを拾ってみた。以下がそ

うである。保健学科が有する専門職教育として必要なものはすべて入っていることがわか
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―１２７― 

 

る。今後は，狭い領域に特化するシンポジウムと広い領域で行うものを考慮し，開催して

欲しい。 
【キーワード】緊急被ばく医療，専門職，人材育成，社会連携，国際的，QOL，新聞記事，態度尺度，

原子力災害，リハビリテーション，放射線リスク認知，大規模複合災害，医療支援システム，専門看護師 
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２．年度末評価 ―プロジェクトの最終評価として― 

専門家委員会委員 

桑原幹典 北海道大学 名誉教授  ○委員長 
河内清光 公益財団法人 原子力安全技術センター 特別フェロー 
近藤 隆 富山大学大学院医学薬学研究部 教授 
片桐裕実 独立行政法人 日本原子力研究開発機構 原子力緊急時支援・研修センター長 
明石真言 独立行政法人 放射線医学総合研究所 理事 
太田勝正 名古屋大学医学部保健学科 教授 

 
 
平成 24 年度年度末評価報告会（平成 24 年 12 月 7 日） 

 
1. 開会の辞 
 
2. 各部門活動報告 座長 桑原 幹典委員長 
 平成 24 年度の活動概要とプロジェクトの総括 (研究科長：對馬 均) 
 企画部門の活動 研修・講演の実施と放射線看護学会設立 (企画部門：西沢 義子) 
 緊急被ばく医療教育の展開と今後の課題 (教育部門：中村 敏也) 
 社会連携部門の活動報告 (社会連携部門：古川 照美) 
 第 4 回緊急被ばく医療国際シンポジウム報告－これからの緊急被ばく医療人材育成のあり方－ 

 (第 4 回国際シンポ実行委員会：木田 和幸) 
3. 各研究課題報告 
＜健康支援科学領域の研究＞ 座長 健康支援科学領域 若山 佐一 
 放射線治療を受ける患者の日常生活上の問題点と QOL について (西沢 義子) 
 原子力施設近隣の訪問サービス事業所における防災・災害時対応に関する研究 (木立るり子) 
 緊急被ばく医療に対する態度への影響要因 (野戸 結花) 
 地域における健康危機管理システム構築のための保健師に関する研究 

－東日本大震災での自治体および保健所保健師の活動－ (北宮 千秋) 
 医療系大学生の放射線リスク認知の 3 年間の変化と看護師の放射線リスク認知に関する研究 

 (井瀧千恵子) 
 創傷汚染部位に対する効果的な除染方法の検討 (北島麻衣子) 
 被ばく事故等による放射線障害に対するリハビリテーションの基礎研究 (小枝 周平) 
 緊急被ばく医療人材育成の実施前後の教育効果，評価に関する研究 

学部教育の評価と効果－3 年間の推移－ (若山 佐一) 
 福島県内仮設住宅におけるラドン濃度調査と内部被ばく線量評価 (細田 正洋) 
＜医療生命科学領域の研究＞ 座長 医療生命科学領域 柏倉 幾郎 
 ヒト造血幹細胞の放射線感受性と再生に関する研究 (柏倉 幾郎) 
 放射線曝露個体の治療に関する基礎的検討 (柏倉 幾郎) 
 被ばく影響評価のための新規バイオマーカーの探索 (中野 京子) 
 同種異系(アロ)臍帯血移植による免疫系再構築に関する研究 (伊藤 巧一) 
 混合臍帯血移植による造血機能回復の特性とその制御機構の解明 (伊藤 巧一) 
 放射線照射が及ぼす各種臓器への傷害作用，特に皮膚と骨髄などへの影響 (千葉 正司) 
 部分照射モデルにおける新規細胞遺伝学的線量評価指標の有用性評価 (三浦 富智) 
 化学誘導未成熟染色体凝縮法における不完全構築染色体形成メカニズムの解明 (三浦 富智) 
 緊急災害被ばく遠隔医療支援システムの研究開発 (野坂 大喜) 
 腫瘍細胞に対する放射線照射におけるアスコルビン酸の抗癌作用 (細川洋一郎) 
 スクロースラジカルを用いた低放射線線量の線量評価 (中川 公一) 
4. 講評＆総括 桑原 幹典委員長 
 
5.閉会の辞
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Ⅲ 専門家委員会による外部評価 ２．年度末評価 ―プロジェクトの最終評価として― 

 
―１２９― 

 

１) 各部門の活動報告に対する評価 

プロジェクトの総括について 

●桑原委員長 

對馬研究科長から 5 年間に渡る本プロジェクトの最終年度総括が報告された。本プロジ

ェクト遂行に当初から必須であった学内外の被ばく医療機関との連携立ち上げに関しては，

高度救命救急センターを始め放射線医学総合研究所，広島大学，長崎大学等々との連携が

構築され，現在も維持されていることから，この連携は多大な成果を得る基盤として十分

に機能したものと判断される。以上の連携を踏まえ，具体的な活動として被ばく医療に関

する教育，とくに大学院修士課程被ばく医療コースの設置と修了者の輩出，現職者の被ば

く医療に関する教育，蓄積した知識・技術実施の成果としての福島県への支援活動の実施，

さらに学術的には放射線看護学会設立とそれによる放射線専門看護師認定への礎を築いた

こと等，当初の計画目標を超える十分な成果が得られたと評価される。また，国内外研究

活動機関の研究者を招待しての国際シンポジウムの開催あるいは海外派遣による最新情報

の取得等を通して常に新しい視点から年度ごとの目標・計画の練り直しが行われ，新しい

努力目標に向かって計画が実施されていたことも十分な評価に値する。 

本年度が本プロジェクトの最終年に当たり，それを継続するため 5 年間を見越した新し

いプロジェクトを立案し，すでに申請を済ませているということであるが，これまで培っ

てきた知識・技術を生かし，より高度な教育を続けて頂きたい。さらに，その教育には是

非国外からの学生の受け入れ，これからはこれまでの知識・技術を国際的に発信して頂き

たい。新プロジェクトは弘前大学の特徴を出すようなものでなければならないが，そのた

めには大学としての利点を生かすことが重要であると考えられる。 

●河内委員 

平成 24年度の活動概要に関する研究科長報告は，プロジェクトの最終年度として 5年間

のプロジェクトを総括した。被ばく医療教育では，学部教育において「医療リスクマネジ

メント」を必修科目として取り入れ，大学院の「被ばく医療コース」を 3 人が終了し 4 人

が在籍中であるとのことなど，一定の目的が達せられたことは理解できた。ただ，適切な

出口を確保するための工夫と，学内の学部から大学院への進学が期待されるような工夫が

必要と思われる。 

福島第一原子力発電所事故は不幸な出来事であったが，本プロジェクトで蓄積された知

識や技術を社会に還元できた意義は極めて大きい。緊急被ばく医療に関連するあらゆる技

術や知識を実証する機会となったことから，その必要性が再認識されたと思われる。 

また，本年度放射線看護学会が発足し，その第一回学術大会が弘前大学で開催されたこ

とは，放射線被ばく医療に関わる看護職の確立に重要な第一歩を印したと思われる。本プ

ロジェクトにおける大きな成果の１つである。 

次期プロジェクトの要求に向けて，“グローカル”という言葉が使われているが，その意
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―１２９― 

 

１) 各部門の活動報告に対する評価 

プロジェクトの総括について 

●桑原委員長 

對馬研究科長から 5 年間に渡る本プロジェクトの最終年度総括が報告された。本プロジ

ェクト遂行に当初から必須であった学内外の被ばく医療機関との連携立ち上げに関しては，

高度救命救急センターを始め放射線医学総合研究所，広島大学，長崎大学等々との連携が

構築され，現在も維持されていることから，この連携は多大な成果を得る基盤として十分

に機能したものと判断される。以上の連携を踏まえ，具体的な活動として被ばく医療に関

する教育，とくに大学院修士課程被ばく医療コースの設置と修了者の輩出，現職者の被ば

く医療に関する教育，蓄積した知識・技術実施の成果としての福島県への支援活動の実施，

さらに学術的には放射線看護学会設立とそれによる放射線専門看護師認定への礎を築いた

こと等，当初の計画目標を超える十分な成果が得られたと評価される。また，国内外研究

活動機関の研究者を招待しての国際シンポジウムの開催あるいは海外派遣による最新情報

の取得等を通して常に新しい視点から年度ごとの目標・計画の練り直しが行われ，新しい

努力目標に向かって計画が実施されていたことも十分な評価に値する。 

本年度が本プロジェクトの最終年に当たり，それを継続するため 5 年間を見越した新し

いプロジェクトを立案し，すでに申請を済ませているということであるが，これまで培っ

てきた知識・技術を生かし，より高度な教育を続けて頂きたい。さらに，その教育には是

非国外からの学生の受け入れ，これからはこれまでの知識・技術を国際的に発信して頂き

たい。新プロジェクトは弘前大学の特徴を出すようなものでなければならないが，そのた

めには大学としての利点を生かすことが重要であると考えられる。 

●河内委員 

平成 24年度の活動概要に関する研究科長報告は，プロジェクトの最終年度として 5年間

のプロジェクトを総括した。被ばく医療教育では，学部教育において「医療リスクマネジ

メント」を必修科目として取り入れ，大学院の「被ばく医療コース」を 3 人が終了し 4 人

が在籍中であるとのことなど，一定の目的が達せられたことは理解できた。ただ，適切な

出口を確保するための工夫と，学内の学部から大学院への進学が期待されるような工夫が

必要と思われる。 

福島第一原子力発電所事故は不幸な出来事であったが，本プロジェクトで蓄積された知

識や技術を社会に還元できた意義は極めて大きい。緊急被ばく医療に関連するあらゆる技

術や知識を実証する機会となったことから，その必要性が再認識されたと思われる。 

また，本年度放射線看護学会が発足し，その第一回学術大会が弘前大学で開催されたこ

とは，放射線被ばく医療に関わる看護職の確立に重要な第一歩を印したと思われる。本プ

ロジェクトにおける大きな成果の１つである。 

次期プロジェクトの要求に向けて，“グローカル”という言葉が使われているが，その意

 

 

 

図するところは理解できるものの，一般に使われている言葉とは思えないので，前以て定義

しておくことが望ましい。 

●近藤委員 

保健学研究科長の指導のもと，異分野をまとめ推進されている本プロジェクトは，全国的

にも高く評価されてよい内容で，着実に成果を上げられています。どのような形で，これを

継続されるか，期待しております。 
●明石委員 

開始後 5年が終わり，最終年度になった。2011年の福島原子力発電所の対応，日本放射線

看護学会の設立，国際シンポジウム，卒後教育等成果は見える形になってきた。また教育プ

ログラムも，教職員が独自に組み立てることでき，さらに人数の割合からか他県からも研修

に参加があるなど，今後への発展が，期待される。特にアジアへの期待は大きい。看護を中

心に大学院重点化を目指すという説明であった。 

今後の問題は，卒業生(学生，院生)そして修了生を魅力ある就職先，ポストに就かせるこ

とである。これが無いと，今後誰も来なくなり，プロジェクトが続かなくなる。弘前大学の

大学院もしくはｘｘｘ課程を修了すると，社会で“いいこと”がある（医学物理士や放射線

取扱主任者などの資格），ということを示す必要がある。そのためには，教員が学生を”売り

込む”様な活動が不可欠である。 

●太田委員 

プロジェクトの統括者として，積極的に全体をとりまとめるとともに，目に見える形の成

果を生み出すための後押しをされてきた成果がよく現れていると思われる。弘前大学が緊急

被ばく医療の教育，研究拠点の一つとして確立するための礎がしっかりと構築できたと評価

する。 

 

企画部門の活動について 

●桑原委員長 

企画部門は 5年間，国内外研修，市民大学講座開催，講演会開催，セミナー等への講師派

遣，専門学会誌への公表等を企画し，その活動を通して本プロジェクト遂行に必須な内容を

作り上げていったことは大いに評価される。さらに，特筆すべきは放射線看護学会設立に向

けての企画とその一環としての第一回日本看護学会学術集会を当弘前大学で開催したことが

挙げられる。今後一層情報発信の場としての弘前大学に向けて努力して頂きたい。 

●河内委員 

国内外の各種研修に参加することにより，職員の緊急時被ばく医療に関する対応能力は確

実に進歩したと思われる。その実績を基に，自前の講演会や公開講座を企画，実施したこと

は大きな成果であり，社会との繋がりを深めることに貢献していると思われる。 

このプロジェクトの中で，最も注目される成果は，日本放射線看護学会の設立に関与した

ことである。また，緊急被ばく医療看護だけでなく，放射線医療の高度化，専門化に対 
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―１３１― 

 

応するため，放射線看護専門看護師教育（大学院）を目指す活動が開始されたこと，そし

て，日本放射線看護学会の学術集会まで開催された意義は極めて大きい。緊急被ばく医療

の人材育成で看護がどのように大学院教育に入るのか極めて難しい状況から，放射線医療

と言う広い枠の中でその特殊な部分を弘前大学が担うとすれば，極めて意義深いと思う。 

●近藤委員 

放射線看護学会を立ち上げられましたので，この点，高く評価され，看護領域でのさら

なる活動と特に既卒者の放射線看護教育にもご尽力されることが期待されております。 
●片桐委員 

・国内研修，海外研修を通して学ぶ部分も大きいことを踏まえると，平成 24 年度も継続し

て実施してきたことは活動として意義が有ると思われる。しかし，それらの研修に参加

する事の目的を明確にし，現状で足りない何を補うために参加させるのか等を整理して

対象を絞ることも必要と思われる。特に，海外研修として実施したチェルノブイリ視察

については，当初目的は何か，調査によって何が得られ今後のプロジェクト活動のどこ

に繋げるのかが見て取れなかった。 
・弘前大学が緊急被ばく医療人材育成への取組みを進めていることの情報発信，また，放

射線に対する理解促進の取組みをしていくことは，核燃料サイクル政策を進める青森県

にとって，東電福島事故に対する一般の方々の抱く不安を解消していく大きな力として

意味を持つものと思われる。原子力開発が社会と共存するためには，さまざまな取組み

を知ってもらい，理解され信頼を獲得する事が重要であることから，リスクコミュニケ

ーションの観点からも社会のニーズ，期待を絶えず客観的に把握し展開して行く事が重

要であると思われる。今後ともそれらを念頭に活動を展開して欲しい。 
・日本放射線看護学会を設立し学術集会を成功裏に終えたことは，今後，緊急被ばく医療

活動の中で看護師が果たすべき役割を考えると極めて意義深いものであり，本プロジェ

クトの大きな成果の一つであると考える。東電福島事故を踏まえ，我国としての原子力

災害時の緊急被ばく医療対応の在り方がより実効性の高い仕組みへと見直されようとし

ており，学術面から本学会が下支えするように発展していくことを期待している。 
●明石委員 

国内外の職員の研修と公開講座，講師派遣等の情報発信が中心の企画。チェルノブイリ

での研修の目的は，看護として地域住民への対応，小児対応などを調査とされていたが，

現地での必要性など多少の疑問が残る。しかしながら，調査をした以上は少なくとも学会

誌以上に総説として，考察や意見等を含めて報告してほしい。そうすることで，成果があ

らわれる。是非実施してほしい。 

日本放射線看護学会の設立は大きな成果であるが，専門看護師の就職先，待遇，専門看

護師をおくことでの病院でのメリットの整備まで目指すべきである。 
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●太田委員 

研修，講演会，講師派遣などを積極的に推進しており，本プロジェクトの活動の可視化，

社会からの評価の獲得に寄与できていると評価する。 

 
教育部門の活動について 

●桑原委員長 
学部教育に関しては，1年前期での放射線防護の基礎の開講に加え，平成 24年度から 3年

前期に医療リスクマネジメントが新たに開講されたことは，学部教育の段階で一定の基礎的

な知識導入という観点からも大変望ましい企画と思われる。大学院教育では，修士課程修了

者のうち 3 名が被ばく医療コースを履修し，被ばく医療認定士「Radiological Health 

Scientist」の称号が付与されたことは大変喜ばしいことであり，本プロジェクトの大きな成

果の一つと言えよう。ただ，1 名は本学検査技術科学専攻の出身者だが，その他は社会人選

抜者であったことは少し反省すべき点であるかも知れない。とくに，本学の別のプロジェク

トである「被ばく医療プロフェッショナル育成計画」では，プロジェクト終了後に博士課程

シラバスへの移行を計画していることから，本プロジェクトにおける修士課程教育との整合

性を図る上でも本学学部からの受講生を増やすよう努力されるべきと考えられる。加えて，

海外からの留学生を募ることも考慮してみては如何かと思われる。 

現職者教育に関しては，研修を受講した人数を考慮して解るように十分な成果が挙げられ

たと結論される。しかも，県外からの希望もあったということから，今後は青森県内に留ま

らず，受け入れる枠を広げることも必要かと思われる。 

●河内委員 

学部教育では，平成 24年度より「医療リスクマネジメント」を 3年前期に 4専攻では必修

科目として導入したことは評価に値する。講義の内容をみると，福島第一原子力発電所事故

を背景としたものも多く，事故から得られた経験の中に多くの学習内容が含まれていたこと

が伺える。放射線技術科学専攻が必修から除かれているのは，他に必要な必修科目が多いの

であろうが，積極的に本講義に出席することを推奨して欲しい。 

大学院教育では，「被ばく医療コース」を 3人が修了し，「被ばく医療認定士」の称号を得

たと報告され，着実に実績を重ねつつある。しかし，学部からの進学者が少ないことが問題

である。修了後の進路を確立する努力が必要と思われる。 

現職者教育では，看護師や診療放射線技師を対象として実施し，23 年度からは学外専門家

の協力を得ず，学内の職員で対応したとのことであるが，プロジェクト開始以来，職員が学

外における各種研修で研鑽を重ねることにより独自のプログラムを開発したことは評価でき

る。ただ，受講者のレベルに幅のあることを気にしているが，e-learning の導入を検討して

いるとのこと，その活用により研修成果が向上することを期待する。 

●近藤委員 

十分とは言えない教員数で，多様なタスクをこなされた点，敬意を表します。地域を限 
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―１３３― 

 

りますと，院生等の人数も限定的ですので，国際化を踏まえて，アジア地区からの大学院

生を入れる等，今後の工夫が望まれます。 

●片桐委員 

・大学院教育の前期課程として 3 名に被ばく医療認定士の称号を授与された事は，当初の

本プロジェクトの目的に照らして着実な成果であると思われる。平成 23年度は東電福島

事故も影響して入学者が 1 名であったとの事であるが，緊急被ばく医療への取組みが国

レベルでの重要事項であることを考えると，高度な知識を有しこの分野で社会をリード

する人材を育成する活動であり，継続して入学者を確保する取組みが必要と思われる。 

・被ばく医療認定士の資格が，現状，弘前大学としての学内認定であるが，東電福島事故

を契機として本プロジェクトの位置付けが高まった事を考えると，国家資格とは言わな

いまでも，一つの外部関係者も認める認定制度として位置付けられる事が重要である。

そのことにより弘前大学が緊急被ばく医療人材の育成に関してメインタワーとなってい

くものであり，結果として入学者の確保，卒業後の進路にも大きな影響を及ぼすものと

考える。 

・我国は東電福島事故を経験し，IAEA 等の国際機関に対してさまざまな緊急時対応の在り

方を発信して行く責任を有している。緊急被ばく医療，住民の長期健康管理等に係る情

報もその一部であると思われる。そのような動向を踏まえると，本プロジェクトを通し

て育った専門家が東電福島事故対応を踏まえたさまざまな専門的知見を国レベルの発信

の場に深く係わって行くこと，また，国際機関に直接従事し専門家としての役割を果た

して行くこと等も考えられるのではないか。 

・現職者教育は，本来，原子力防災体制を構築していく行政の責任として行われるべきも

のと考えるが，現実，必要性が高いにも係わらず行政として対応しきれていないのが現

状であると思われる。このため，本プロジェクトのワークとして含められたと理解する

が，大学における教育の一環として継続実施していくことが望ましいかは若干疑問を感

じる。むしろ，緊急被ばく医療の専門家として研修の一部講師を担うといった係わりの

方が現実的では無いか。 
・緊急被ばく医療に係る弘前大学の取組みとして並行して進められている「被ばく医療プ

ロフェショナル育成計画」と本プロジェクトとは，基本的に一つの考え方の下に進めら

れることが望ましいものと考える。プロフェショナル育成計画は大学院博士課程との位

置づけではあるが，大きな枠組みとして教育全体の中で整理される事が必要と思われる。 
●明石委員 

この教育プロジェクトは，保健学科の学生，院生への教育が中心であり，現職者教育も

含まれている。保健学科全ての専攻において，被ばく医療への興味を植え付けたという意

味は大きい。問題はその知識を持った人材の社会における受け皿の問題である。関連部門

との関連，産業衛生部門の資格者の生涯教育ポイント等への獲得に入れてもらえるシステ

ムが不可欠である。 
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―１３４― 
 

「保健学研究科教員としての本務との両立を考えると難しい問題である。」という意見に

代表されるが，本来の基礎教育と被ばく医療の間のジレンマは，被ばく医療の世界が共通

して抱える大きな課題である。 

●太田委員 

1年次の基礎科目の上に，3年次にその復習と深化を目指す科目を配置しており，体系的

な放射線防護教育の基盤が構築されたと考える。なお，3年次「医療リスクマネジメント」

という科目名について，「医療リスク」がキーワードになっている印象を受けるのでもう少

し直接的に，「被ばく」を冠した「被ばく医療（と）リスクマネジメント」などのようなネ

ーミングについて検討されては如何か。 

大学院教育については，人数は多くないが継続して「被ばく医療コース」への進学者が

確保できていることは評価できる。 

 
社会連携部門の活動について 

●桑原委員長 
社会連携部門では，大学院修士課程での被ばくコース履修者に対する社会的ニーズを調

査するためのいわゆる出口調査の一環として全国の放射線関連施設の安全管理者を対象と

したアンケート調査を実施し，その結果の一部が報告されたが，アンケート対象の施設の

規模・内容の違いにより被ばく医療認定士の必要性が異なるのではないかとの印象を受け

た。今後修了者の受け入れ窓口を大きくする積極的な PRも必要かと思われる。 

青森県との関係では，県が主催する青森県緊急被ばく医療関係者の人材育成に係る検討

会に参画することになったことは，社会連携という観点から意義のあることであり，積極

的な関与を期待したい。 

●河内委員 
社会連携部門では，弘前大学の緊急被ばく医療人材育成事業に関するいろいろな広報活

動が伺える。これも本プロジェクトの認知度を高める上で大切なことである。 
一方，大学院博士前期課程修了者の出口調査が行われている。大方が，緊急被ばく医療

の知識の必要性は認めるが，修了者の受け入れに関しては否定的である。問題は，本課程

の修了者が社会のニーズに応える形になっていない。修了者の得た「被ばく医療認定士」

がどんなものかを，社会一般が理解するには，まだまだ時間を要する筈である。一般に，

原子力や放射線を扱う施設では，それらを管理する人材を要求している筈である。そのた

めには，この博士前期課程を修了するものは，放射線取扱主任者資格を取得していること

と，被ばく医療認定士の資格を持って世に出ていくことにより，その認知度が高まると同

時に必要性が理解されると思う。その観点から人材育成の方法も検討が必要であり，特に，

放射線技術科学専攻からの大学院への進学に力を入れることも大切である。 
●近藤委員 

着実に社会連携を進めてこられました。今後，国際化への動きを加速されることが，望
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―１３５― 

 

まれます。 
●片桐委員 
・教育部門にも記したが，緊急被ばく医療は狭い分野であるようにも思われるが，原子力

施設等の安全管理，原子力防災対応にとっては必要不可欠なものであり，それに係わる

人材をどのように育成するかは重要な課題である。その意味で，卒後後の進路を左右す

る社会がどのように捉えているかを把握する事は重要であると思われる。ただ，その際

の調査対象施設については選択が必要で，ほとんどの施設では明らかに必要な人材と捉

えてもらえないような状況では調査の設計自体に問題があるのではないか。 
・出口調査に関して，正直なところ，規制要件でなければ敢えて緊急被ばく医療の専門家

を配置する施設は少ないのが現状であると思われるが，これは社会の受け皿がそのよう

な意識になっていないのが背景にあると思われる。そのためにも，緊急被ばく医療の専

門家はどのような施設ではどのような役割を果たすことが可能であると言った具体的役

割と必要性を社会に認知されるように働き掛けて行く事も重要であると思われることか

ら，調査結果の適切な解析を期待したい。 
・青森県との連携で国民保護訓練の企画に深く係わった事は，地域の三次医療機関に位置

付けられている組織として重要な役割を果たすことが出来たと評価出来る。訓練は基本

的に茨城県で実施された実動訓練内容に沿っているように思われるが，訓練で検証出来

たことを踏まえ，さらに，さまざまな情報が不足している中で二次医療機関も巻き込ん

だ対応を行う際の課題を整理しておくことで社会連携活動において中核的役割を果たせ

るものと思われる。 
●明石委員 

社会連携部門では，大学院博士前期課程被ばく医療コース出口調査（継続），緊急被ばく

医療人材育成広報活動事業，報告書ダイジェスト版の作成，福島県のリハビリテーション

病院におけるリハビリテーション職員のニーズ調査を含む。 
地味ではあるが「大学院博士前期課程被ばく医療コース出口調査」は，本プロジェクト

の最重要課題であり，今後の進路がプロジェクトの継続性を決める。データを様々な角度

から分析し，できれば英語での論文発表を目指すべきである。調査内容に関しても，より

踏み込んでほしい。 
●太田委員 

放射線障害防止法対象施設への調査について，想定される「緊急時」が原発事故とは内

容も範囲も異なる上に，それら施設には「放射線取扱主任者」という防護／管理の専門職

が選任されており，本プロジェクトに基づく「被ばく医療」の専門家に対する理解は得ら

れにくく，期待も高くないことが予想される。まずは，「被ばく医療」という専門性につい

ての理解，認識の普及が先決ではないかと考える。 
防災訓練等への積極的な参加，協力は有意義であると考える。 
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Ⅲ 専門家委員会による外部評価 ２．年度末評価 ―プロジェクトの最終評価として― 

 
―１３５― 

 

まれます。 
●片桐委員 
・教育部門にも記したが，緊急被ばく医療は狭い分野であるようにも思われるが，原子力

施設等の安全管理，原子力防災対応にとっては必要不可欠なものであり，それに係わる

人材をどのように育成するかは重要な課題である。その意味で，卒後後の進路を左右す

る社会がどのように捉えているかを把握する事は重要であると思われる。ただ，その際

の調査対象施設については選択が必要で，ほとんどの施設では明らかに必要な人材と捉

えてもらえないような状況では調査の設計自体に問題があるのではないか。 
・出口調査に関して，正直なところ，規制要件でなければ敢えて緊急被ばく医療の専門家

を配置する施設は少ないのが現状であると思われるが，これは社会の受け皿がそのよう

な意識になっていないのが背景にあると思われる。そのためにも，緊急被ばく医療の専

門家はどのような施設ではどのような役割を果たすことが可能であると言った具体的役

割と必要性を社会に認知されるように働き掛けて行く事も重要であると思われることか

ら，調査結果の適切な解析を期待したい。 
・青森県との連携で国民保護訓練の企画に深く係わった事は，地域の三次医療機関に位置

付けられている組織として重要な役割を果たすことが出来たと評価出来る。訓練は基本

的に茨城県で実施された実動訓練内容に沿っているように思われるが，訓練で検証出来

たことを踏まえ，さらに，さまざまな情報が不足している中で二次医療機関も巻き込ん

だ対応を行う際の課題を整理しておくことで社会連携活動において中核的役割を果たせ

るものと思われる。 
●明石委員 

社会連携部門では，大学院博士前期課程被ばく医療コース出口調査（継続），緊急被ばく

医療人材育成広報活動事業，報告書ダイジェスト版の作成，福島県のリハビリテーション

病院におけるリハビリテーション職員のニーズ調査を含む。 
地味ではあるが「大学院博士前期課程被ばく医療コース出口調査」は，本プロジェクト

の最重要課題であり，今後の進路がプロジェクトの継続性を決める。データを様々な角度

から分析し，できれば英語での論文発表を目指すべきである。調査内容に関しても，より

踏み込んでほしい。 
●太田委員 
放射線障害防止法対象施設への調査について，想定される「緊急時」が原発事故とは内

容も範囲も異なる上に，それら施設には「放射線取扱主任者」という防護／管理の専門職

が選任されており，本プロジェクトに基づく「被ばく医療」の専門家に対する理解は得ら

れにくく，期待も高くないことが予想される。まずは，「被ばく医療」という専門性につい

ての理解，認識の普及が先決ではないかと考える。 
防災訓練等への積極的な参加，協力は有意義であると考える。 
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―１３７― 

 

●明石委員 

成果を生かすため，成果を世界に発表できるシステムであり，例えばプロシーディング

の出版等を考慮することも一法である。数回も開催していることもあり，是非実施してほ

しい。 
●太田委員 

毎年の国際シンポジウム開催により，海外への弘前大の知名度が向上することを期待す

る。 
 

研究部門の活動について 

＜概評＞ 

●桑原委員長 
研究部門の発表に関しては，今回が過去 5 年間の総合評価にあたることから，個々の発

表についての評価を行わず，全体の評価を行い，その中に個々の評価で気が付いたものに

ついて言及することにした。 

研究内容全般について，本プロジェクト実施期間中に研究課題の公募とそれに対する研

究経費配分というインセンティブな方法が採用されて以来その研究レベルが飛躍的に上が

ったことは大いに評価される。公募した研究領域は大きく健康支援科学領域と医療生命科

学領域の二つに大別されているが，医療生命科学領域の研究については全般的にすでに研

究方法は確立されているし，また客観的な評価となるレフリー制度のある学術雑誌での公

表もなされていることから，本プロジェクトのみならず弘前大学全体のアカデミックなレ

ベル向上にも貢献しているものと推察される。弛みない努力の跡が伺え，今後一層発展さ

れることを希望する。一方，健康支援科学領域での研究については，西沢氏による「放射

線治療を受ける患者の日常生活上の問題点と QOLについて」，木立氏による「原子力施設近

隣の訪問サービス事業所における防災・災害時対応に関する研究」，野戸氏による「緊急被

ばく医療に対する態度への影響要因」，北宮氏による「地域における健康危機管理システム

構築のための保健師に関する研究－東日本大震災での自治体および保健所保健師の活動

－」，井瀧氏による「医療系大学生の放射線リスク認知の３年間の変化と看護師の放射線リ

スク認知に関する研究」，北島氏による「創傷汚染部位に対する効果的な除染方法の検討」，

小枝氏による「被ばく事故等による放射線障害に対するリハビリテーションの基礎研究」

等，その内容について我々評価委員がこれまでほとんど伺うことのなかった研究分野であ

り，しかも貴重な内容を含んでいることから，非常に興味深くかつ我々自身も大いに勉強

になる内容であった。ただ，評価委員の多くが慣れ親しんでいる学術領域ではないことか

ら，報告されている内容が学術的にどの程度のレベルにあるのかを判断することが難しく，

具体的に公表される学会や学術雑誌に関しても精通していない。学術的なレベルを判断す

る客観的尺度のようなものを発表と同時に提示して頂ければ我々の評価に役立ったのでは

ないかと推察される。考えを変えれば，本プロジェクトで遂行されている研究がそのまま
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継続され，それが国内外をリードしていくようなものになれば，それがそのまま高い評価

と位置づけられるかも知れない。今後のますますの発展を期待したい。 
●片桐委員 

・健康支援科学領域，医療生命科学領域共に具体的に新規性をもった各テーマであり，具

体的に議論出来る成果が着実に得られてきているものと思われる。また，それらの論文

化，学会発表も積極的に取組んだ事は評価出来る。 
・健康支援科学領域の各テーマは医療生命科学領域研究に比べ物理的な事象を客観的に評

価しづらい事が結果の考察を難しくしている面もあるが，研究プログラムとして，結果

の予想が客観的に導かれる調査，評価解析が必要であることから，テーマによっては，

さらに踏み込んだ調査設計等を考えてもらう事も必要と思われる。 
 
各研究課題報告の要旨と専門家委員会委員からのコメント 

 

■放射線治療を受ける患者の日常生活上の問題点と QOLについて 

西沢義子，野戸結花，小倉能理子，山辺英彰，細川洋一郎，他 
【要旨】 
Ⅰ．目的：放射線治療を受けている患者の日常生活・QOL に着目し，放射線の種類，照射部位と各種の検

査データとの関連について明らかにする。  
Ⅱ．方法 1．対象：弘前大学医学部附属病院および放射線医学総合研究所重粒子医科学センター病院で放

射線治療を受けるために通院または入院している患者。  
2．日常生活上の問題点：症状日記を用い，患者に記載を依頼。症状は放射線治療開始前日から終了後まで

の毎日記載を依頼。記載された症状は有害事象共通用語規準 v3.0 日本語訳 JCOG/JSCO 版 に準じて 5 段

階に分類し，症状がない場合を 0 点とし，0～5 点と得点化した。  
3．検査データ：カルテから白血球，リンパ球等や放射線の種類，照射部位等について情報を得た。  
4．QOL：8 つの質問項目からなる SF-8 を用いた。調査は照射前，照射終了後，4～6 週後の 3 回。 
今回は X 線治療で頭頚部，骨盤腔，肺に照射した場合と，重粒子線治療で骨盤腔に照射した場合の主な結

果について報告する。 
Ⅲ．結果 1．X 線治療,頭頚部：頭頚部への照射では口内炎や嚥下困難，口渇，疼痛が多くみられ，口内炎

と嚥下困難は早期から出現しグレード 3 までの出現が認められた。QOL 得点は国民標準値より全体的に低

く，特に全体的健康感（GH）と活力（VT）は照射前よりも低下していた。 
2．X 線治療，骨盤腔：骨盤腔への照射では頻尿が典型的な症状として出現した。QOL 得点は日常役割機

能(身体)（RP）と身体サマリースコア（PCS）が終了後，4-6 週後に低下した。 
3．X 線治療，肺：全身倦怠感を訴える患者が多くみられた。QOL 得点は全体的健康感（GH）が照射後に

上昇していたが，その他には大きな変化はなかった。 
4．重粒子線治療，骨盤腔：症状は頻尿が最も多く，どの症状もグレード 2 まで出現した者は少数であった。

QOL 得点は国民標準値より全体的に高く，日常役割機能(身体)（RP）は，照射前に比較し照射後に低下し

たが，心の健康(MH)は 照射後に有意に上昇した。白血球と顆粒球・血小板は照射終了後に減少し，PSA
は上昇した。 
Ⅳ．考察とまとめ：放射線治療により頭頚部以外は QOL 得点が大きく低下しないことが明らかとなった。

また，症状日記から倦怠感，疼痛は早期より出現しているケースもあり，放射線治療の影響より手術や化

学療法による影響が推測された。しかし，照射後半には照射部位毎に特有の症状が若干出現することから，

治療中の患者の QOL を高めるためには，これらの症状を軽減するための看護介入や対象者からの相談を受

けれる放射線看護外来（仮称）等の設置も必要である。 

 
●河内委員 

治療部位ごとに出現する患者の症状を，症状の現れる部位，治療開始からの日数，症状
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の程度などを詳細に分析している。これ等の結果は，看護師にとって放射線治療患者の看

護とサポートに極めて大切な情報になると思われる。もし，治療を受けた患者が前以てど

んな症状が何時頃どの程度現れ，どのように回復するのか，QOLはどうかなど，看護師から

知らされるとすれば，どんなに心強いか素晴らしい研究である。昨年は，乳がん治療の障

害に関する研究であったが，今年度は頭頚部，肺，骨盤腔等，治療部位ごとについて調査

され，その内容も格段に進歩している。今後，放射線看護学会等で広く纏めれば，貴重な

資料となるのではないか。 

欲を言えば，症状を見る際，照射する標的体積（治療計画の段階で求められる筈）を対

象者の背景に加えて欲しかった。照射体積の大小は症状の発現に影響することは確かで，

是非検討して欲しい。 

●近藤委員 

通常の放射線治療と重粒子線治療で，何らかの差がでると興味深いと思います。 

●片桐委員 

考察とまとめに記している看護介入の必要性に関して，具体的にはどのように介入すべ

きと考えているのか。 

●明石委員 

症例の少ない事故被ばくの基礎は，放射線治療からも得られる。こういう経験を被ばく

医療に生かすことは重要である。 

●太田委員 

ｎは 16 と限られているが，治療の経過を追って有害事象を調査したことは意義がある。

その一方で，有害事象の発現については，すでに臨床上の知見も多くあり，この研究の目

標が，共通する（固有差の少ない）症状の提示および効果的な処置法の提示だと考えれば，

従来知見との統合化（メタアナリシス）を視野に入れた解析を進められることを期待する。 

 

■原子力施設近隣の訪問サービス事業所における防災・災害時対応に関する研究 
木立るり子，米内山千賀子，大津美香，北嶋結，北宮千秋 

【要 旨】 
本研究課題は，原子力施設の近隣にある訪問サービス事業所における，防災・災害時対応に関して，そ

の実際とサービス提供者の認識を明らかにし，有事の時の訪問サービス事業所における対応を提案するこ

とを最終目的にしていた。福島第一原子力発電所の事故前の調査においては，回収率20％代という低い値

であったが，訪問看護師の認識としては，備えておく必要は感じているが知識不足であること，知識獲得

のための体制ができていないこと，防災対策の体制化が難しい事があげられていた。回収率が低かったこ

とから，対象の範囲をひろげて実態調査を継続して行う予定であったが，2011年の事故が発生したことに

より，調査の内容の見直しをする必要があった。2011年には福島県への調査は避け，全国の原子力施設の

ほぼ50㎞以内に立地する訪問サービス事業所への質問紙調査，および数人への面接調査を実施した。質問

紙調査の回収率は前回同様に思わしくなかったものの，事故後であることによる関心は高く，しかし知識

は不足していることが明らかになった。面接調査では，事故の経験を風化させることなく対策を進めてい

かなければならないという強い意識と，体制化における困難さが抽出された。今年度は，福島県での訪問

サービス事業所を含めて，質問紙調査を行う予定で準備中である。調査にあたっては，国の原子力政策・

防災対策，調査時に稼働している原発，原発立地自治体や住民の意向などを踏まえた内容で，かつ，回収

率を上げる調査時期や調査内容についても考慮して行う必要があると考えている。これまでの成果を学会
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発表，投稿するとともに，原子力災害をキーワードにした先行研究の検討，および，新聞記事ではどのよ

うに報道しているのか推移を確認し，準備を進めている。 
 
●河内委員 

訪問サービス事業所における調査結果から，有事の際の訪問サービス事業所の対応を提

案すべく福島第一原子力発電所事故前の調査はあるが，事故後の調査は未だ行われていな

いが，今年度実施する予定で準備中とのことで結果の比較が期待される。 
訪問看護・介護職者の対応している要介護者の情報は，緊急避難時には極めて重要な情

報であり，自治体との連携が重要と思われる。さらに，訪問看護・介護職者の防災や原子

力に関する知識の不足を如何に解決するかも重要であり，自治体と協議して如何に適切な

研修機会を提供するかも含めて検討して欲しい。 
●近藤委員 

事故前後での差で成果をまとめられると良いと思います。 
●片桐委員 

我国の抱える介護問題の現状を踏まえると実際の災害対応時に訪問サービス事業所が果

たす役割の重要性であると思われる。公的，民間を問わずどのような仕組みの中で役割を

果たしてもらうのかが整理されることにより災害時の緊急被ばく医療活動がより具体化さ

れると思われる。研究としての成果に加え実務面への反映を期待したい。 
●明石委員 

対象は「訪問サービス事業所」であり，民間と公的な機関が含まれている。民間と公的

機関でおそらく差があると思うので，分析して欲しい。新聞調査は非常に面白い。新聞間

の差も比較調査してほしい。 
●太田委員 

前年度も指摘したが，訪問（看護）サービスは，災害時の災害弱者の救済に大きな威力

を発揮するはずである。関心・テーマを災害弱者に絞るなどして，訪問看護サービスと防

災対策との一元化につながるような成果を上げられることを期待する。 

 
■緊急被ばく医療に対する態度への影響要因 

野戸結花，西沢義子，一戸とも子，山辺英彰，小倉能理子，漆坂真弓，北島麻衣子 
【要旨】 
目的：緊急被ばく医療に対する態度を測定するための尺度を作成し，信頼性・妥当性を検討する。 
方法 
対象：全国の一次，二次，三次被ばく医療施設で被ばく医療に携わる可能性のある看護職者 
方法：該当する 78 施設の看護部に協力を依頼し，協力が得られた 31 施設 798 名の看護職者に質問紙調

査を実施。内容は基本属性，施設の被ばく医療体制，「緊急被ばく医療における看護職者の態度尺度（35
項目，自作の質問紙）」等。 

結果 
 403 名から回答を得，態度尺度の全ての項目に回答している 376 部を分析対象とした（有効回答率

47.1％）。対象者の平均年齢は 38.1±9.0 歳，女性 354 名，男性 22 名であった。 
 「緊急被ばく医療における看護職者の態度尺度」は天井効果，フロア効果のあった 4 項目を除いた 31
項目を対象に主因子法・プロマックス回転による因子分析を行った。固有値 1 以上で因子抽出し，当該

因子にのみ 0.4 以上の因子負荷量を示した項目群を用いて 4 下位尺度 25 項目の尺度を作成した。第 1 因
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子（14 項目）は被ばく患者の看護実践やチームメンバーへの助言に対する自信と解釈し『知識・技術に

対する自信』，第 2 因子（6 項目）は被ばく患者の看護に対する心理的な抵抗感と解釈し『心理的抵抗』，

第 3 因子（3 項目）は微量であれば被ばくが避けられない場合でも看護を行う責任があるという内容で

あると解釈し『専門職としての責任』，第 4 因子（2 項目）は被ばく医療への興味や関心と解釈し『被ば

く医療への関心』と命名した。 
 尺度全体のα係数は 0.93，下位尺度は 0.69～0.72（第 4 因子は相関係数 0.52）であった。また尺度作

成の過程で，被ばく医療に関して学習や経験が豊富な看護職者や被ばく医療を学習し尺度作成経験のあ

る看護教員など 12 名に項目内容の吟味を受けた。さらに，被ばくや汚染のある患者の看護への抵抗感得

点と態度総得点はr=0.510 の有意な相関があったこと，被ばくや汚染のある患者の看護を行う医療チー

ムに入ることを要請された場合「断る・どちらとも言えない」「断らない」の 2 群間で態度の各下位尺度

及び総得点を比較したところ，全てで「断らない」群の得点が有意に高かった。 
 態度尺度の『知識・技術に対する自信』の項目平均は 1.46±0.85 点，『心理的抵抗』は 2.37±0.82 点，

『専門職としての責任』は 2.45±0.83 点，『被ばく医療への関心』は 1.99±1.02 点であった。対象者の

属性による比較では，20 歳代の対象者に比してそれ以降の年代の者は『知識・技術に対する自信』が有

意に高得点であった。職位による比較では，スタッフナースに比して主任・副師長・師長，被ばく医療

に関する研修に参加したことがない者に比してある者は全ての下位尺度及び総得点で有意に得点が高か

った。 
考察 
 以上から本尺度の信頼性・妥当性はおおむね確保され，緊急被ばく医療における看護職者の態度を測

定するのに有用な尺度であることが示唆された。また，本研究の参加者は専門職としての責任を持ち，

被ばく医療に対する心理的抵抗感は少ないが，知識や技術には自信がないということが明らかになった。

被ばく医療に対する態度への影響要因として年齢や職位，被ばく医療研修への参加の有無が関連してい

ることが推測された。 
学会発表 
1) 野戸結花, 小倉能理子, 漆坂真弓, 北島麻衣子, 西沢義子, 一戸とも子：原子力災害発生に伴う放射線イ

メージの変化. 第 31 回日本看護科学学会学術集会. 高知市. 2011.12.2-3 
2) Mayumi Urushizaka, Yuka Noto, Noriko Ogura, Maiko Kitajima, Yoshiko Nishizawa, Tomoko 

Ichinohe, Hideaki Yamabe: Study of the radiation image in nurses between before and after the 
disaster. 15th EAFONS, Singapore, 2012.2.22-23 

3) 野戸結花, 小倉能理子, 漆坂真弓, 北島麻衣子, 西沢義子, 一戸とも子：緊急被ばく医療における看護職

者の態度尺度の開発. 第 32 回日本看護科学学会学術集会.東京都. 2012.11.30-12.1 

 
●河内委員 

原子力災害発生に伴う放射線イメージの変化で，情緒性，確実性に対して否定的イメー

ジに推移したが，有用性に関して肯定的イメージは変化が見られなかったことは興味深い。

放射線に対する不安と危険性を認識しながら，医療に携わる看護師は，放射線が医療に不

可欠のものと認識しているからで，原子力とは区別しているのだろうか。 

●近藤委員 

「知識や技術に自信がない」との現場の声がありますので，これに対する対策をお願い

します。 

●片桐委員 

影響因子の分析を深め主因子がどのような点にあるのかが見えてきたことは一つの成果

と考える。今後は，細部の解析結果を今後の緊急被ばく医療における看護の在り方改善に

繋げる具体的な提言まで進めてほしい。 

●明石委員 

原子力災害や事故時に，被ばく医療への参加要請で，「断る」という方が 30%を超えてい
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子（14 項目）は被ばく患者の看護実践やチームメンバーへの助言に対する自信と解釈し『知識・技術に

対する自信』，第 2 因子（6 項目）は被ばく患者の看護に対する心理的な抵抗感と解釈し『心理的抵抗』，

第 3 因子（3 項目）は微量であれば被ばくが避けられない場合でも看護を行う責任があるという内容で

あると解釈し『専門職としての責任』，第 4 因子（2 項目）は被ばく医療への興味や関心と解釈し『被ば

く医療への関心』と命名した。 
 尺度全体のα係数は 0.93，下位尺度は 0.69～0.72（第 4 因子は相関係数 0.52）であった。また尺度作

成の過程で，被ばく医療に関して学習や経験が豊富な看護職者や被ばく医療を学習し尺度作成経験のあ

る看護教員など 12 名に項目内容の吟味を受けた。さらに，被ばくや汚染のある患者の看護への抵抗感得

点と態度総得点はr=0.510 の有意な相関があったこと，被ばくや汚染のある患者の看護を行う医療チー

ムに入ることを要請された場合「断る・どちらとも言えない」「断らない」の 2 群間で態度の各下位尺度

及び総得点を比較したところ，全てで「断らない」群の得点が有意に高かった。 
 態度尺度の『知識・技術に対する自信』の項目平均は 1.46±0.85 点，『心理的抵抗』は 2.37±0.82 点，

『専門職としての責任』は 2.45±0.83 点，『被ばく医療への関心』は 1.99±1.02 点であった。対象者の

属性による比較では，20 歳代の対象者に比してそれ以降の年代の者は『知識・技術に対する自信』が有

意に高得点であった。職位による比較では，スタッフナースに比して主任・副師長・師長，被ばく医療

に関する研修に参加したことがない者に比してある者は全ての下位尺度及び総得点で有意に得点が高か

った。 
考察 
 以上から本尺度の信頼性・妥当性はおおむね確保され，緊急被ばく医療における看護職者の態度を測

定するのに有用な尺度であることが示唆された。また，本研究の参加者は専門職としての責任を持ち，

被ばく医療に対する心理的抵抗感は少ないが，知識や技術には自信がないということが明らかになった。

被ばく医療に対する態度への影響要因として年齢や職位，被ばく医療研修への参加の有無が関連してい

ることが推測された。 
学会発表 
1) 野戸結花, 小倉能理子, 漆坂真弓, 北島麻衣子, 西沢義子, 一戸とも子：原子力災害発生に伴う放射線イ

メージの変化. 第 31 回日本看護科学学会学術集会. 高知市. 2011.12.2-3 
2) Mayumi Urushizaka, Yuka Noto, Noriko Ogura, Maiko Kitajima, Yoshiko Nishizawa, Tomoko 

Ichinohe, Hideaki Yamabe: Study of the radiation image in nurses between before and after the 
disaster. 15th EAFONS, Singapore, 2012.2.22-23 

3) 野戸結花, 小倉能理子, 漆坂真弓, 北島麻衣子, 西沢義子, 一戸とも子：緊急被ばく医療における看護職

者の態度尺度の開発. 第 32 回日本看護科学学会学術集会.東京都. 2012.11.30-12.1 

 
●河内委員 

原子力災害発生に伴う放射線イメージの変化で，情緒性，確実性に対して否定的イメー

ジに推移したが，有用性に関して肯定的イメージは変化が見られなかったことは興味深い。

放射線に対する不安と危険性を認識しながら，医療に携わる看護師は，放射線が医療に不

可欠のものと認識しているからで，原子力とは区別しているのだろうか。 

●近藤委員 

「知識や技術に自信がない」との現場の声がありますので，これに対する対策をお願い

します。 

●片桐委員 

影響因子の分析を深め主因子がどのような点にあるのかが見えてきたことは一つの成果

と考える。今後は，細部の解析結果を今後の緊急被ばく医療における看護の在り方改善に

繋げる具体的な提言まで進めてほしい。 

●明石委員 

原子力災害や事故時に，被ばく医療への参加要請で，「断る」という方が 30%を超えてい
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るが，これは予想より低い。患者の汚染から，健康影響を受けるような例は世界中で一例

も報告されておらず，職業的責任感が高いことで重症疾病の治療が優先されることの正当

性が実証されている。是非論文報告してほしい。 
●太田委員 

緊急被ばく医療に対する態度の背景にある要因を明らかにし，事故に対処する看護師の

一般的な反応について明らかにできたことは意義がある。より積極的に関与してもらうた

めに，それら看護師にどう向き合うかについて，さらに検討されることを期待する。 

 

■地域における健康危機管理システム構築のための保健師に関する研究 

－東日本大震災での自治体および保健所保健師の活動－ 

北宮千秋 

【要 旨】 

調査 1：茨城県で保健師に対する面接による調査を 2012年 2月に実施し，被災後における放射線災害に対

する心構えの変化や体制への反映について調査を行うと共に，避難所での保健師活動，震災後の福島県か

らの避難者への対応について 6 施設 8 名を対象に調査した。今年度はこの調査の分析を行っている。分析

の一部を第 4回国際シンポジウムにおいて「Responses to the consultations provided to residents by 

public health nurses following a nuclear disaster」と題して，発表した。保健師が福島原子力発電所

の事故に伴い，保健師が住民対応した際の「言った」，「話した」，「答えた」という動詞に着目し，その動

詞にともなう文章内容をカテゴリー化し，対応構造を検討した。また，弘前大学祭のポスターにより「原

子力災害に関連した隣接県市町村の保健活動」と題し掲示した。インタビューを行った 4 市町村 5 名の保

健師の被災者対応の内容から，福島からの避難者への保健活動を示すと共に，防災計画や保健師への研修

についての考えについて掲載した。引き続き，データの分析を行っている。 

 

調査２：上記調査において，茨城県に災害当初福島県からの多数の被災者が避難し，茨城県でも避難者に

対するスクリーニングが 3 保健所において行われたことが確認できた。その活動に保健師が参加した事実

から，2012年 3月に水戸保健所および日立保健所の保健師計 6名に対する面接調査を実施した。この調査

では保健師のスクリーニング対応の態度を構造化するため PAC分析をもちい，「東日本大震災における福島

からの複合災害の被災者に対して行ったサーベイ活動に対応する中で，あなたは何を考え，何を重要とと

らえ，どのような対応を避難者に対して必要と感じ行動しましたか。頭に浮かんできたイメージや言葉を

思い浮かんだ順に入力して下さい。」と提示し，その内容の類似度を対象者自身に判定してもらい，クラス

ター分析により内容の分類を行うものである。クラスターの解釈も対象者自身により行われる。この調査

についても，データの逐語録化が終了し，内容の分析段階に入っている。平成 24年度は調査データの分析

を行っている。 

 

調査３：福島県浪江町でフィールドワークを行っており，浪江町における震災後の保健師活動についての

調査を 2月～3月にかけて実施予定である。 

 

●河内委員 

茨城県の保健師を中心に実施した放射線災害対応に対する聞き取り調査であるが，住民

の不安軽減を重視した活動と組織の一員としての研修の重要性も挙げられていた。これは，

現職者に対する繰り返しの研修の必要性を裏付けるもので，人材育成プログラムの重要性

につながる。 

●近藤委員 

一番近い保健師さんへの情報提供と教育に対する対策をお願いします。 
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●片桐委員 

JCO 事故，東電福島事故の経験を踏まえると，住民への情報提供に関しては，必ずしも十

分とは言えず，専門家による説明だけでは解決出来ないのが現実である。むしろ，住民が

信頼を置く身近な関係者として保健所（保健師）の役割は大きいことは明らかであり，そ

の役割を確実に果たせる人材の知識をどのように高めるべきか等の提言につなげてほしい。 

●明石委員 

「茨城県で保健師に対する面接による調査」は，対象の選択がよく，内容も深い。年々

かなり良くなっている。JCO 事故からは 13 年もの歳月が経過しており，茨城県の現職保健

師のなかにも，この事故を経験した者とそうでないものがおり，その有無での差の分析が

ほしい。 

●太田委員 

被災者に直接対応した保健師の貴重な体験についてインタビュー等を通じて収集してお

り，災害時における保健師という専門職の活動のあり方について，さらに掘り下げていく

ことを期待する。 

 

■医療系大学生の放射線リスク認知の 3 年間の変化と看護師の放射線リスク認知に関する

研究 

井瀧千恵子，冨澤登志子，會津桂子，扇野綾子 
【要 旨】 
医療従事者が放射線を正しく理解することは重要である。我々は平成 21 年度から保健学科学生，緊急被

ばく医療現職者研修を受講した看護職者，全国の医療施設の看護師を対象に放射線リスク認知（以下リス

ク認知）の調査を行ってきた。これまでの 4 年間に調査した学生の教育によるリスク認知の変化および看

護師のリスク認知や放射線防護の知識の実態や学習ニーズについて報告する。 
Ⅰ.保健学科学生のリスク認知の変化 
目的：1 年次に「放射線防護の基礎」を学んだ医療系大学生の放射線リスク認知を明らかにするため，「弘

前大学医学部保健学科（放射線科学専攻を除く）の講義前後のリスク認知・教育効果および学習後の経時

的変化を調査した。 
結果：学年があがるにつれ放射線に関する理解は確実に深まっていた。福島原発事故直後は，講義も放射

線リスク認知や放射線の知識における難しさは改善しなかったが，興味は持続していた。 
Ⅱ.現職者研修看護師コース前後のリスク認知の変化（22 年と 23 年の比較） 
目的：緊急被ばく医療現職者研修看護師コース受講前後の比較を行い，福島第一原子力発電所事故による

放射線リスク認知や学習効果の違いについて調査した。 
結果：研修前のリスク認知には緊急被ばく医療研修の経験の影響が示唆されたが，研修後は，恐ろしさは

減ったが難しさは増加した。 
Ⅲ．全国の医療施設に勤務する看護師のリスク認知 
目的：看護師の放射線リスク認知とリスク認知に影響を与えている要因を明らかにする。 
方法：全国の全医療施設を病床数，施設の種類，地域による層別ランダム化サンプリングにより 430 施設

（緊急被ばく医療施設 100）を選択し，2628 名に対し質問紙調査を郵送法で行った。 
結果：リスク認知には放射線関連業務経験や緊急被ばく医療研修の経験が関与している可能性があった。 

 
●近藤委員 

将来的に全国的に利用できるリスク認知のモデルを作成されると良いと思います。 
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●片桐委員 

JCO事故，東電福島事故の経験を踏まえると，住民への情報提供に関しては，必ずしも十

分とは言えず，専門家による説明だけでは解決出来ないのが現実である。むしろ，住民が

信頼を置く身近な関係者として保健所（保健師）の役割は大きいことは明らかであり，そ

の役割を確実に果たせる人材の知識をどのように高めるべきか等の提言につなげてほしい。 

●明石委員 

「茨城県で保健師に対する面接による調査」は，対象の選択がよく，内容も深い。年々

かなり良くなっている。JCO 事故からは 13 年もの歳月が経過しており，茨城県の現職保健

師のなかにも，この事故を経験した者とそうでないものがおり，その有無での差の分析が

ほしい。 

●太田委員 

被災者に直接対応した保健師の貴重な体験についてインタビュー等を通じて収集してお

り，災害時における保健師という専門職の活動のあり方について，さらに掘り下げていく

ことを期待する。 

 

■医療系大学生の放射線リスク認知の 3 年間の変化と看護師の放射線リスク認知に関する

研究 

井瀧千恵子，冨澤登志子，會津桂子，扇野綾子 
【要 旨】 
医療従事者が放射線を正しく理解することは重要である。我々は平成 21 年度から保健学科学生，緊急被

ばく医療現職者研修を受講した看護職者，全国の医療施設の看護師を対象に放射線リスク認知（以下リス

ク認知）の調査を行ってきた。これまでの 4 年間に調査した学生の教育によるリスク認知の変化および看

護師のリスク認知や放射線防護の知識の実態や学習ニーズについて報告する。 
Ⅰ.保健学科学生のリスク認知の変化 
目的：1 年次に「放射線防護の基礎」を学んだ医療系大学生の放射線リスク認知を明らかにするため，「弘

前大学医学部保健学科（放射線科学専攻を除く）の講義前後のリスク認知・教育効果および学習後の経時

的変化を調査した。 
結果：学年があがるにつれ放射線に関する理解は確実に深まっていた。福島原発事故直後は，講義も放射

線リスク認知や放射線の知識における難しさは改善しなかったが，興味は持続していた。 
Ⅱ.現職者研修看護師コース前後のリスク認知の変化（22 年と 23 年の比較） 
目的：緊急被ばく医療現職者研修看護師コース受講前後の比較を行い，福島第一原子力発電所事故による

放射線リスク認知や学習効果の違いについて調査した。 
結果：研修前のリスク認知には緊急被ばく医療研修の経験の影響が示唆されたが，研修後は，恐ろしさは

減ったが難しさは増加した。 
Ⅲ．全国の医療施設に勤務する看護師のリスク認知 
目的：看護師の放射線リスク認知とリスク認知に影響を与えている要因を明らかにする。 
方法：全国の全医療施設を病床数，施設の種類，地域による層別ランダム化サンプリングにより 430 施設

（緊急被ばく医療施設 100）を選択し，2628 名に対し質問紙調査を郵送法で行った。 
結果：リスク認知には放射線関連業務経験や緊急被ばく医療研修の経験が関与している可能性があった。 

 
●近藤委員 
将来的に全国的に利用できるリスク認知のモデルを作成されると良いと思います。 
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●片桐委員 

原子力災害時における風評被害等を考えると，放射線に対する学校教育，一般の方々の

教育の必要性が謳われている。その事を考えると，医療系大学生にはその講師になっても

らう必要もあることから，現状把握に留まらず，どのように意識を変えていくかを念頭に

置いた教育カリキュラムの在り方見直しにつなげていって欲しい。 

●明石委員 

放射線診療と被ばくに対する不安に関する意識調査である。ある意味で，学生への教育

効果の調査にもなっている。2011 年の調査では，放射線への怖さが学年で差が無い。2012

年の調査が待たれる。マスコミから知識を得ると恐怖心が高く，研修や教育で知識を得る

と恐怖心が低い，との結果かは面白い。ここの分析を，専門家を入れて実施してほしい 

●太田委員 

学生らに丁寧な教育を行えば，漠然とした恐れは軽減されることが知られており，本研

究成果の一部はそれに一致する結果が得られている。大規模な看護師への調査結果から，

知識の増進と不安の軽減に資する効果的な要因が見出されることを期待する。 

 

■創傷汚染部位に対する効果的な除染方法の検討 

北島麻衣子，北嶋結，高間木静香，横田ひろみ，吉野浩教，井瀧千恵子，細田正洋，門前暁 
【要旨】 
目的：本研究は，水圧，創部から除染器具までの距離の違いによる飛散範囲を比較し，効果的な除染方法

を検討することにより，緊急被ばく医療現職者研修時の指導に活かすことを目的とした。 
方法 
①除染時の水圧設定，測定装置作成 
水圧は，創洗浄に関する先行研究を参考に創洗浄経験のある看護者 3 名が予備実験を行い算出した。除

染器具は，30cc 注射器に 20G サーフロー針をつけたものとし，その上におもりを（3kg，4kg，5kg）と固

定して水圧が一定となるように測定装置を作成した。 
②水圧，創傷部からの距離の違いによる飛散範囲の比較 
創部は前腕部，除染器具の注射針の角度は創部から上方向 45°とした。除染時の水は飛散範囲を特定で

きるよう黒に着色し，水圧，創傷部からの除染器具先端の距離（10，20cm）で測定した。分析は Image J
を用い，飛散の最大距離，角度，飛散範囲を測定した。 
結果：平均水圧は，おもり 3kgで 0.288psi，4kgで 0.717psi，5kgで 1.70psiであった。飛散距離の最大値

に関しては，創部から注射器先端までの距離 10cmの場合，3kg：40.0cm，4kg：77.5cm，5kg：124.5cm
であった。20cmでは，3kg：43.5cm，4kg：49.0cm，99.3cmでありいずれも水圧の上昇とともに飛散距離

の最大値が上昇した。また，水圧一定下での創部からの距離の違いによる比較では，3kgでは差がなかった

が，4kg，5kgでは最大飛散距離の差が大きくなり，5kgでは 10cmで 99.25cm，20cmで 124.3cmとなった。

しかし，最大飛散距離の方向は水圧や創部からの距離による差はみられず，除染器具先端から 163～185°
左方向となった。 
考察：水圧が高く，創部から注射器先端までの距離が近くなるほど飛散範囲は拡大するが，除染には適度

な水圧も必要であるため，養生範囲の設定および防護が重要である。本研究結果により，介助者は除染器

具とほぼ対角の位置での防護が，汚染拡大防止の観点で効果的であることが示唆された。 

 
●近藤委員 

除染に関する重要な情報を含んだ内容ですので，的を絞り，まとめ，公表されるとよい

でしょう。 
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●明石委員 

以前は，保健物理学会誌にこの種の研究が掲載されていたが，最近ではほとんどなく貴

重である。水圧は，褥創に対応して決めるなどの工夫がある。化学物質による汚染にも応

用可能であり，連携が望まれる。汚染に使用した水が飛散する面積は，圧，距離に比例し

ていた。 
●太田委員 

除染において，汚染拡大をさせたくない範囲の養生（保護）は必須である。頻回の除染

措置によって汚染が拡大しやすい範囲を探るための研究として本研究を捉えれば，効果的

な養生法の示唆を提供するものと考えられ，そのような視点から成果をまとめられること

を期待する。 

 
■被ばく事故等による放射線障害に対するリハビリテーションの基礎研究 

對馬均，小枝周平，成田大一 
【要旨】 
 昨年度までは，過去の被ばく事故例の高線量被ばく患者に対するリハビリテーション（リハビリ）を中

心に文献レビューを行ってきた。その中で，高線量の被ばく患者には，放射線による筋や皮膚の障害に焦

点を当てた関節可動域訓練が重要と考えられた。そこで，我々は前年度より高線量被ばく患者のリハビリ

の介入効果を検討することを視野に入れ，他専攻の先生の協力の下，被ばく患者の放射線障害病態モデル

作成のための基礎的な技術習得や実験環境の整備，基礎データの収集に力を注いできた。その結果，病態

モデル作成における経過と今後改善すべき課題についていくつかの知見が得られたので報告する。 
 対象は4週齢の雄性Wistar系ラット6匹とした。ラットは放射線の照射強度により0Gy(Con)群，15Gy
群，30Gy群の3群に群分けした。9週齢になるまで活動量，運動能力の計測で用いるWheel MeterとRota
Rodに十分慣れさせた。両後肢への放射線照射はラットが9週齢時に後肢以外を鉛板にて遮蔽して行った。

その後，照射6週後まで活動量，運動能力，体重を継時的に計測した。これらの計測と同時にデジタルカ

メラで後肢の状態を撮影した。照射6週後の最終調査日には足関節背屈の関節可動域を調査した後，ヒラ

メ筋を採取して湿重量を測定した。 
 後肢の状態は30Gy群では照射後2週頃より足底面を中心に脱毛，水泡形成，出血が認められ，その後3，
4週目頃よりその状態に改善が認めらてれてきた。15Gy群では5週頃からわずかに脱毛が認められたのみ

であった。活動量はCon群，15Gy群では，増加または維持されるのに対し30Gy群では照射後2週目から4，
5週目にかけて低下し，その後再び増加する傾向が認められた。体重はCon群，15Gy群では，徐々に増加

する傾向があるのに対し，30Gy群で照射後2週目から3週目にかけて低下し，その後は再び増加する傾向

が認められた。足関節背屈の可動域ならびにヒラメ筋の湿重量は30Gyで低下する傾向が認められた。運

動能力は，個体差が大きく今回の方法では傾向が認められなかった。 
 15Gyの放射線照射では活動量や関節可動域に与える影響が小さいため，病態モデル作成には30Gy以上

の放射線照射が必要であることが考えられた。また，今回の遮蔽方法では，足底面の損傷が著しく，足底

面の状態が活動量や体重の増減に大きな影響を及ぼしていた可能性が考えられる。さらに，局所被ばくで

あっても，炎症症状の全身への波及が活動量や体重増減に影響を及ぼしていることも考えられた。そのた

め，今後は足底面の遮蔽と血液検査による全身所見の検討も必要であると考える。また，運動能力の測定

方法の再考とともに採取したヒラメ筋の病理組織像を調査していく必要があると考える。 
上記については，以下で発表した。 
1)Narita H, Koeda S, Tsushima H: Effects of rehabilitation for skin and muscle damage cause

d by high-dose radiation -Developing an animal model of local radiation damage to the hind
 limbs-. The 4nd International Symposium on Radiation Emergency Medicine in Hirosaki U
niversity. 

2)成田大一，小枝周平，伊藤巧一,伊藤京子，對馬均：皮膚および筋の高線量放射線障害に対するリハビリ

テーションの効果について‐後肢の局所放射線障害病態モデルの考案‐．第12回弘前大学総合文化祭

「知の創造」，ポスター展「緊急被ばく医療人材育成プロジェクトの紹介」 
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―１４５― 

 

●明石委員 

以前は，保健物理学会誌にこの種の研究が掲載されていたが，最近ではほとんどなく貴

重である。水圧は，褥創に対応して決めるなどの工夫がある。化学物質による汚染にも応

用可能であり，連携が望まれる。汚染に使用した水が飛散する面積は，圧，距離に比例し

ていた。 
●太田委員 
除染において，汚染拡大をさせたくない範囲の養生（保護）は必須である。頻回の除染

措置によって汚染が拡大しやすい範囲を探るための研究として本研究を捉えれば，効果的

な養生法の示唆を提供するものと考えられ，そのような視点から成果をまとめられること

を期待する。 

 
■被ばく事故等による放射線障害に対するリハビリテーションの基礎研究 

對馬均，小枝周平，成田大一 
【要旨】 
 昨年度までは，過去の被ばく事故例の高線量被ばく患者に対するリハビリテーション（リハビリ）を中

心に文献レビューを行ってきた。その中で，高線量の被ばく患者には，放射線による筋や皮膚の障害に焦

点を当てた関節可動域訓練が重要と考えられた。そこで，我々は前年度より高線量被ばく患者のリハビリ

の介入効果を検討することを視野に入れ，他専攻の先生の協力の下，被ばく患者の放射線障害病態モデル

作成のための基礎的な技術習得や実験環境の整備，基礎データの収集に力を注いできた。その結果，病態

モデル作成における経過と今後改善すべき課題についていくつかの知見が得られたので報告する。 
 対象は4週齢の雄性Wistar系ラット6匹とした。ラットは放射線の照射強度により0Gy(Con)群，15Gy
群，30Gy群の3群に群分けした。9週齢になるまで活動量，運動能力の計測で用いるWheel MeterとRota
Rodに十分慣れさせた。両後肢への放射線照射はラットが9週齢時に後肢以外を鉛板にて遮蔽して行った。

その後，照射6週後まで活動量，運動能力，体重を継時的に計測した。これらの計測と同時にデジタルカ

メラで後肢の状態を撮影した。照射6週後の最終調査日には足関節背屈の関節可動域を調査した後，ヒラ

メ筋を採取して湿重量を測定した。 
 後肢の状態は30Gy群では照射後2週頃より足底面を中心に脱毛，水泡形成，出血が認められ，その後3，
4週目頃よりその状態に改善が認めらてれてきた。15Gy群では5週頃からわずかに脱毛が認められたのみ

であった。活動量はCon群，15Gy群では，増加または維持されるのに対し30Gy群では照射後2週目から4，
5週目にかけて低下し，その後再び増加する傾向が認められた。体重はCon群，15Gy群では，徐々に増加

する傾向があるのに対し，30Gy群で照射後2週目から3週目にかけて低下し，その後は再び増加する傾向

が認められた。足関節背屈の可動域ならびにヒラメ筋の湿重量は30Gyで低下する傾向が認められた。運

動能力は，個体差が大きく今回の方法では傾向が認められなかった。 
 15Gyの放射線照射では活動量や関節可動域に与える影響が小さいため，病態モデル作成には30Gy以上

の放射線照射が必要であることが考えられた。また，今回の遮蔽方法では，足底面の損傷が著しく，足底

面の状態が活動量や体重の増減に大きな影響を及ぼしていた可能性が考えられる。さらに，局所被ばくで

あっても，炎症症状の全身への波及が活動量や体重増減に影響を及ぼしていることも考えられた。そのた

め，今後は足底面の遮蔽と血液検査による全身所見の検討も必要であると考える。また，運動能力の測定

方法の再考とともに採取したヒラメ筋の病理組織像を調査していく必要があると考える。 
上記については，以下で発表した。 
1)Narita H, Koeda S, Tsushima H: Effects of rehabilitation for skin and muscle damage cause

d by high-dose radiation -Developing an animal model of local radiation damage to the hind
 limbs-. The 4nd International Symposium on Radiation Emergency Medicine in Hirosaki U
niversity. 

2)成田大一，小枝周平，伊藤巧一,伊藤京子，對馬均：皮膚および筋の高線量放射線障害に対するリハビリ

テーションの効果について‐後肢の局所放射線障害病態モデルの考案‐．第12回弘前大学総合文化祭

「知の創造」，ポスター展「緊急被ばく医療人材育成プロジェクトの紹介」 
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●河内委員 

緊急被ばく事故に対応したリハビリテーションの必要性について，従来，大線量被ばく

者の皮膚障害に焦点を当てた可動域訓練の重要性が述べられてきたが，東日本大震災に続

く福島第一原子力発電所事故による，多くの避難住民の長期にわたる避難生活による健康

問題に対するリハビリテーションの重要性も浮き彫りになった。 

今後，このような長期避難生活者に対する健康障害へのリハビリテーションは，色々な

角度から研究テーマとしても重要になることと思われる。 

●近藤委員 

ユニークな内容ですので，的を絞り，まとめ，公表されるとよいでしょう。 

●明石委員 

高線量被ばく後，皮膚や筋肉の拘縮が起こり，運動生理機能が落ちることは知られてい

るが，定量的な研究はない。リハビリという観点からのこの種の研究はほとんどなく，筋

力の低下等は重要なデータである。また局所障害が全身に与える影響も面白い。 

●太田委員 

まれにしか経験しないであろう人の局所の過剰被ばくによる後遺症について，活字から

ではない理解を深めるために実験動物による病態モデル作りは意義があると考える。しか

し，万一の事故時には被災者自身の臨床症状に応じたリハビリ，医療が展開されると考え

られ，本研究の意義と限界について明確にしておくことが必要だと考える。 

 
■緊急被ばく医療人材育成の実施前後の教育効果，評価に関する研究 
学部教育の評価と効果 －3年間の推移－ 

若山佐一 
【要旨】 

緊急被ばく医療人材育成の一環として，2010年4月から開始された教養教育「放射線防護の基礎」は，

保健学科の放射線技術科学専攻を除く4専攻の1年生の履修指定科目(必修科目と同等の扱い)である。教養

教育であり他学部学生は選択科目として受講できる。 
目的：この3年間の本科目の実施結果を，受講者数や成績の推移，授業中のクリッカー反応や終了時の自

由意見から，本科目および学部教育の現状と今後の課題について検討した。 
方法と結果：2010年から2012年の「放射線防護の基礎」受講学生数は，2010年から各年度165人，185人，

176人であり，その内，他学部からは4人，27人，5人であった。初回の授業時に，Turning Point 2008に
よるクリッカー，レスポンスカードを使い，放射線の基礎に関する質問を行いレスポンスカードによる回

答結果を集計した。青森県の原子力関連施設の理解は2010年は低かったが，2011年3月の東日本大震災と

原発事故後の2011年，2012年の理解は高まった。放射線への意識は同様に高まりを示したが，2012年はや

や低下していた。成績はこの3年間で81点からやや低下傾向を示した。最終試験時の授業への意見では，3
年間で顕著な変化は見られなかった。6-7人の教員によるオムニバス授業であることから，放射線の説明や

測定単位，人体影響，防護の原則などが繰り返し説明されることに対する重要だからという肯定的意見と

重複をなくし他の内容をという否定的意見が毎年各々10～10数％あり，3年間では否定的意見が減ってい

る。その他，内容や測定機器をもっと知りたいなどの肯定的意見も毎年出されている。クリッカーへの肯

定的意見も毎年出ている。考察：他学部受講生は2011年度は増えたが，2012年度は初年度同様に4,5人で

あり，原発事故後の風化の一端も考えられる。オムニバス授業の利点を活かし欠点を補う対応は今後も必

要であり，さらには3年次の専門科目への知識の保持や理解などの確認，到達目標の明確化など継続的検討

が必要と考える。 
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Ⅲ 専門家委員会による外部評価 ２．年度末評価 ―プロジェクトの最終評価として― 

 
―１４７― 

 

●河内委員 
緊急被ばく医療人材育成の教育効果を調査している。教育効果についても福島第一原子

力発電所事故が影響しているのは興味深い。関心を持って講義に臨むことの重要性が伺え

る。自由意見の中で，授業内容の重複に関連して，その内容の重要性と捉えている者と，

重複を減らし内容を深めて欲しいとの意見があるが，教職員間で連携を深め内容の充実を

図ることは重要と思われる。 

●近藤委員 
教育効果を評価する重要な内容ですので，まとめ，今後，利用されるとよいでしょう。 

●明石委員 

当該プロジェクトの受講者数や成績の推移，授業中のクリッカー反応や終了時の自由意

見から，学部教育の現状と今後の課題について検討したものである。教養教育「放射線防

護の基礎」に関して，効果判定調査である。結果をどのように分析し，今後の役立てるか

が重要である。 
 

■福島県内仮設住宅におけるラドン濃度調査と内部被ばく線量評価 
細田正洋 

【要旨】 
2011 年 3 月 11 日に発生した福島第一原発事故により，多くの住民が仮設住宅での生活を余儀なくされ

ている。現在，福島県内ではホールボディカウンターによる内部被ばく線量評価や市場に出回る食品に対

する汚染検査を実施している。さらに，自治体によってはガラスバッジによる子供の外部被ばく線量の評

価も行われている。これらの測定は原発事故由来の人工放射線の影響を評価する事を目的としているため，

自然放射線による線量は加味されていない。近年の疫学調査によって，放射線希ガスであるラドンは肺が

んリスクを増加させる事が明らかになり，世界保健機関や国際放射線防護委員会はラドンの対策に関する

報告書を出した。避難住民の多くが生活する仮設住宅は直接土壌上に設置される事から，屋内ラドン濃度

が高くなる可能性が考えられる。本研究では，住民の被ばく線量を自然放射線寄与も含めて包括的に評価

する事を目的として，固体飛跡検出器を用いたパッシブ型ラドン・トロン弁別測定器を仮設住宅及び近隣

アパートにそれぞれ 40 個及び 10 個設置した。過去のラドンモニタリングでは，得られたラドン濃度にト

ロンの寄与が認められた報告があったが，本研究で使用している測定器はラドン濃度とトロン濃度を弁別

して評価できる事が特徴である。一般に屋内ラドン濃度は冬期に高い傾向を示すため，設置期間は 2012
年 10 月から 2013 年 1 月までの 3 か月間とした。また，仮設浪江診療所内には屋内ラドン濃度の日変動を

得るためにパルス電離箱を設置し，現在も連続測定を実施している（2013 年 1 月まで）。2012 年 10 月 9
日から 11 月 6 日までの約 1 か月間での最大ラドン濃度は 36 Bq/m3であり，国内の平均ラドン濃度（15.5 
Bq/m3）の 2.3 倍程度であった。一日の 8 割を屋内，2 割を屋外（ラドン濃度を 5 Bq/m3とした）で生活す

ると仮定した場合，年間実効線量は約 0.91 mSvと評価された。1 月中旬には仮設住宅内に設置した測定器

を回収し，内部被ばく線量を浪江町に提供するとともに高濃度住宅が発見された場合には低減策を提案す

る予定である。 

 
●河内委員 

ラドンは肺がんリスクを増加させることから，国際的にも対策を検討しているが，福島

県内の仮設住宅内のラドン濃度の高いことに注目し，正確な評価を目指している。最終的

な目的は理解できるが，タイトルからは仮設住宅すなわち建築材に問題がある印象を受け

る。しかし，ラドンはあくまで自然放射線であり，建設地域，場所の問題で，地表からの

影響をどう防ぐかが問題となるのだろうか。どう結論を導くのか興味がある。 
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Ⅲ 専門家委員会による外部評価 ２．年度末評価 ―プロジェクトの最終評価として― 

 
―１４７― 

 

●河内委員 
緊急被ばく医療人材育成の教育効果を調査している。教育効果についても福島第一原子

力発電所事故が影響しているのは興味深い。関心を持って講義に臨むことの重要性が伺え

る。自由意見の中で，授業内容の重複に関連して，その内容の重要性と捉えている者と，

重複を減らし内容を深めて欲しいとの意見があるが，教職員間で連携を深め内容の充実を

図ることは重要と思われる。 

●近藤委員 
教育効果を評価する重要な内容ですので，まとめ，今後，利用されるとよいでしょう。 

●明石委員 

当該プロジェクトの受講者数や成績の推移，授業中のクリッカー反応や終了時の自由意

見から，学部教育の現状と今後の課題について検討したものである。教養教育「放射線防

護の基礎」に関して，効果判定調査である。結果をどのように分析し，今後の役立てるか

が重要である。 
 

■福島県内仮設住宅におけるラドン濃度調査と内部被ばく線量評価 
細田正洋 

【要旨】 
2011 年 3 月 11 日に発生した福島第一原発事故により，多くの住民が仮設住宅での生活を余儀なくされ

ている。現在，福島県内ではホールボディカウンターによる内部被ばく線量評価や市場に出回る食品に対

する汚染検査を実施している。さらに，自治体によってはガラスバッジによる子供の外部被ばく線量の評

価も行われている。これらの測定は原発事故由来の人工放射線の影響を評価する事を目的としているため，

自然放射線による線量は加味されていない。近年の疫学調査によって，放射線希ガスであるラドンは肺が

んリスクを増加させる事が明らかになり，世界保健機関や国際放射線防護委員会はラドンの対策に関する

報告書を出した。避難住民の多くが生活する仮設住宅は直接土壌上に設置される事から，屋内ラドン濃度

が高くなる可能性が考えられる。本研究では，住民の被ばく線量を自然放射線寄与も含めて包括的に評価

する事を目的として，固体飛跡検出器を用いたパッシブ型ラドン・トロン弁別測定器を仮設住宅及び近隣

アパートにそれぞれ 40 個及び 10 個設置した。過去のラドンモニタリングでは，得られたラドン濃度にト

ロンの寄与が認められた報告があったが，本研究で使用している測定器はラドン濃度とトロン濃度を弁別

して評価できる事が特徴である。一般に屋内ラドン濃度は冬期に高い傾向を示すため，設置期間は 2012
年 10 月から 2013 年 1 月までの 3 か月間とした。また，仮設浪江診療所内には屋内ラドン濃度の日変動を

得るためにパルス電離箱を設置し，現在も連続測定を実施している（2013 年 1 月まで）。2012 年 10 月 9
日から 11 月 6 日までの約 1 か月間での最大ラドン濃度は 36 Bq/m3であり，国内の平均ラドン濃度（15.5 
Bq/m3）の 2.3 倍程度であった。一日の 8 割を屋内，2 割を屋外（ラドン濃度を 5 Bq/m3とした）で生活す

ると仮定した場合，年間実効線量は約 0.91 mSvと評価された。1 月中旬には仮設住宅内に設置した測定器

を回収し，内部被ばく線量を浪江町に提供するとともに高濃度住宅が発見された場合には低減策を提案す

る予定である。 

 
●河内委員 
ラドンは肺がんリスクを増加させることから，国際的にも対策を検討しているが，福島

県内の仮設住宅内のラドン濃度の高いことに注目し，正確な評価を目指している。最終的

な目的は理解できるが，タイトルからは仮設住宅すなわち建築材に問題がある印象を受け

る。しかし，ラドンはあくまで自然放射線であり，建設地域，場所の問題で，地表からの

影響をどう防ぐかが問題となるのだろうか。どう結論を導くのか興味がある。 

●近藤委員 
被災地でのラドン濃度の評価を実施された点は高く評価され，今後の発展が期待される。 

●明石委員 

福島での線量評価は，自然放射線による線量も加えた線量である。人の出入りが少ない

室内では，ラドン線量が高い傾向があると報告された。 
福島県で行われている線量評価は，原発事故由来の人工放射線の影響を評価する事を目

的としておりこれには自然放射線による被ばく線量も含まれているが，自然放射線による

線量は評価されていない。ラドンのみならず，自然放射線による線量の寄与度の評価は重

要である。 
●太田委員 

仮設住宅内のラドン濃度が比較的高いという事実を明らかにしたことには価値がある。

しかし，「内部被ばく線量」という形でその結果を町に提供することについては，線量評価

上の多くの仮定・仮説が介在する上に，原発事故後の現存被ばくとの混同を生じかねず，

その是非についての慎重な検討が必要だと考える。環境測定上の一つの値として，濃度を

提供するに留める等の配慮が必要ではないかと考える。これについては，他の専門家の意

見を踏まえて更なる検討が為されることを望む。 

 
■ヒト造血幹細胞の放射線感受性と再生に関する研究 

柏倉幾郎 
【要旨】 

再生系の組織である造血組織，腸管粘膜組織及び皮膚組織は放射線感受性が高い為障害を受けやすく，

それぞれの幹細胞の放射線感受性については未解明な部分が多い．また放射線感受性やその個体差を規定

する因子を含めたリスク評価の研究は極めて不十分なままであるため，障害の程度を予測する事は困難で

ある．平成24年度は，昨年度の成果を基に引き続き造血システムを評価モデルとして，標的となるヒト造

血幹細胞の性質を解明する．さらには，放射線曝露造血幹細胞における細胞死のシグナル伝達やサイトカ

イン刺激に伴う生存シグナルとの関連性，造血幹細胞からの分化・増殖に伴う放射線感受性の差について，

分離精製した造血幹・前駆細胞画分を用いた検討も併せて行った．その結果， 
1. X線及び重粒子線曝露（0.5～5 Gy）ヒト骨髄系造血前駆細胞の生存率曲線を比較すると，それぞれのD

0値は0.71～1.15及び0.57～0.73と，重粒子線でより強いダメージが観察された．また，重粒子線曝露

の場合，白血球系前駆細胞が他の前駆細胞に比べ有意に高い感受性を示した（D0=0.57）．（PLos On
e, under revision） 

2. X線曝露（0.5Gy, 2Gy）ヒトCD34+造血幹・前駆細胞をサイトカイン非存在下で12h～48h処理すると,
 細胞数の低下は非照射群と照射群で差は認められないが，ヒト造血幹/前駆細胞のクローナル増殖能は

0.5Gy，12h後で有意に低下し, この時2Gyとの間に差は認められなかった．この時細胞内ROSでのスー

パーオキサイド産生の有意な上昇が観察され，ヒト造血幹/前駆細胞のクローン増殖能は，放射線誘発

スーパーオキサイドに高い感受性を示す可能性が示唆された．（Int J Radiat Biol, under review） 
《関連報告》 Radiat Res, 178: 280–288 (2012); Radiat Prot Dosimetry, 2012 Aug 31 [Epub ahea
d of print];  Radiat Prot Dosimetry, 2012 Aug 26 [Epub ahead of print]; J Radiat Res, in pres
s; J Radiat Protec, in press. 

 

●河内委員 
非常に興味ある多くのテーマに取り組んでいることに敬意を表する。論文の投稿も多く，

質の高い研究がおこなわれている。 
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今年度の成果の中で，X線及び重粒子線曝露の結果，重粒子線でより強いダメージが観察

されたとあるが，判断の資料が見受けられない。 

●近藤委員 
着実に成果を出されており，この点は高く評価され，さらなる発展が期待される。 

●明石委員 

サイトカインの存在の有無により，細胞の放射線感受性が変わることを示している。機

序に関しては，遺伝子の変化を現在見ている。今回の研究ではヒト造血幹/前駆細胞のクロ

ーン増殖能は，放射線誘発スーパーオキサイドに高い感受性を示す可能性が示唆された。 
●太田委員 

さまざまな観点からの実験が重ねられているが，個々の成果に留まらず，それらから放

射線感受性に関わる影響などを包括的に示せるような知見が創出されることを期待する。 

 
■放射線曝露個体の治療に関する基礎的検討 

○柏倉幾郎，伊藤巧一，門前暁，吉野浩教，中野学，千葉満 

石川純也，山口平，若佐谷拓也，辻口貴清 

環境科学技術研究所・廣内篤久，田中公夫 

【要旨】 

個体への高線量放射線曝露時には，造血組織，腸管粘膜や皮膚など生体幹細胞を含む再生能の高い組織

の障害軽減や再生を目的とした治療法が最優先課題となる．この時災害規模が大きな場合も含めて，初期

治療としては薬物治療が最も迅速に対応できる．しかしながら，過去の事故例で効果的であった薬物のほ

とんどは国内での備蓄はないため，緊急時の対応には問題がある．従って，国内在庫が豊富な国内承認医

薬品により放射線障害軽減や再生効果が得られれば，こうした問題はクリア出来る．本研究では，現在臨

床応用されている医薬品の組み合わせにより，放射線曝露個体の治療特に消化管と造血機能に対する最適

な治療方法の開発をマウスモデルで検討することを目的としている．本研究は，マウスに対して致死放射

線を照射後に，造血薬やホルモン剤等の国内承認医薬品を組み合わせて単回もしくは数日間連続投与し，

生存率の向上や損傷機能の回復に効果的なプロトコールを見出し，緊急被ばく時における至適な治療方法

への応用の可能性を検討する．昨年度に続き，137Cs γ線 7 Gy全身照射マウスの30日生存率を指標に，各

個体の体重変化，末梢血球数，骨髄細胞数，骨髄中の前駆細胞数及び各種発現抗原を解析した．医薬品に

は，造血薬であるエリスポポエチン（EPO），顆粒球コロニー刺激因子（G-CSF）及び血小板減少症治療薬r

omiprostim（Nplate），蛋白同化ステロイド（nandrolone decanoate, ND, 19-nortestosterone）を用い，

これら混合カクテルを照射マウスに投与した．一連の実験は環境科学技術研究所で3度の照射実験を行っ

た．その結果，薬剤非投与マウスは照射後30日以内に全例死亡したが，EPO+G-CSF+Nplate+NDのコンビネー

ションを照射後5日間投与すると全例生存が観察された．しかしながら，末梢血球数，骨髄細胞数，骨髄中

の前駆細胞数は，生存率100%をもたらさない他のコンビネーション投与で生存したマウスとの間に有意差

は見られなかった． 

 

●河内委員 
7Gy 全身照射のマウスに特定の混合カクテルを投与し，全例 30 日生存が確認されたこと

は非常に興味ある結果である。ただ，末梢血球数，骨髄細胞数，骨髄中の前駆細胞数に他

のコンビネーション投与例と有意差のなかったことは，今後の研究の進展が期待される。

このような薬剤のコンビネーションは極めて数が多く，今後どのように解決するのか，そ

の手法の開発にも関心がある。 

●近藤委員 
被ばく医療に直結する内容を有し，着実に進められており，さらなる発展が期待される。 
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●明石委員 

血小板減少症治療薬 romiprostim （Nplate）の被ばく治療薬としての可能性を検討した

研究である。被ばく後， EPO + G-CSF + Nplate + ND のコンビネーションを照射後 5 日間

投与すると全例生存が観察されている。今後の研究が待たれる。 

●太田委員 

万一の大線量被ばく事故に備えて，治療法の可能性を探究することは大切である。しか

し，人への適用を考えた時に必要となる治療成果指標および有害事象指標について，現在

のマウス実験系でどこまで解明できるのかを改めて検討した上で，今後の実験系について

検討，見直し，構築をしていく必要があると考える。 

 

 

■被ばく影響評価のための新規バイオマーカーの探索 
中野京子，中村敏也 

【要旨】 

我々のグループでは，主にX線照射による動物血清・尿・皮膚における被ばくバイオマーカーの探索を行っ

てきた。それらのうち，（１）X線被ばくによるBリンパ芽球系細胞における遺伝子発現変化への影響に関

連して３報（いずれもChiba M, et al: Molecular Medicine Report 5, 1151-1157, 2012; Radiation Pr

otection Dosimetry (2012) doi:10.1093/rpd/ncs216; Biomedical Reports 1, 105-110, 2013），（２）

X線被ばくにより脱毛を呈したマウス皮膚におけるケラチンの発現解析と（３）X線被ばくによるラット骨

芽細胞の細胞外マトリックス成分への影響の関連でそれぞれ１報（Nanashima N, et al. International 

Journal of Molecular Medicine 30, 579-584, 2012; Tanaka K, et al. Radiation Emergency Medicine

 2013 in press）の成果が出ている。以下のテーマは現在継続中のものである。（４）X線被ばくによるラ

ット尿中カリクレインのマーカーとしての検討：尿中カリクレイン活性は非照射群に対して7 Gy のX線照

射群で有意に上昇したが，線量依存性が認められなかった。ELISAによるカリクレイン-1の定量では照射群

と非照射群で有意差が認められず，活性の増加はカリクレイン-1とは異なるカリクレインによることが示

唆され，さらに検討を行っているところである。（５）X線被ばくによるラットN-acetyl-β-D-glucosamin
idase (NAG)のマーカーとしての検討： 尿中NAGは近位尿細管上皮に由来し，尿細管機能の評価に使用され

ている。一方，血清NAGは尿中NAGとは異なり，高血圧進展因子であることが知られている。ラットにX線を

全身照射し，放射線被ばくによる尿中および血清中のNAG活性への影響を調べた。その結果，X線被ばくに

より尿中NAG活性はコントロール群に比べて3，5，7Gy照射群で上昇したが，線量依存性は認められなかっ

た。一方，血清NAG活性はコントロール群と比べ，0.5，1 Gy照射群で差は見られなかったが，3，5，7Gy

照射群で有意に減少し，かつ線量依存性が認められた。今後，例数を重ねて検討を続ける予定である｡本報

告会では主に上記（５）のテーマについて報告する。 

 
●河内委員 

様々なバイオマーカー探索の中で，放射線感受性の高い Bリンパ芽球系細胞における RNA

発現変化をマイクロアレイ解析により調査したのは効率的だし，多くの遺伝子に線利用依

存性が認められたのも興味深い。比較的低線量から依存性が見られ，今後の進展が期待さ

れる。 

●近藤委員 

社会的にも重要な，被ばくマーカーに関する研究で，着実に進められており，今後の発

展が期待される。 

●明石委員 

X線被ばくによるラット N-acetyl-β-D-glucosaminidase (NAG)のマーカーとしての可能
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●近藤委員 
被災地でのラドン濃度の評価を実施された点は高く評価され，今後の発展が期待される。 

●明石委員 

福島での線量評価は，自然放射線による線量も加えた線量である。人の出入りが少ない

室内では，ラドン線量が高い傾向があると報告された。 
福島県で行われている線量評価は，原発事故由来の人工放射線の影響を評価する事を目

的としておりこれには自然放射線による被ばく線量も含まれているが，自然放射線による

線量は評価されていない。ラドンのみならず，自然放射線による線量の寄与度の評価は重

要である。 
●太田委員 

仮設住宅内のラドン濃度が比較的高いという事実を明らかにしたことには価値がある。

しかし，「内部被ばく線量」という形でその結果を町に提供することについては，線量評価

上の多くの仮定・仮説が介在する上に，原発事故後の現存被ばくとの混同を生じかねず，

その是非についての慎重な検討が必要だと考える。環境測定上の一つの値として，濃度を

提供するに留める等の配慮が必要ではないかと考える。これについては，他の専門家の意

見を踏まえて更なる検討が為されることを望む。 

 
■ヒト造血幹細胞の放射線感受性と再生に関する研究 柏倉幾郎 【要旨】 再生系の組織である造血組織，腸管粘膜組織及び皮膚組織は放射線感受性が高い為障害を受けやすく，それぞれの幹細胞の放射線感受性については未解明な部分が多い．また放射線感受性やその個体差を規定する因子を含めたリスク評価の研究は極めて不十分なままであるため，障害の程度を予測する事は困難である．平成24年度は，昨年度の成果を基に引き続き造血システムを評価モデルとして，標的となるヒト造血幹細胞の性質を解明する．さらには，放射線曝露造血幹細胞における細胞死のシグナル伝達やサイトカイン刺激に伴う生存シグナルとの関連性，造血幹細胞からの分化・増殖に伴う放射線感受性の差について，分離精製した造血幹・前駆細胞画分を用いた検討も併せて行った．その結果， 1. X線及び重粒子線曝露（0.5～5 Gy）ヒト骨髄系造血前駆細胞の生存率曲線を比較すると，それぞれのD0値は0.71～1.15及び0.57～0.73と，重粒子線でより強いダメージが観察された．また，重粒子線曝露の場合，白血球系前駆細胞が他の前駆細胞に比べ有意に高い感受性を示した（D0=0.57）．（PLos One, under revision） 2. X線曝露（0.5Gy, 2Gy）ヒトCD34+造血幹・前駆細胞をサイトカイン非存在下で12h～48h処理すると, 細胞数の低下は非照射群と照射群で差は認められないが，ヒト造血幹/前駆細胞のクローナル増殖能は0.5Gy，12h後で有意に低下し, この時2Gyとの間に差は認められなかった．この時細胞内ROSでのスーパーオキサイド産生の有意な上昇が観察され，ヒト造血幹/前駆細胞のクローン増殖能は，放射線誘発スーパーオキサイドに高い感受性を示す可能性が示唆された．（Int J Radiat Biol, under review） 《関連報告》 Radiat Res, 178: 280–288 (2012); Radiat Prot Dosimetry, 2012 Aug 31 [Epub ahead of print];  Radiat Prot Dosimetry, 2012 Aug 26 [Epub ahead of print]; J Radiat Res, in press; J Radiat Protec, in press. 

 

●河内委員 
非常に興味ある多くのテーマに取り組んでいることに敬意を表する。論文の投稿も多く，

質の高い研究がおこなわれている。 
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性の研究である。 尿中 NAG は近位尿細管上皮に由来し，尿細管機能の評価となる一方，血

清 NAG は尿中 NAG とは異なり，高血圧進展因子である。ラットに X 線を全身照射すると，

尿中 NAG 活性はコントロール群に比べて上昇したが，線量依存性は認められなかった。一

方，血清 NAG 活性はコントロール群と比べ，0.5，1 Gy照射群で差は見られなかったが，3，

5，7Gy 照射群で有意に減少し，かつ線量依存性が認められた。血中の NAG の由来や変化の

機序に関する研究が必要である。 

●太田委員 

実際の事故に際して，線量評価は単独ではなく他の既存の信頼性の高いマーカーとの組

み合わせて行われると予想される。したがって，一定の範囲であっても精度の高い線量反

応関係ならば価値が高いと期待される。線量の範囲を広げることもさることながら，精度

を高める実験にも目を向けられることを期待する。 

 

同種異系(アロ)臍帯血移植による免疫系再構築に関する研究 
伊藤巧一 

【要 旨】 
大量放射線被ばくに対する治療として造血幹細胞移植が有効な手段の１つであることは間違いない。臍

帯血は成熟Ｔ細胞をほとんど含まないことから同種異系（アロ）移植が可能と考えられている。アロ臍帯

血移植はMHC適合性の問題を除外できることから実用性が高い。しかしアロ移植で構築される免疫系の機

能に関する詳細な検討はない。本研究では，GFPトランスジェニックC57BL/6 (H-2b) マウス胎児から採

取した臍帯血をRAG2 knockout Balb/c (H-2d)に移植し，移植16週後に免疫機能を評価した。比較のため

にＴ細胞を除去処理したアロ骨髄移植も同じ実験系を用いて行った。両移植とも同等の高い救命効果を発

揮したことは特筆すべきことである。またT細胞依存性抗原TNP-KLHに対する特異的抗体産生がIgMから

IgGへのクラススイッチを含め，両移植マウスで認められた。さらに，これら移植マウスは第3者であるC3
H (H-2k)の移植皮膚片を拒絶したことから，アロ移植でも正常な機能を有した免疫系が構築されることが

示された。このように機能性に問題はないものの，両移植マウスで構築されたＴ細胞（免疫反応の中心と

なる細胞）を脾臓から取り出し，第3者MHCに対する増殖反応ならびに細胞傷害活性を調べたところ，正

常マウスのＴ細胞に比べてかなり低下していることが明らかとなった。この理由については不明であるが，

放射線障害による生体内環境の悪化が原因なのか，本質的にアロという環境が原因なのかを明らかにする

必要がある。ここまでの結果は，臍帯血および骨髄由来造血幹細胞は免疫系再構築に関して同等の能力を

備えていることを示唆している。最近，本研究において肺炎球菌等に対して自然抗体を産生するB-1細胞が

骨髄移植に比べて臍帯血移植で優位に誘導されることを見出した。B-1細胞は免疫の最前線に位置する気

道，腹腔，腸管リンパ節に存在している。実際に臍帯血移植マウスでは肺炎球菌に対する自然抗体が産生

されていた。本研究の結論として，アロ臍帯血移植はB-1細胞構築を含めて機能的な免疫系を再構築するこ

とが明らかとなった。大量放射線被ばくにより免疫系が低下した患者では肺炎球菌感染は最も考慮すべき

感染症である。 

 
●河内委員 

臍帯血移植に関する興味深い着目点である。同種異系臍帯血移植により，肺炎球菌等に

対して自然交代を産生する B–1 細胞が骨髄移植に比べて臍帯血移植で優位に誘導されるこ

とは，大量放射線被曝により免疫系の低下した患者に対して，一時的にせよ有効に働くこ

とを示唆するもので，重要な発見である。 

●近藤委員 
社会的にも重要な，移植免疫の研究で，着実に進められており，公表が期待される。 
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性の研究である。 尿中 NAGは近位尿細管上皮に由来し，尿細管機能の評価となる一方，血

清 NAG は尿中 NAG とは異なり，高血圧進展因子である。ラットに X 線を全身照射すると，

尿中 NAG 活性はコントロール群に比べて上昇したが，線量依存性は認められなかった。一

方，血清 NAG活性はコントロール群と比べ，0.5，1 Gy照射群で差は見られなかったが，3，

5，7Gy 照射群で有意に減少し，かつ線量依存性が認められた。血中の NAG の由来や変化の

機序に関する研究が必要である。 

●太田委員 

実際の事故に際して，線量評価は単独ではなく他の既存の信頼性の高いマーカーとの組

み合わせて行われると予想される。したがって，一定の範囲であっても精度の高い線量反

応関係ならば価値が高いと期待される。線量の範囲を広げることもさることながら，精度

を高める実験にも目を向けられることを期待する。 

 

同種異系(アロ)臍帯血移植による免疫系再構築に関する研究 
伊藤巧一 

【要 旨】 
大量放射線被ばくに対する治療として造血幹細胞移植が有効な手段の１つであることは間違いない。臍

帯血は成熟Ｔ細胞をほとんど含まないことから同種異系（アロ）移植が可能と考えられている。アロ臍帯

血移植はMHC適合性の問題を除外できることから実用性が高い。しかしアロ移植で構築される免疫系の機

能に関する詳細な検討はない。本研究では，GFPトランスジェニックC57BL/6 (H-2b) マウス胎児から採

取した臍帯血をRAG2 knockout Balb/c (H-2d)に移植し，移植16週後に免疫機能を評価した。比較のため

にＴ細胞を除去処理したアロ骨髄移植も同じ実験系を用いて行った。両移植とも同等の高い救命効果を発

揮したことは特筆すべきことである。またT細胞依存性抗原TNP-KLHに対する特異的抗体産生がIgMから

IgGへのクラススイッチを含め，両移植マウスで認められた。さらに，これら移植マウスは第3者であるC3
H (H-2k)の移植皮膚片を拒絶したことから，アロ移植でも正常な機能を有した免疫系が構築されることが

示された。このように機能性に問題はないものの，両移植マウスで構築されたＴ細胞（免疫反応の中心と

なる細胞）を脾臓から取り出し，第3者MHCに対する増殖反応ならびに細胞傷害活性を調べたところ，正

常マウスのＴ細胞に比べてかなり低下していることが明らかとなった。この理由については不明であるが，

放射線障害による生体内環境の悪化が原因なのか，本質的にアロという環境が原因なのかを明らかにする

必要がある。ここまでの結果は，臍帯血および骨髄由来造血幹細胞は免疫系再構築に関して同等の能力を

備えていることを示唆している。最近，本研究において肺炎球菌等に対して自然抗体を産生するB-1細胞が

骨髄移植に比べて臍帯血移植で優位に誘導されることを見出した。B-1細胞は免疫の最前線に位置する気

道，腹腔，腸管リンパ節に存在している。実際に臍帯血移植マウスでは肺炎球菌に対する自然抗体が産生

されていた。本研究の結論として，アロ臍帯血移植はB-1細胞構築を含めて機能的な免疫系を再構築するこ

とが明らかとなった。大量放射線被ばくにより免疫系が低下した患者では肺炎球菌感染は最も考慮すべき

感染症である。 

 
●河内委員 
臍帯血移植に関する興味深い着目点である。同種異系臍帯血移植により，肺炎球菌等に

対して自然交代を産生する B–1 細胞が骨髄移植に比べて臍帯血移植で優位に誘導されるこ

とは，大量放射線被曝により免疫系の低下した患者に対して，一時的にせよ有効に働くこ

とを示唆するもので，重要な発見である。 

●近藤委員 
社会的にも重要な，移植免疫の研究で，着実に進められており，公表が期待される。 
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●明石委員 

プレゼンが無いため，評価は難しいが，従来の幹細胞移植は，対象となる事故時の線量

領域が狭く，実際事故時の応用はかなり限定される。また臍帯血移植が，実用性が高いこ

とはすでに知られている。今回の研究成果が，今後の被ばく治療にどこが役立つのか，が

明らかにされていないのは残念である。 
●太田委員 

臍帯血移植に関する貴重な成果が得られたと評価する。 

 
■混合臍帯血移植による造血機能回復の特性とその制御機構の解明 

伊藤巧一 
【要旨】 
臍帯血移植は大量放射線被ばくで失われた造血機能の回復に有効な治療法である。臍帯血は成熟Ｔ細胞

をほとんど含まないため拒絶反応が起こり難いというメリットがある反面，一人の妊婦から得られる細胞

数では一人の患者の需要を満たせないというデメリットがある。混合臍帯血移植はこの量的問題を克服す

る画期的な移植法で，早急な実用化が望まれている。本年度は致死量放射線照射マウスに対する混合臍帯

血移植の有効性と共に造血幹細胞生着に関わる作用機序の解明を試みた。これまでの結果から，混合臍帯

血移植が高い救命効果と完全な造血機能の回復をもたらすことが確認できた。また再構築された免疫細胞

は充分な機能性を有していた。造血機能回復の中で２つの興味ある特性が明らかとなった。１つは，ダブ

ルユニットの混合臍帯血移植では組織適合性抗原(MHC)が適合したユニット側で優先的にレシピエントの

免疫系が再構築されることである。もう１つは，MHC適合しないダブルユニットの臍帯血移植では両者の

臍帯血は消滅し，最終的に自分自身の造血系が復活することである。この現象が正しいとすれば，MHC型

が一致しない複数の臍帯血を移植することで被ばく患者は自己の造血機能を取り戻せることになる。今回

は，1つ目の作用機序（MHC適合側ユニットによる優先的造血回復）について検証した。骨髄は造血幹細

胞の定住場所である。このことから，レシピエントの骨髄には非自己MHCを認識・排除するCD8+細胞傷

害性Ｔ細胞（CTL）が存在し，これらが制御細胞として働くことでHMC適合側のユニット中の造血幹細胞

だけを骨髄に定着させている可能性がある。実際に正常マウスの骨髄には特徴的に高度にメモリー化され

たCD44highCTLが集積していた。このことからも骨髄が単なる造血の場ではなく，二次リンパ組織として

の機能も有していることがわかる。さらにC57BL/6 (H-2b)マウスの骨髄から採取したCD44highCTLはBal
b/c (H-2d)由来の標的細胞に対して強い細胞傷害活性を示した。現在，これらCTLの放射線感受性を検証す

るとともに細胞移入実験を継続して行っている。 

 
●河内委員 

混合臍帯血移植は，不足する臍帯血を補うためには不可欠であり，その時何が起こるか

を調べておくことは極めて重要なことである。ダブルユニットの混合臍帯血移植で，MHC適

合したユニット側で優先的に免疫系を再構築できること，また MHC 適合しないダブルユニ

ットの臍帯血移植では，両者の臍帯血は消滅し，最終的には自分自身の造血系が復活する

ことを突き止めたことは，今後の緊急時の臍帯血移植に貴重な情報を与えるものである。

臍帯血移植の研究については，当初から注目していたが，毎年興味深い成果が積み重ねら

れている。 

●近藤委員 
社会的にも重要な，混合臍帯血移植の研究で，着実に進められており，公表が期待され

る。 
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●明石委員 

もうひとつの研究でも述べた通り，プレゼンが無いので評価は困難である。また臍帯血

移植も含めて，従来の移植には限界がある。一人の妊婦から得られる細胞数では一人の患

者の需要を満たせないというデメリットは，混合臍帯血移植により克服できるという知見

は重要である。事故被ばくは，非均一被ばくであり，本人の幹細胞が残存しているため，

解決するべき問題は多い。 
●太田委員 

興味深い知見が得られたと評価する。さらなる研究の発展を期待する。 

 
■放射線照射が及ぼす各種臓器への傷害作用，特に皮膚と骨髄などへの影響 

千葉正司，伊藤功一，中野 学，中村優平，福島秀治，金澤裕哉，工藤紫織 
【要旨】 

0・2・4・8・10GyのX線照射後，10日目に死亡させたICRマウス(10％ホルマリン液に保存)から，皮膚

(前頭部・耳介・鼻尖部・腹部・前肢第2指の指球・付け根から1cmの尾部)，顎下リンパ節，腓腹筋・咬筋，

生殖器導管(精管・陰茎の尿道・精嚢腺・包皮腺・子宮)，骨髄(中央位の胸骨・胸椎，膝関節・上記の尾部・

外耳道の高さの側頭骨)，切歯，下垂体を摘出した。軟部組織は5µmに薄切し，硬組織は Plank and Ry
chlo法の脱灰を2週間行った後，10µmに薄切し，それらを各々，HE染色(カラッチ変法)し，それらの組織

像を光学顕微鏡下で検鏡し，40~400倍で写真撮影した。 
顎下リンパ節では，4Gyで皮質・髄質ともにリンパ球が減少し，皮質と髄質との境界は不明瞭となり，

胚中心が消失した。リンパ球は8・10Gyでほぼ消失した。各部の骨髄像では，4Gyで赤芽球・骨髄芽球な

どの前駆細胞は半減し，8・10Gyでそれらの細胞はほぼ消失した。巨核球も8・10Gyで消失するが，赤血

球・細網細胞は生存し続けた。 
各部の皮膚(表皮の層・細胞構成)と付属器(皮脂腺・毛・汗腺・爪の細胞構築)，子宮・精管などの生殖

器導管(粘膜上皮の形態)，咬筋と腓腹筋(筋線維の横断像)，切歯(象牙芽細胞の形態)，骨(骨細胞・骨芽細

胞の形態)，肋・耳介・鼻中隔・関節の各軟骨(基質・細胞の形状)，下垂体(酸好性・塩基好性細胞の形態)
では，0Gyと10Gyを対比して，それらの組織構造に格別の変化を認めなかった。 
平成23年度に実施した「放射線照射が及ぼす各種臓器への傷害作用，特に神経・感覚器などへの影響」

は，平成24年度の骨髄(胸椎)，顎下リンパ節の一部所見と合わせて，第4回緊急被ばく国際シンポジウムと

第12回弘前大学総合文化祭『知の創造』において，それぞれポスター展示した。 

 

●河内委員 
放射線の影響を各種臓器ごとに丁寧に調べていることには敬意を表するが，照射群は

2,4,8,10Gyとある中で，control と 10Gyの比較しかないのは少し淋しい。感受性の低い神

経系，感覚器は別として，胸腹部臓器でも 8Gy 以下での組織学的変化は確定しにくいので

あろうか。 

●近藤委員 
放射線組織障害の研究で，着実に進められており，既報との違いを明確化されるとよい。 

●明石委員 

被ばく後に起きる臓器・組織の変化を見ているが、教科書もしくはアトラス等教材の作

成が目的なのか、そのほかに研究の目的があるのか、明確に示すことが必要である。 

●太田委員 

組織の急性放射線障害による変化を標本として得ると言う目的は達成できたと思われる。
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●明石委員 

もうひとつの研究でも述べた通り，プレゼンが無いので評価は困難である。また臍帯血

移植も含めて，従来の移植には限界がある。一人の妊婦から得られる細胞数では一人の患

者の需要を満たせないというデメリットは，混合臍帯血移植により克服できるという知見

は重要である。事故被ばくは，非均一被ばくであり，本人の幹細胞が残存しているため，

解決するべき問題は多い。 
●太田委員 
興味深い知見が得られたと評価する。さらなる研究の発展を期待する。 

 
■放射線照射が及ぼす各種臓器への傷害作用，特に皮膚と骨髄などへの影響 

千葉正司，伊藤功一，中野 学，中村優平，福島秀治，金澤裕哉，工藤紫織 
【要旨】 

0・2・4・8・10GyのX線照射後，10日目に死亡させたICRマウス(10％ホルマリン液に保存)から，皮膚

(前頭部・耳介・鼻尖部・腹部・前肢第2指の指球・付け根から1cmの尾部)，顎下リンパ節，腓腹筋・咬筋，

生殖器導管(精管・陰茎の尿道・精嚢腺・包皮腺・子宮)，骨髄(中央位の胸骨・胸椎，膝関節・上記の尾部・

外耳道の高さの側頭骨)，切歯，下垂体を摘出した。軟部組織は5µmに薄切し，硬組織は Plank and Ry
chlo法の脱灰を2週間行った後，10µmに薄切し，それらを各々，HE染色(カラッチ変法)し，それらの組織

像を光学顕微鏡下で検鏡し，40~400倍で写真撮影した。 
顎下リンパ節では，4Gyで皮質・髄質ともにリンパ球が減少し，皮質と髄質との境界は不明瞭となり，

胚中心が消失した。リンパ球は8・10Gyでほぼ消失した。各部の骨髄像では，4Gyで赤芽球・骨髄芽球な

どの前駆細胞は半減し，8・10Gyでそれらの細胞はほぼ消失した。巨核球も8・10Gyで消失するが，赤血

球・細網細胞は生存し続けた。 
各部の皮膚(表皮の層・細胞構成)と付属器(皮脂腺・毛・汗腺・爪の細胞構築)，子宮・精管などの生殖

器導管(粘膜上皮の形態)，咬筋と腓腹筋(筋線維の横断像)，切歯(象牙芽細胞の形態)，骨(骨細胞・骨芽細

胞の形態)，肋・耳介・鼻中隔・関節の各軟骨(基質・細胞の形状)，下垂体(酸好性・塩基好性細胞の形態)
では，0Gyと10Gyを対比して，それらの組織構造に格別の変化を認めなかった。 

平成23年度に実施した「放射線照射が及ぼす各種臓器への傷害作用，特に神経・感覚器などへの影響」

は，平成24年度の骨髄(胸椎)，顎下リンパ節の一部所見と合わせて，第4回緊急被ばく国際シンポジウムと

第12回弘前大学総合文化祭『知の創造』において，それぞれポスター展示した。 

 

●河内委員 
放射線の影響を各種臓器ごとに丁寧に調べていることには敬意を表するが，照射群は

2,4,8,10Gyとある中で，controlと 10Gyの比較しかないのは少し淋しい。感受性の低い神

経系，感覚器は別として，胸腹部臓器でも 8Gy 以下での組織学的変化は確定しにくいので

あろうか。 

●近藤委員 
放射線組織障害の研究で，着実に進められており，既報との違いを明確化されるとよい。 

●明石委員 

被ばく後に起きる臓器・組織の変化を見ているが、教科書もしくはアトラス等教材の作

成が目的なのか、そのほかに研究の目的があるのか、明確に示すことが必要である。 

●太田委員 

組織の急性放射線障害による変化を標本として得ると言う目的は達成できたと思われる。
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得られた貴重な標本を教育等にどのように活用して行くのかについても明確にされること

を期待する。 

 
■部分照射モデルにおける新規細胞遺伝学的線量評価指標の有用性評価 

三浦富智 
【要旨】 

早期（未成熟）染色体凝縮（premature chromosome condensation, PCC)法は，脱リン酸化酵素阻害

剤カリクリンAなどを用いて染色体を凝縮させることによって，各細胞周期ステージの染色体凝縮像を観

察することができ，被ばく線量評価法としての研究が進められている。国際的には，放射線源による高線

量部分被ばくや放射線治療による医療部分被ばくにおける線量評価が課題となっている。三浦等は，ヒト

末梢血リンパ球ex vivo照射モデルにおいて，非照射群と比較して，被ばくリンパ球ではG₁-PCCの頻度が

減少し，G₂/M-PCCの頻度が増加することに着目し，線量評価指標としてG₁-PCCとG₂/M-PCCの比であ

る細胞周期進行指標（cell cycle progression index, CPI)を考案した。これまでの研究において，CPI
は年代間並びに性別間で差異がなく， 照射線量に依存して指数関数的増加を示し，線量とCPIとの間に

はかなり強い相関が認められたことから，簡便なスクリーニング手法として有用であることが明らかとな

った。そこで本研究では，ヒト末梢血リンパ球ex vivo照射モデルを用い，部分照射におけるCPIの有用

性を検討した。 
インフォームドコンセントの得られた喫煙歴のないボランティアより採取した末梢血リンパ球に7 Gy

（1.0 Gy/min）のX線を照射し，DNA修復後，非照射血液と任意比率（0, 20, 40, 60, 80, 100%）に混合

後，三浦等の方法に従いPCC法による染色体標本を作成し，各混合率におけるCPIを算出した。非照射血

液と7Gy照射血液の混合率とCPIは有意な正の相関を示し（R2 = 0.9662），f = 1.040 - 0.0037x + 0.00
06x2 (ｘ：混合率)の近似曲線が得られた。以上の結果より，CPIは全身照射（WBI）のみならず，部分照

射（PBI）においても有用な手法であることが明らかとなった。現在，ボランティア数を増やし有用性を

検証するとともに，混合率に相当する照射線量との一致性を検証中である。 
 
●河内委員 

PCC 法により各細胞周期ステージの染色体凝縮像を観察することにより，G1-PCC と

G2/M-PCCの比である細胞周期進行指標（cell cycle progression index: CPI）が線量評価

に有効なことを見出したことは極めて画期的である。ただ，部分照射の場合，照射後，末

梢血採取までの時間により，試料にばらつきが出るのではないかと気になる。時間が経過

すると血液は全身に一様化されるので。 

●近藤委員 
線量マーカとして放射線関連染色体研究は極めて重要で，本分野の人材育成も期待され

る。 
●明石委員 

G₁-PCCと G₂/M-PCCの比である細胞周期進行指標（cell cycle progression index, CPI)

を提案し，部分被ばくにおいても，CPIを調べることで線量評価が可能かどうかを検討して

いる。まだ preliminaryであるが，着実に進めて欲しい。 

●太田委員 
興味深い指標を提示されており，今後の更なる検証を期待する。 
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■化学誘導未成熟染色体凝縮法における不完全構築染色体形成メカニズムの解明 
三浦富智 

【要旨】 
高線量被ばくにおける細胞遺伝学的生物線量評価では，早期（未成熟）染色体凝縮（premature chro

mosome condensation, PCC)法が用いられている。三浦等はPCC法においてカリクリンA処理時間に依

存して染色体が短縮および毛羽立った染色体（fuzzy chromosome）が高頻度に出現することを明らかに

した。染色体構築及び染色体形態維持に関する研究は多数報告されているが，PCC法における fuzzy ch
romosomeの誘導機序は不明である。 

本研究では，インフォームドコンセントの得られた喫煙歴のないボランティアより採取した末梢血リン

パ球を用い，分離血液培養を行った。48時間培養終了15, 30 および60分前にカリクリンAを加え，対照

として培養終了2時間前にコルセミドを添加した。培養終了後，低張処理を行いオートスメアー法により

染色体塗抹標本を作成し，細胞性状の変化を解析した。コルセミドブロック群では短時間低張処理後の塗

抹標本で細胞形態並びに染色体形状が保たれていたのに対し，PCC法では，低張処理により細胞性状が著

しく変化し，染色体の形態観察が困難な状況となった。カリクリンA処理15分で既に細胞の脆弱性が増加

し，カリクリンA処理時間が長くなるにつれ細胞のダメージは強くなることが明らかとなった。 
以上の結果より，PCC法ではカリクリン処理により細胞膜性状が変化し，引き続く低張処理の過程で細

胞内の染色体構造維持に関与する因子が漏出し，染色体構造の維持が困難となりfuzzy chromosome が誘

導されることが示唆される。このことから，PCC法においてカリクリンAの処理時間を短縮した三浦等の

方法が適切であることが再確認された。現在，カリクリンA処理による細胞障害性，細胞膜電位の変化，染

色体の形態形成に関与するSMC（Structural Maintenance of Chromosomes）タンパク質（コンデンシ

ンⅠ(subunit D2)，コンデンシンⅡ( subunit G2)），および染色体へのコンデンシンのリクルートに関与

することが報告されているprotein phosphatase 2A (PP2A)の動態を解析中である。 

 
●河内委員 

カリクリン Aの処理による未成熟染色体凝縮（PCC）法は，染色体構造変異の解析に有用

であることは周知のとおりであるが，不完全構築（fuzzy）染色体の誘導が問題である。本

研究では，カリクリン A処理時間に依存し，広い照射線量の範囲（0 – 30 Gy）に共通して

fuzzy染色体頻度の増加が報告されている。このメカニズム解明は，精度の高い線量評価に

は重要な課題であり，今後の進展を期待したい。 

●近藤委員 
染色体研究は極めて重要で，分子機構の解明，放射線との違いを明確化されるとさらに

よい。 
●明石委員 

早期（未成熟）染色体凝縮（premature chromosome condensation, PCC)法による染色体

分析では，毛羽立った見える染色体（fuzzy chromosome）が高頻度に出現するらしい。こ

の機序を検討しているが，まだ化学物質による段階であり，早く被ばく線量評価に関して，

検討してほしい。 

●太田委員 
線量評価手法の制度を向上させるための知見が示されており，この成果が普及，検証さ

れていることを期待する。 
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■化学誘導未成熟染色体凝縮法における不完全構築染色体形成メカニズムの解明 
三浦富智 

【要旨】 
高線量被ばくにおける細胞遺伝学的生物線量評価では，早期（未成熟）染色体凝縮（premature chro

mosome condensation, PCC)法が用いられている。三浦等はPCC法においてカリクリンA処理時間に依

存して染色体が短縮および毛羽立った染色体（fuzzy chromosome）が高頻度に出現することを明らかに

した。染色体構築及び染色体形態維持に関する研究は多数報告されているが，PCC法における fuzzy ch
romosomeの誘導機序は不明である。 

本研究では，インフォームドコンセントの得られた喫煙歴のないボランティアより採取した末梢血リン

パ球を用い，分離血液培養を行った。48時間培養終了15, 30 および60分前にカリクリンAを加え，対照

として培養終了2時間前にコルセミドを添加した。培養終了後，低張処理を行いオートスメアー法により

染色体塗抹標本を作成し，細胞性状の変化を解析した。コルセミドブロック群では短時間低張処理後の塗

抹標本で細胞形態並びに染色体形状が保たれていたのに対し，PCC法では，低張処理により細胞性状が著

しく変化し，染色体の形態観察が困難な状況となった。カリクリンA処理15分で既に細胞の脆弱性が増加

し，カリクリンA処理時間が長くなるにつれ細胞のダメージは強くなることが明らかとなった。 
以上の結果より，PCC法ではカリクリン処理により細胞膜性状が変化し，引き続く低張処理の過程で細

胞内の染色体構造維持に関与する因子が漏出し，染色体構造の維持が困難となりfuzzy chromosome が誘

導されることが示唆される。このことから，PCC法においてカリクリンAの処理時間を短縮した三浦等の

方法が適切であることが再確認された。現在，カリクリンA処理による細胞障害性，細胞膜電位の変化，染

色体の形態形成に関与するSMC（Structural Maintenance of Chromosomes）タンパク質（コンデンシ

ンⅠ(subunit D2)，コンデンシンⅡ( subunit G2)），および染色体へのコンデンシンのリクルートに関与

することが報告されているprotein phosphatase 2A (PP2A)の動態を解析中である。 

 
●河内委員 
カリクリン Aの処理による未成熟染色体凝縮（PCC）法は，染色体構造変異の解析に有用

であることは周知のとおりであるが，不完全構築（fuzzy）染色体の誘導が問題である。本

研究では，カリクリン A処理時間に依存し，広い照射線量の範囲（0 – 30 Gy）に共通して

fuzzy染色体頻度の増加が報告されている。このメカニズム解明は，精度の高い線量評価に

は重要な課題であり，今後の進展を期待したい。 

●近藤委員 
染色体研究は極めて重要で，分子機構の解明，放射線との違いを明確化されるとさらに

よい。 
●明石委員 

早期（未成熟）染色体凝縮（premature chromosome condensation, PCC)法による染色体

分析では，毛羽立った見える染色体（fuzzy chromosome）が高頻度に出現するらしい。こ

の機序を検討しているが，まだ化学物質による段階であり，早く被ばく線量評価に関して，

検討してほしい。 

●太田委員 
線量評価手法の制度を向上させるための知見が示されており，この成果が普及，検証さ

れていることを期待する。 
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■緊急災害被ばく遠隔医療支援システムの研究開発 
野坂大喜 

【要旨】 
1.はじめに 東日本大震災においてはこれまでの想定を遙かに上回る甚大な被害が発生したことにより，

東北地方管内では広範囲にわたる固定・移動通信網の遮断が発生し，緊急災害医療の展開と医療機関間で

の連携における通信面での新たな課題が明らかとなった。加えて東京電力福島第一原子力発電所からの放

射性物質の広範囲にわたる拡散により被ばく医療活動が行われることとなったが，これまで我が国におい

てはこのような大規模災害時の災害医療と被ばく医療の複合医療活動は想定されていなかった。緊急被ば

く医療においては被ばく線量に応じた適切なトリアージや除染処置が必要であり,今後の大規模災害発生

に対するこれらの課題に対応するには複合災害医療を踏まえた医療支援システムが必要とされるが，被ば

く医療にも対応した災害医療支援システムは開発されていない。2.目的 本研究では被ばく医療を伴う大

規模災害時において緊急災害医療派遣チーム支援を行う遠隔医療支援システムとして可搬式衛星通信シ

ステムと緊急被ばく医療活動支援医療情報アプリケーションシステムの研究開発を行った。3.研究内容 

昨年度研究開発を行った衛星通信システムの運用評価を行うため，国内3カ所にシステムを設置し1年間に

わたり降雨および降雪時における通信評価を行うとともに総合防災訓練での実証を行った。その結果，降

雨および降雪に伴う通信シグナルGainの低下が認められたものの通信速度においての影響は認められ

ず，また訓練時でのVoIPによる医療機関間衛星通信も良好であった。一方，緊急被ばく医療活動支援医

療情報アプリケーションシステムにおいてはシステム改良を行い， 1)手書きシェーマ機能の追加 2)GI
S対応による位置情報記録3)ipadおよびiphone端末への移植4)Web-DBインターフェースとサーバー構築

を行った。今後本アプリケーションについてはホームページ等を通じて公開し，実運用に向けた改良とユ

ーザー評価を行う予定である。 

 
●河内委員 

緊急被ばく医療活動に可搬式通信手段は不可欠であり，高速衛星通信ネットワーク可能

とする可搬式衛星追尾システムを開発し，通信衛星の導入と捕捉の自動化を可能としたこ

とは極めて重要である。また，被ばく医療活動のための医療情報アプリケーションの開発

も行っているが，高度化も含めて今後の発展を期待したい。 

●近藤委員 
災害対応医療として本研究は極めて重要で，さらなる発展が期待される。 

●片桐委員 

災害時の情報共有は極めて重要なテーマであり，それをシステムでハード的にカバーす

ることは現在の IT化が進む状況を考えれば必然であると考える。その意味で緊急被ばく医

療の枠組みに適用していくこととなろうが，研究テーマである緊急被ばく医療の特殊性を

意識したシステム開発をどのように捉えるべきかが見えにくい。 

●明石委員 

新しい災害医療情報システムは，被ばく医療に応用可能，という結論であるが，被ばく

医療への導入過程とその特徴が示されていない。研究としては未熟である。 
●太田委員 

通信技術の発展はめざましい。今回構築したシステムの維持，普及のためには「今後の

課題」に示されているように平時おける利用の推進が重要だと考える。本システムの特徴

を活かした日常的な活用法についても検討されることを期待する。 
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■腫瘍細胞に対する放射線照射におけるアスコルビン酸の抗癌作用 
細川洋一郎 

【要旨】 
選択的にガン細胞を殺し，副作用の少ない治療法としてアスコルビン酸（AsA）によるがん治療が期待さ

れている。そこで，AsAの投与と放射線照射を併用することにより副作用が少なく効果的な放射線療法の

実施が考えられる。臨床応用にむけて放射線とアスコルビン酸の併用効果の機序を解明するために以下の

実験を行った。 
１）アスコルビン酸と放射線照射によって発生する活性酸素の実験 

HL60細胞を使用し，ROS感受性色素H2DCFDA及びpropidium iodideで2重染色し，a)対照b)X線照射

単独 c)アスコルビン酸単独d) アスコルビン酸併用X線照射の4群の処理を行い，細胞内ROSの動態をフロ

ーサイトメーターにより測定した。 AsAとX線ではHL60細胞内部でROS動態に違いがみられ，H2O2に
よるヒドロキシラジカルの作用経路がAsAとX線では異なることが示唆された。 AsAは高濃度でもX線の

殺細胞効果を抑制することなく，またROS発生が非常に早期で，細胞に障害を与えた後，ROSの生成を

抑制していた。 
2）HL60細胞以外の腫瘍細胞に対するアスコルビン酸併用放射線照射の効果の検証 

臨床上多く見られる上皮癌細胞（A579,SAS）および線維肉腫細胞（HT1080）を上記4群に分け，おの

おのの処理を行い，細胞の生存率を測定した。その結果，X線照射単独群 に比較してアスコルビン酸併用

X線照射を行った群では，3種類の細胞すべてにおいて，生存率が低下した， 
3）マウスによる移植腫瘍に対する効果の判定 

ヌードマウス（BALB/cAJcl-nu/nu）に線維肉腫細胞（HT1080）を100万個，頸部に皮下注射し，腫瘍

を移殖，増大させた。このマウスをa)対照b)X線照射4Gy c)アスコルビン酸5ｍM200microL局所注射 d) 
アスコルビン酸5mM およびX線照射4Gyの処理を7日後および9日後に行い，13日後に腫瘍の大きさの計

測および重量の測定を行い，効果を判定した。その結果，X線照射単独群 に比較してアスコルビン酸併用

X線照射を行った群では，腫瘍の大きさは減少し，重量も低下していた。 

 
●河内委員 

アスコルビン酸を抗癌作用として位置付けているが，むしろ放射線を照射することによ

り活性酸素が増加し，放射線増感剤として作用しているのではないか。X線照射後，アスコ

ルビン酸併用群の腫瘍の大きさが減少しているというより，活性酸素の増加により放射線

増感作用でより強い殺細胞効果が得られたと解釈すべきではないか。 

●近藤委員 
アスコルビン酸の多様な機能の一端を明らかにした研究で，さらなる発展が期待される。 

●明石委員 

放射線照射時に，アスコルビン酸を多量注射することで，放射線治療の効果促進と副作

用低減化を目指した研究である。アスコルビン酸は，尿中に早く排せつされるため，照射

直前に投与する必要があるなどまだ解決するべき研究も多い。また事故被ばくにどう応用

するのか，検討が不可欠である。 
●太田委員 

効果的な放射線治療法の確立に寄与できるよう，本研究が展開することを期待する。 
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■腫瘍細胞に対する放射線照射におけるアスコルビン酸の抗癌作用 
細川洋一郎 

【要旨】 
選択的にガン細胞を殺し，副作用の少ない治療法としてアスコルビン酸（AsA）によるがん治療が期待さ

れている。そこで，AsAの投与と放射線照射を併用することにより副作用が少なく効果的な放射線療法の

実施が考えられる。臨床応用にむけて放射線とアスコルビン酸の併用効果の機序を解明するために以下の

実験を行った。 
１）アスコルビン酸と放射線照射によって発生する活性酸素の実験 

HL60細胞を使用し，ROS感受性色素H2DCFDA及びpropidium iodideで2重染色し，a)対照b)X線照射

単独 c)アスコルビン酸単独d) アスコルビン酸併用X線照射の4群の処理を行い，細胞内ROSの動態をフロ

ーサイトメーターにより測定した。 AsAとX線ではHL60細胞内部でROS動態に違いがみられ，H2O2に
よるヒドロキシラジカルの作用経路がAsAとX線では異なることが示唆された。 AsAは高濃度でもX線の

殺細胞効果を抑制することなく，またROS発生が非常に早期で，細胞に障害を与えた後，ROSの生成を

抑制していた。 
2）HL60細胞以外の腫瘍細胞に対するアスコルビン酸併用放射線照射の効果の検証 

臨床上多く見られる上皮癌細胞（A579,SAS）および線維肉腫細胞（HT1080）を上記4群に分け，おの

おのの処理を行い，細胞の生存率を測定した。その結果，X線照射単独群 に比較してアスコルビン酸併用

X線照射を行った群では，3種類の細胞すべてにおいて，生存率が低下した， 
3）マウスによる移植腫瘍に対する効果の判定 

ヌードマウス（BALB/cAJcl-nu/nu）に線維肉腫細胞（HT1080）を100万個，頸部に皮下注射し，腫瘍

を移殖，増大させた。このマウスをa)対照b)X線照射4Gy c)アスコルビン酸5ｍM200microL局所注射 d) 
アスコルビン酸5mM およびX線照射4Gyの処理を7日後および9日後に行い，13日後に腫瘍の大きさの計

測および重量の測定を行い，効果を判定した。その結果，X線照射単独群 に比較してアスコルビン酸併用

X線照射を行った群では，腫瘍の大きさは減少し，重量も低下していた。 

 
●河内委員 

アスコルビン酸を抗癌作用として位置付けているが，むしろ放射線を照射することによ

り活性酸素が増加し，放射線増感剤として作用しているのではないか。X線照射後，アスコ

ルビン酸併用群の腫瘍の大きさが減少しているというより，活性酸素の増加により放射線

増感作用でより強い殺細胞効果が得られたと解釈すべきではないか。 

●近藤委員 
アスコルビン酸の多様な機能の一端を明らかにした研究で，さらなる発展が期待される。 

●明石委員 

放射線照射時に，アスコルビン酸を多量注射することで，放射線治療の効果促進と副作

用低減化を目指した研究である。アスコルビン酸は，尿中に早く排せつされるため，照射

直前に投与する必要があるなどまだ解決するべき研究も多い。また事故被ばくにどう応用

するのか，検討が不可欠である。 
●太田委員 
効果的な放射線治療法の確立に寄与できるよう，本研究が展開することを期待する。 
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■スクロースラジカルを用いた低放射線線量の線量評価 
中川公一 

【要旨】 
さまざまなスクロース(試薬の砂糖，コーヒー用の砂糖，ヨーグルト用の砂糖，福島県南相馬市の砂糖)

を用い，緊急時の被ばく評価を想定し X-線0.5 から4 Gy照射し，ESR(電子スピン共鳴)法によるスクロ

ースラジカルの低放射線線量計としての有用性を検討した。 
実験はすべて室温で行い， X-線の照射線量は，0.5，1，2，3，

4 Gyとした。X-線の照射条件は，150kVの20mA，線量率1.00，
フィルタ：Al 0.5 mm + Cu 0.3mmとした。ESRの測定条件は， 
マイクロ波パワー10mW，中心磁場 336.4mT，挿引幅10mT， 
変調周波数100kHz，磁場変調幅0.2mT，時定数0.3 s，測定時間  
4minとし，1回挿引で得たスペクトルを解析した。

照射で得られたスクロースラジカルのスペクトルは，全てほぼ類

似のスペクトルでS/N比を考慮し，スペクトルの強度で評価した。

ピークの最高値と最低値の差をとって評価すると，照射線量とESR
信号強度の関係は比例関係になった(図1.)。コーヒー用の砂糖を用

いた実験でも同様の関係が得られたが，ヨーグルト用の砂糖は他よりバックグランドの信号が強かった。

福島県南相馬市の砂糖のラジカル信号は得られなかったが，今回得られた結果からスクロースを用いた

緊急時の被ばく線量評価は，0.5Gy のESR信号から可能性があると考えられる。 

 
●河内委員 

Sucroseは，一般の家庭を含み色々な所で使用される食材であり，緊急時の線量評価の貴

重な試料となりうる。ESRを使える試料は Sucroseに限らず色々あるが，平常時からその技

術を確立しておくことは，緊急時に大きな役割を果たすと思われる。 

●近藤委員 
重要な汎用性放射線線量評価研究で，低線量での精度向上に向けてさらなる発展が期待

される。 
●明石委員 

砂糖による ESR 線量評価は，今までにも報告は多くある。事故時に砂糖を available か

どうかが問題である。新しさを求めるとしたら，低い線量にも応用しようとする点である。

ここがあまり述べられなかったのは残念である。 

●太田委員 

身近な素材をもとにした線量評価は，核テロなど予想外の被ばくの評価などにも活用性

は高いと思われる。評価の精度をさらに向上させるための技術等の開発を期待する。 

 

２) 平成２４年度の活動に対する各委員からの総評 

●桑原委員長 
5 年間に渡る本プロジェクトの目的はすべての部門において十分に達成されていると結

論される。特筆すべきは，これまで培ってきた知識・技術が福島県における東京電力発電

所事故に対する支援活動として具体化されたこと，日本放射線看護学会の設立に大いに貢

献したこと，3名の大学院修士課程修了者に被ばく医療認定士の学内称号を付与することが

 
図 1. 照射線量とスクロースラジ

カルの信号強度の関係. 
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できたこと，健康支援科学領域での研究発表に見られたように大変貴重な研究分野に取り

組んだこと等があげられる。今後，ますますの発展が望まれるところである。 

本年度が本プロジェクトの最終年度に当たり，すでに新たなプロジェクトに対する概算

要求がなされているということであるが，本プロジェクトの大きな目玉としての大学院修

士課程での被ばく医療コースが新プロジェクトにもそのまま継続されているものと推察さ

れる。したがって，今後は弘前大学で実施されているもう一つの事業「被ばく医療プロフ

ェッショナル育成計画」で立案されている大学院博士課程での被ばく医療コースとの整合

性をどのように図るのかが重要な課題となろう。大学院修士，博士の全課程を通しての被

ばく医療コースの設置と専門家の育成は全国初の試みであり，弘前大学の特徴として将来

是非実現させて頂きたい。 

 
●河内委員 

国内外の各種研修に参加することにより，職員の緊急時被ばく医療に関する対応能力を

高め，自前の講演会や公開講座を企画，実施し，社会との繋がりを深めるようになったこ

とが大きな進歩である。 

今年度，最も注目される成果は，日本放射線看護学会の設立であり，日本放射線看護学

会の学術集会まで開催された意義は極めて大きい。緊急被ばく医療の人材育成で看護がど

のように大学院教育に入るのか極めて難しい状況から，放射線医療と言う広い枠の中で特

殊な部分を弘前大学が担うとすれば，今後の発展も期待できる。 

緊急被ばく医療教育において，学部で本年度から 4 専攻で「医療リスクマネジメント」

を 3 年前期に必修科目として導入したことは評価に値する。講義の内容は，福島第一原子

力発電所事故を背景としたものが学習内容として多く含まれている。ただ，放射線技術科

学専攻が必修から除かれているが，積極的に出席することを推奨して欲しい。 

大学院教育では，依然として学部からの進学者が少ないことが問題である。修了後の進

路を確立する工夫と努力が必要と思われる。例えば，社会連携部門で実施した大学院博士

前期課程修了者の出口調査において，大方が，緊急被ばく医療の知識の必要性は認めるが，

修了者の受け入れに関しては否定的な点に注目すべきである。つまり社会のニーズに応え

る形になっていないことである。修了者の得た「被ばく医療認定士」がどんなものかを，

社会一般が理解するには，まだまだ時間を要する。一般に，原子力や放射線を扱う施設で

は，それらを管理する人材を要求している筈である。そのためには，この博士前期課程を

修了するものは，放射線取扱主任者資格を取得していることと，被ばく医療認定士の資格

を持って世に出ていくことにより，その認知度が高まると同時に必要性が理解されると思

う。その観点から人材育成の方法も検討が必要であり，特に，放射線技術科学専攻からの

大学院への進学に力を入れることが大切と思われる。 

緊急被ばく医療に関連する内容で，この 4 年間，弘前大学だけで国際シンポジウムが継

続されたことは極めて高く評価できる。しかし，今後国際的に広く認知されるにはどうす
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できたこと，健康支援科学領域での研究発表に見られたように大変貴重な研究分野に取り

組んだこと等があげられる。今後，ますますの発展が望まれるところである。 

本年度が本プロジェクトの最終年度に当たり，すでに新たなプロジェクトに対する概算

要求がなされているということであるが，本プロジェクトの大きな目玉としての大学院修

士課程での被ばく医療コースが新プロジェクトにもそのまま継続されているものと推察さ

れる。したがって，今後は弘前大学で実施されているもう一つの事業「被ばく医療プロフ

ェッショナル育成計画」で立案されている大学院博士課程での被ばく医療コースとの整合

性をどのように図るのかが重要な課題となろう。大学院修士，博士の全課程を通しての被

ばく医療コースの設置と専門家の育成は全国初の試みであり，弘前大学の特徴として将来

是非実現させて頂きたい。 

 
●河内委員 
国内外の各種研修に参加することにより，職員の緊急時被ばく医療に関する対応能力を

高め，自前の講演会や公開講座を企画，実施し，社会との繋がりを深めるようになったこ

とが大きな進歩である。 

今年度，最も注目される成果は，日本放射線看護学会の設立であり，日本放射線看護学

会の学術集会まで開催された意義は極めて大きい。緊急被ばく医療の人材育成で看護がど

のように大学院教育に入るのか極めて難しい状況から，放射線医療と言う広い枠の中で特

殊な部分を弘前大学が担うとすれば，今後の発展も期待できる。 

緊急被ばく医療教育において，学部で本年度から 4 専攻で「医療リスクマネジメント」

を 3 年前期に必修科目として導入したことは評価に値する。講義の内容は，福島第一原子

力発電所事故を背景としたものが学習内容として多く含まれている。ただ，放射線技術科

学専攻が必修から除かれているが，積極的に出席することを推奨して欲しい。 

大学院教育では，依然として学部からの進学者が少ないことが問題である。修了後の進

路を確立する工夫と努力が必要と思われる。例えば，社会連携部門で実施した大学院博士

前期課程修了者の出口調査において，大方が，緊急被ばく医療の知識の必要性は認めるが，

修了者の受け入れに関しては否定的な点に注目すべきである。つまり社会のニーズに応え

る形になっていないことである。修了者の得た「被ばく医療認定士」がどんなものかを，

社会一般が理解するには，まだまだ時間を要する。一般に，原子力や放射線を扱う施設で

は，それらを管理する人材を要求している筈である。そのためには，この博士前期課程を

修了するものは，放射線取扱主任者資格を取得していることと，被ばく医療認定士の資格

を持って世に出ていくことにより，その認知度が高まると同時に必要性が理解されると思

う。その観点から人材育成の方法も検討が必要であり，特に，放射線技術科学専攻からの

大学院への進学に力を入れることが大切と思われる。 

緊急被ばく医療に関連する内容で，この 4 年間，弘前大学だけで国際シンポジウムが継

続されたことは極めて高く評価できる。しかし，今後国際的に広く認知されるにはどうす
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べきかを考えたい。弘前大学のシンポジウムの特徴を出すために，学内における研究成果

を発表するとともに，緊急被ばく医療に関連するテーマを国内外から公募し，招待講演も，

過去における被ばく事故のレビュー，特に事故の概要，環境や患者に対する線量評価，医

療などの内容を含めてみてはどうかと思う。 

医療生命科学領域の研究は当初からその基盤があって，優れた内容が多かった。最近で

は，論文や，海外での学術発表も含めて，質量ともに充実してきており，その努力は高く

評価できる。健康支援科学領域では，調査を主とする研究から，それぞれの分野における

新たな研究対象，例えば，放射線治療における患者の放射線急性反応や症状，QOLなどの調

査研究，福島第一原子力発電所事故に伴う環境の線量評価や被ばく線量に対する対象者の

リスク評価等，多様化と内容の充実が伺われる。 
 
●近藤委員 

今年度は，特に，まとめの年でもあり，例年以上に進歩が認められ，弘前大学保健学研

究科の着実な成果が表れております。放射線看護学会を設立，国際シンポジウムの開催等，

表面的な内容のみならず，外から評価させていただいて，プロジェクトの個々の内容充実

が実感できます。発表された研究内容も確実に進歩しており，今後は，これらの研究情報

の公開と，将来の国際化に向けた取り組みおよび次期プロジェクトへの継承が期待されま

す。人材育成に関わる人数については，広報活動や地域連携強化も含め，さらなる充実が

期待されます。 
●明石委員 

開始当初に比べると，受け身から積極的になり，内容も自ら考えた内容に変わってきた。

これは大きな変化である。今後の問題は，持続・継続性であり，同時に研究テーマの選択

である。論文の書きやすいテーマとそうでないものがあり，社会への応用性という点では

後者の方が大きいことが多い。このバランスをうまくとっていくことが重要である。研修

の独自性を，今後の福島対応へいかす工夫が必要である。 
●太田委員 

保健学科を上げて本プロジェクトに取り組んできた姿勢は高く評価できる。個々のプロジェク

トや研究を見れば，中には目標や意義について多少疑問を感じるものも含まれているが，全体と

してはまとまりを持って取り組まれており，価値のある研究成果も多く上げられてきたと考える。 
 

３）緊急被ばく医療人材育成プロジェクト 5年間の総評 

●桑原委員長 

對馬研究科長による総括をはじめ各部門による報告は研究課題報告を除けば 5 年間の成

果報告であったことから，改めて 5 年間の総評というよりは報告会後の専門家委員会で提

出された意見について概説したい。 
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まず，河内委員から医学物理に関する教育・研究が足りず，カリキュラムも十分ではな

いとの指摘があった。この指摘は以前から河内委員によりなされていたものであるが，緊

急時における線量評価の際に医学物理士の存在が必須であり，緊急被ばく医療人材の育成

の面から大変重要な指摘と考えられる。新たなプロジェクトを立ち上げる際には是非とも

取り入れて頂きたい課題と思われる。また，委員全員から学部，修士課程で学んだ学生の

知識・技術が今後どのようなところで生かされるのかが話題となった。一つの解決策とし

て，被ばく医療に関係する機関だけではなく，他の放射線・原子力関連施設における安全

管理システムにも関与する人材であるとしてもっと積極的に働きかけることが必要かも知

れないとの考えが提出された。5年間に渡る本プログラム実施期間中に東日本大震災による

福島県東京電力第一原子力発電所事故が発生し，それに対し多大な貢献を果たしたことに

より一定の評価が得られたと思われるが，これから新たなプロジェクトを立ち上げること

に関し，弘前大学の特徴をどのように出していくかが今後の問題となろう。このことは委

員全員の一致した意見であり，「このことなら弘前大学」と言われるような何かをもたらす

プロジェクトになることを期待したい。大学という場がそのキーになるものと思われる。 

企画部門からの報告に際し，明石委員からチェルノブイリ視察研修の目的に対する質問

が出されたが，専門家委員会でも全委員からその目的の不明瞭さと準備不足の感が否めな

いとの意見が出された。前日の報告会では河内委員と桑原の 2 名のみが出席し，その内容

を詳しく聞くことが出来たが，日本ではすでに幾つかの機関で数多くの人材を現地に派遣

し，様々な情報を得ているので，それを参考にもう少し目的を絞って視察した方が良かっ

たのではないかと思われた。その後の質疑応答で，被災地域と行政との関係を知ることが

目的であると説明があったが，視察される側の誠実さに欠ける対応も加え，その目的がど

のように相手方に伝わっていたのか少し疑問が残った。今後，似たような企画を立案され

る場合，慎重かつ周到に準備されるよう希望したい。 

●河内委員 

当初，本プロジェクトは緊急被ばく医療人材育成のための大学院設置が目標と認識して

いた。その目標達成に向けて企画部門，教育部門，社会連携部門，研究部門がそれぞれ活

動を続け，プロジェクトを支え，初期の目標は達成されたと思う。 

企画部門では，教職員の国内外における研修参加により，放射線被ばく医療に関わる知

識と技術の習得，蓄積に努めてきた。その成果は，福島第一原子力発電所事故に伴う被災

者への支援，環境放射線による被ばく評価等に遺憾なく発揮された。また，その知識を基

に，一般市民に向けた放射線やその影響に関する公開講座や講演会を企画開催し，さらに，

他のセミナーへの講師派遣も行う等の大きな進歩がみられた。 

今年度，日本放射線看護学会を設立し，その学術集会を弘前大学で開催した意義は極め

て大きい。緊急被ばく医療の看護を大学院教育にどのように組み入れるか極めて難しい課

題であると認識していたが，放射線医療と言う広い枠の中に，緊急被ばくと言う特殊な部

分を弘前大学が担うとすれば今後の発展も期待できる。 
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まず，河内委員から医学物理に関する教育・研究が足りず，カリキュラムも十分ではな

いとの指摘があった。この指摘は以前から河内委員によりなされていたものであるが，緊

急時における線量評価の際に医学物理士の存在が必須であり，緊急被ばく医療人材の育成

の面から大変重要な指摘と考えられる。新たなプロジェクトを立ち上げる際には是非とも

取り入れて頂きたい課題と思われる。また，委員全員から学部，修士課程で学んだ学生の

知識・技術が今後どのようなところで生かされるのかが話題となった。一つの解決策とし

て，被ばく医療に関係する機関だけではなく，他の放射線・原子力関連施設における安全

管理システムにも関与する人材であるとしてもっと積極的に働きかけることが必要かも知

れないとの考えが提出された。5年間に渡る本プログラム実施期間中に東日本大震災による

福島県東京電力第一原子力発電所事故が発生し，それに対し多大な貢献を果たしたことに

より一定の評価が得られたと思われるが，これから新たなプロジェクトを立ち上げること

に関し，弘前大学の特徴をどのように出していくかが今後の問題となろう。このことは委

員全員の一致した意見であり，「このことなら弘前大学」と言われるような何かをもたらす

プロジェクトになることを期待したい。大学という場がそのキーになるものと思われる。 

企画部門からの報告に際し，明石委員からチェルノブイリ視察研修の目的に対する質問

が出されたが，専門家委員会でも全委員からその目的の不明瞭さと準備不足の感が否めな

いとの意見が出された。前日の報告会では河内委員と桑原の 2 名のみが出席し，その内容

を詳しく聞くことが出来たが，日本ではすでに幾つかの機関で数多くの人材を現地に派遣

し，様々な情報を得ているので，それを参考にもう少し目的を絞って視察した方が良かっ

たのではないかと思われた。その後の質疑応答で，被災地域と行政との関係を知ることが

目的であると説明があったが，視察される側の誠実さに欠ける対応も加え，その目的がど

のように相手方に伝わっていたのか少し疑問が残った。今後，似たような企画を立案され

る場合，慎重かつ周到に準備されるよう希望したい。 

●河内委員 

当初，本プロジェクトは緊急被ばく医療人材育成のための大学院設置が目標と認識して

いた。その目標達成に向けて企画部門，教育部門，社会連携部門，研究部門がそれぞれ活

動を続け，プロジェクトを支え，初期の目標は達成されたと思う。 

企画部門では，教職員の国内外における研修参加により，放射線被ばく医療に関わる知

識と技術の習得，蓄積に努めてきた。その成果は，福島第一原子力発電所事故に伴う被災

者への支援，環境放射線による被ばく評価等に遺憾なく発揮された。また，その知識を基

に，一般市民に向けた放射線やその影響に関する公開講座や講演会を企画開催し，さらに，

他のセミナーへの講師派遣も行う等の大きな進歩がみられた。 

今年度，日本放射線看護学会を設立し，その学術集会を弘前大学で開催した意義は極め

て大きい。緊急被ばく医療の看護を大学院教育にどのように組み入れるか極めて難しい課

題であると認識していたが，放射線医療と言う広い枠の中に，緊急被ばくと言う特殊な部

分を弘前大学が担うとすれば今後の発展も期待できる。 
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教育部門では学部教育に「医療リスクマネジメント」を 3 年前期に 4 専攻では必修科目

として導入したことは評価に値する。放射線技術科学専攻が必修から除かれているが，積

極的に出席することを推奨して欲しい。大学院教育では，「被ばく医療コース」を 3人が終

了し，「被ばく医療認定士」の称号を得たと報告され，着実に実績を重ねつつある。しかし，

学部からの進学者が少ないことが問題である。修了後の進路を確立する努力が必要と思わ

れる。 

社会連携部門では，緊急被ばく医療人材育成の広報活動と，大学院前期課程修了者の出

口調査が行われている。後者については，受け入れ機関としても緊急被ばく医療の知識の

必要性は認めるが，修了者の受け入れに関しては否定的な結果が示された点に注目すべき

である。つまり本課程の修了者が社会のニーズに応える形になっていないことである。こ

の結果は，原子力や放射線を扱う施設においては，それらを管理する人材を求めているが，

本課程の修了者がそれを満たしていると判断していない。したがって，この博士前期課程

を修了するものは，放射線取扱主任者資格を取得し，さらに被ばく医療認定士の資格を持

って世に出ていくことが，現状におけるニーズに応えることとなる。教育部門と協力して，

人材育成の方法も検討が必要であり，特に，放射線技術科学専攻からの大学院への進学に

力を入れることが大切と思われる。 

大学院における研究は，職員にとっても学生にとっても大きな問題であるが，医療生命

科学領域の研究は当初からその基盤があって，優れた内容が多かった。最近の論文投稿や，

海外での学術発表は質量ともに充実してきており，その努力は高く評価できる。健康支援

科学領域では，調査を主とする研究から，それぞれの分野における新たな研究対象，例え

ば，放射線治療における患者の放射線急性反応や症状，QOLなどの調査研究，福島第一原子

力発電所事故に伴う環境の線量評価や被ばく量に対する対象者のリスク評価等，多様化と

内容の充実が伺われ，大きな進歩があった。 

国際シンポジウムは 2 年目から毎年実施してきたことは高く評価できる。当初は外部講

師の招待講演が主体であったが，本年度は，プロジェクトの人材育成に関わる報告もあっ

たが，研究の殆どはポスターであった。これ等研究の成果報告がシンポジウムの軸となる

ような形式に持っていく努力が必要である。 

●近藤委員 
弘前大学保健学研究科が，大学支援を受けて，３．１１以前から本プロジェクトに取り

組まれた点，取り分け保健学研究科での被ばく医療人材育成及び体制整備に尽力されたこ

とは先見性を含めて高く評価されます。また，当初より，外部委員による評価委員会制度

を導入，専門家の意見をとりいれられた手法は，担当者の適度な緊張感を生み，学内では

苦労も多かったかと思いますが，大変な進展につながり，プロジェクト推進に効果的と思

います。発表内容も当初と比べて，年度ごとに着実な進展が認められ，今後とも，さらな

る充実と発展されること期待しています。 
１）本邦では初めて弘前大学も一翼を担う形で，放射線看護学会を設立されたこと，高く
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評価され，今後の放射線癌治療の普及とも関係し，看護領域でのさらなる活動が期待され 

るところであります。 

２）国際シンポジウムを継続して，開催されてきたことも高く評価されます。折角の機会 

ですので，広報にもより力を入れ，近隣だけでなく，全国的にも参加を呼びかけられたら 

よいでしょう。また，「緊急被ばく」に力点が置かれた内容でしたが，今後は，対象領域を 

拡大されてもよいかと思います。 

３）大学院教育及び学内の認定制度もスタートされ，高く評価されます。人数は少ないと 

思いますが，今後，認定制度の価値を高める工夫と大学院の充実，これに社会的需要が加 

味されたサイクルが継続性を持って構築できると良いと思います。 

４）研究発表については，当初から比べて，相当の進歩が認められます。投稿についても 

英文雑誌 Radiation Emergency Medicine もありますので，英文での公表がさらに進むこと 

を願っております。 

５）また，すでに述べられている，アジア地区への情報発信，院生等の受入れ，等の国際 

化が進むことが期待されます。 

６）最後に，本プロジェクトに関わられた，對馬保健学研究科長をはじめとする教員各位 

及びこれを支えられた事務職員各位に，心より敬意を表します。 

●片桐委員 

本プロジェクトがスタートした当時を振り返ると，先ず自らが学ぶところからスタート 

し並行して先の教育プログラムを検討していくと言う状況で，ゴールは見えていてもど 

のように辿り着くことが出来るかは曖昧であったように記憶している。しかし，大学総 

力を挙げて取り組むと共に，部門検討内容の見直し等も行いつつ各部門とも精力的に検 

討を進め，着実に成果をあげて来たものと考える。 

本プロジェクトは 5年の節目を迎え一区切りとなるが，4年目となる平成 23年 3月 11 

 日の東日本大震災に伴う東電福島事故における支援活動において，それまでに積み重ね 

 てきた活動の成果が確実に防災現場で求められる活動に活かされたことは，取組みの大 

きな成果の一つであった。そこでの経験は，講義を通した教育を受けることによって得 

られるものを越えており，緊急被ばく医療活動とは何かを体感したものであり，他に替 

えがたいものであったと言える。 

ただ，経験は一過性であるが，経験したからこそ何が問題であったかを検証できるはず 

であることを踏まえ，先ずは独自の目線で検証してもらい，次期プロジェクトの展開に 

つなげて行って欲しい。これらは，現在検討が進められている我国の原子力防災体制構 

築に大きく貢献できるものであり，国レベルでの議論の方向性を注視して確実な役割を 

果たされる事を期待している。 

東電福島事故対応時の緊急被ばく医療活動については，簡単に解決できない課題も含め 

多くの要改善項目が表面化している。特に，人材育成については最も大きな問題である 

とされていることから，これまでの取組み成果，今後の歩むべき道を明確にし，弘前大 
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学の緊急被ばく医療への積極的な取組みをアピールすると共に，最終的には我国として

の三次医療機関の一翼を担う存在となってもらいたい。その際，並行して進められてい

る「プロフェショナル育成計画」も合わせた一つの目標を明確にし，枠組みの再整理も

考えていく必要性があると思われる。 

●明石委員 

立ち上げから，受講生がでるところまでこぎつけた点は大きく評価できる。この受講生

を，社会にどう活かせるかである。社会人の場合，すでに職業を持っているため，新しい

職種へ変わることは困難である。Master コース（被ばく医療修士）とするなどの工夫も一

方である。この課程に取扱主任者をとらせる，または医学物理士の資格を取らせるなどの

付加的な価値を入れることも一方である。 

今後の継続性は，行ってきたことをきちんと評価させる，つまり論文と広報活動の両者

を行うことである。広報には，学会，シンポジウム・ワークショップ，プレスリリ－ス等

がある。論文発表は不可欠である。 

●太田委員 

 ５年間のプロジェクトのスタート時から，メンバーが積極的に参加，活動してきた姿勢

は，他大学の者として羨ましく感じられるものである，非常に高く評価できる。最終年を

迎え，プロジェクトについてはその継続，発展について大学として取り組まれることを期

待する。また，研究については 5 年間の成果の集約，すなわち単年度ごとの成果の輩出だ

けでなく，被ばく医療に資する成果として 5 年間の研究の成果の集大成をされること，な

らびに，価値ある研究については，今後とも継続していくことを期待する。 

 5 年間，ご苦労様でした。 

 

４) 緊急被ばく医療人材育成と体制の整備プロジェクト総括評価 

 
緊急被ばく医療専門家委員会委員長 桑原幹典 

 
5年間の本プロジェクト終了にあたり，6人の専門家委員により高く評価された内容とそ

の延長上にある要望あるいは希望をまとめ，また反省すべき点もあるのでそれについて述

べ，総括評価としたい。 

1. 先ず評価すべき点として，弘前大学で緊急被ばく医療人材育成の取り組みが進められ，

核関連施設を有する青森県のみならず全国的に大きな意義を与えたことが挙げられる。

本プロジェクトの成果に対する期待は今後も続くことになると考えられ，この活動を

是非とも維持して頂きたい。 

2. 次に，本プロジェクトで培われた知識，技術が東日本大震災被災地域に対し文部科学
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省の要請にもとづいて支援という形で社会還元できたことが委員全員の評価対象とな

っている。さらに，このような形で緊急被ばく医療に関する知識，技術を実証する機

会が得られたことから，研究部門の幾つかの報告にそれに関する内容が伺えたことも

評価対象になっている。今後，事故後のデータの整理にともない貴重な成果となって

収束されるものと思われる。学会発表，論文公表等を通して世界に向けて発信して欲

しいことも委員の共通した要望となっている。このことはまた，被ばく医療という専

門性についての理解と認識の普及に繋がり，4項で述べるコース修了者の受け皿の確立

への布石に繋がるものと推定される。 

3. さらに，委員により高い評価を受けたのは日本放射線看護学会の設立への貢献と第 1

回大会が弘前大学で主催されたことが挙げられる。放射線被ばくによる精神的・身体

的苦痛は原子力発電所事故関連のみならず放射線治療患者にも共通するものであり，

今後はそういった人々が放射線の専門的知識を有した看護師などによりケアされるこ

ととなれば，一般社会からも大きく注目されることにもなろう。また，将来大学院で

の放射線看護学専門教育も視野に入れていることなどを考慮すると，今後放射線看護

学が新たな高度先進医療技術としてますます発展することが予想され，大いに期待し

たい。本学会設立に尽力された弘前大学スタッフの方々に改めて敬意を表したい。 

4. 教育関係では学部段階で 1 年前期での放射線防護の基礎に加え 3 年前期にリスクマネ

ジメントが開講されたこと，大学院では被ばくコースの設置し，修了者(被ばく医療認

定士)が輩出されたこと，現職者に関しては被ばく医療に関する教育とその成果として

の福島県への支援活動が行われたことなどが高い評価を得ている。ただ，今後に向け

て幾つかの要望も出されている。例えば，コース修了者の受け皿を確立すること，保

健学科からの進学者を増加させること，被ばく医療認定士の資格を外部関係者も認定

する制度へ位置付けすることなど，本プロジェクトで実施された内容の今後の継続に

も強く関係する要望が出されているので，是非参考にして頂きたい。 

5. 本プロジェクト実施 5 年の期間中毎年国際シンポジウムが開催され，また国内外の関

係機関から数多くの研究者を招聘して講演会を開催するなど，本プロジェクトの成果

を国内外に発信するとともに常に新しい情報を獲得し，それを次年度計画に反映する

など，本プロジェクトを国際的なものにするという意気込みは大いに評価される。今

後は，弘前大学での成果に加え，被ばく医療に関連する研究を国内外から公募し，よ

り開かれた内容の広いシンポジウム等にして頂きたい。 

6. 5 年間の本プロジェクト実施期間中に行われた個々の研究成果への評価は各委員のコ

メントを参照して頂きたい。研究内容全般について言えば，研究課題の公募とそれに

対する研究経費配分というインセンティブな方法が採用されたため，非常にレベルの

高い研究成果が提出されている。このことは委員全体が評価しているところである。

研究領域は大きく健康支援科学領域と医療生命科学領域の二つに大別されているが，

医療生命科学領域の研究についてはその内容と公表する学術雑誌等から客観的評価は
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省の要請にもとづいて支援という形で社会還元できたことが委員全員の評価対象とな

っている。さらに，このような形で緊急被ばく医療に関する知識，技術を実証する機

会が得られたことから，研究部門の幾つかの報告にそれに関する内容が伺えたことも

評価対象になっている。今後，事故後のデータの整理にともない貴重な成果となって

収束されるものと思われる。学会発表，論文公表等を通して世界に向けて発信して欲

しいことも委員の共通した要望となっている。このことはまた，被ばく医療という専

門性についての理解と認識の普及に繋がり，4項で述べるコース修了者の受け皿の確立

への布石に繋がるものと推定される。 

3. さらに，委員により高い評価を受けたのは日本放射線看護学会の設立への貢献と第 1

回大会が弘前大学で主催されたことが挙げられる。放射線被ばくによる精神的・身体

的苦痛は原子力発電所事故関連のみならず放射線治療患者にも共通するものであり，

今後はそういった人々が放射線の専門的知識を有した看護師などによりケアされるこ

ととなれば，一般社会からも大きく注目されることにもなろう。また，将来大学院で

の放射線看護学専門教育も視野に入れていることなどを考慮すると，今後放射線看護

学が新たな高度先進医療技術としてますます発展することが予想され，大いに期待し

たい。本学会設立に尽力された弘前大学スタッフの方々に改めて敬意を表したい。 

4. 教育関係では学部段階で 1 年前期での放射線防護の基礎に加え 3 年前期にリスクマネ

ジメントが開講されたこと，大学院では被ばくコースの設置し，修了者(被ばく医療認

定士)が輩出されたこと，現職者に関しては被ばく医療に関する教育とその成果として

の福島県への支援活動が行われたことなどが高い評価を得ている。ただ，今後に向け

て幾つかの要望も出されている。例えば，コース修了者の受け皿を確立すること，保

健学科からの進学者を増加させること，被ばく医療認定士の資格を外部関係者も認定

する制度へ位置付けすることなど，本プロジェクトで実施された内容の今後の継続に

も強く関係する要望が出されているので，是非参考にして頂きたい。 

5. 本プロジェクト実施 5 年の期間中毎年国際シンポジウムが開催され，また国内外の関

係機関から数多くの研究者を招聘して講演会を開催するなど，本プロジェクトの成果

を国内外に発信するとともに常に新しい情報を獲得し，それを次年度計画に反映する

など，本プロジェクトを国際的なものにするという意気込みは大いに評価される。今

後は，弘前大学での成果に加え，被ばく医療に関連する研究を国内外から公募し，よ

り開かれた内容の広いシンポジウム等にして頂きたい。 

6. 5 年間の本プロジェクト実施期間中に行われた個々の研究成果への評価は各委員のコ

メントを参照して頂きたい。研究内容全般について言えば，研究課題の公募とそれに

対する研究経費配分というインセンティブな方法が採用されたため，非常にレベルの

高い研究成果が提出されている。このことは委員全体が評価しているところである。

研究領域は大きく健康支援科学領域と医療生命科学領域の二つに大別されているが，

医療生命科学領域の研究についてはその内容と公表する学術雑誌等から客観的評価は
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比較的容易であったが，健康支援科学領域の研究については客観的評価がなかなか難

しい印象を与えている。ただ，内容は貴重な分野に取り組んだものであり，非常に興

味深いものになっている。今後は調査内容に工夫を加え，より多くのデータを集積す

ることにより，客観的評価に耐えるような研究に昇華させて欲しい。 

7. 最後に専門家委員を代表して今後の要望を提出したい。現在，本プロジェクトをさら

に発展的に継続するため新たなプロジェクトの概算要求がなされているが，本プロジ

ェクトで実施された大学院修士課程での被ばく医療コースをもう一つの事業「被ばく

医療プロフェッショナル育成計画」で立案されている大学院博士課程での被ばく医療

コースとどのように融合するかが新プロジェクトの大きな課題ではないかと思われる。

大学院修士，博士の全課程を通しての被ばく医療コースの設置と専門家の育成は大学

院重点化された大学において弘前大学が最初であり，そういった意味でも今後弘前大 

学の特徴として是非生かして頂きたい。 

最後になりますが，弘前大学大学院保健学研究科の教職員各位ならびに関係部局の教職

員各位の 5年間に渡るご尽力に敬意を表します。 
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